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本学位申請論文は，旧ソ連・中央アジアのウズペキスタン共和国をフィールドとして，ソ連解体に起因した大き

な社会変容，なかでも経済とジェンダーをめぐる変化が現地ウズベク人にどのように経験されているのかについて？

社会・経済的な意味で中間層または下層に位置する「家族」の生活文化を通してτ 明らかにしたものである ここ

では？「家族」とは，使宜的に？寝食を共にする共住集団だけでなく，共住関係にはないが血縁関係にある親族集団

をも示す概念と位置づけたうえで分析が進められた 本論文は，また，ソ連解体以後の社会変容と一般大衆の微細

な生活営為とを，上記の社会・経済的な階層に属する人々自身の体験にそった視点から捉え，明らかにしたもので

ある。ソ連解体ι後の社会変容のなかでも，とくに経済とジェンダーをめぐる変化は，現地住民の「家族」編成に

大きな影響を与えるものであり，本論文は，ウズベク人の「家族」をめぐる民族誌的説明に基づいて，ソ連解体以

後の社会変容を明らかにするものでもある。

本論文は全 8章から構成される 第 1章は全体の序論に相当し 研究の日的と本論文の視座が明らかにされる

第 2章では，調査地としたサング村の形成と分化の歴史，その変遷が示されるとともに 現在の村落と住民に関す

る基礎的な情報が概観される さらに 村落での共向性とその互助的機能の在り方が明らかにされる

第 3章では，現代ウズベキスタンの文脈において，いかに家族が相互扶助の実現を目的に組織されているのか，

その理念と再生産の営為がサング村の事例から明らかにされる また，家族がいかに父親または父系の血縁親族を

めぐる慣習化された理念モデルを軸として捉えられているのかが解明される 第4章では，相互扶助の枠組みのな

かで，人々がどのように集住し，そして日常生活においてどのような他者とどのような関係を結んで暮らしている

のかが分析される その結果，独立後の経済的貧困という社会状況のなかで村落大衆が行う「貧困対処」の具体的

な中身が照らし出される

第 5章では，道（公共の場所）で共に行動している人々の社会関係と その空間的近接距離の検討・分析から

彼ら／彼女らの身体遂行次元での親疎関係が考察され1 公共の場における空間分離の規律が明らかにされる．また，

主［会性の求められる道においては，「性jの露呈が禁じられていることが示される一方で，その「性jが一体どのよ

うな範闘を有するものであるのかについても，「家族」の観点から分析される

第 6章では，女性たちが日々の暮らしのなかで，いかに主体性をもって生活を営んでいるのかが民族誌的に明ら

かにされる また1 隔離性の強い伝統的な居住空間である家で過ごす時間が相対的に多い女性が，住居内に居なが

らにして，道で、の社会生活とのつながりを確保している様子が記述される さらに？そこでは，彼女たちの主体性

が村の社会生活においては「噂Jという効果的なコミュニケーションにより強力に管現される側面を含むものであ

ることが解明される

第 7章では，首都タシュケントの「乞食J，なかでもウズベク人女性の「乞食」の生活に着目することをとおして，

ソ連解体以後のウズベキスタンにおけるセイフテイ ネットが地方J、j落と都市で異なる形で存在していることが明

らかにされる そこでは，ソ連解体以後再生したイスラームが，都市の匿名性のもとで彼女たちを救済している現

状が示される さらに？独立後の社会的保守主義の時代に生きる女性たちの「貧困対処」の戦略とその家族生活，

そして都市的な相互扶助の実態も解明される

第 8章では，以上をまとめた考祭が提示される まず＼経済とジェンダーをめぐる変化のもと，ソ連時代には根

絶されるべき因習であった家父長制は，今日，文化的な規範の厳格化とともに，生存と相互扶助の基盤となる経済

単位として機能する一方で 7 社会ー宗教的な規範を逸脱した女性に対する新たな排除という抑圧形式を導くものと

なっていることが指摘される その反面，この抑圧を原因として，結果的に匿名性の高い都市へと移住した女性の

「乞食」たちは，再生したナショナルな文化のひとつであるイスラームに救済されることにより 7 そこでの生活が可

能になるという実態が照射される つまり，ローカルな地域共同体では，社会・宗教的な規範を逸脱した女性への

セイフテイ・ネットは弱いのに対し匿名性の高い都市では，サダカ（施し・任意の喜捨）という宗教実践によっ

て，彼女たちの生活が可能となっていることが論証される

このように，ソ連解体以後のウズベク入社会におけるセイフテイ ネットが，農村部と都市部でそれぞれ異なる

形で二重に存在していることが明らかにされる．さらに，ここに，ソ連解体以後の現在において，社会 経済的に

中間層あるいは下層の「家族」に属する人々が経験しているウズベキスタンの現実のもっとも特徴的な様相が立ち

現れると結論づけられる
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学 f立記番号 人博第 607号
氏 名 植うえ 村むら ま昌さ 子

学位授与の日付 平成 24年 7月23日

専攻ー指導教官名 共生文明学専攻清水重敦

ーロ間ι 文 題 目 刃痕から見た建築生産技術

一一飛鳥時代から鎌倉時代を中心に一一

調 査 Z芳Z三ご 員 〔主査〕清水重敦（奈良文化財研究所）

〔副査〕小野健吉（奈良文化財研究所），伊従 勉

·~事 門 委 員 窪寺 茂

,;tfo:1'l.探旨

年：治：れま，飛鳥時代から鎌倉時代の木造建築部材に残る大工道具の刃痕？すなわち刃吉llを有する大工道具によっ

樹木公建築部材へと加工した際に部材に残された道具の使用痕，を対象に，当該期における大工道具の形状と使

JU与法の実態を明らかにした上で 当時の部材生産技術の特質τ そしてそこから解釈される当該期の建築生産技術

のF;'!i'i~J: を描出することを目的とする 本論は，第 I章「序論J，第 2章「飛鳥時代から鎌倉時代の建築部材に残る刃

Jji I. ；~再 3 章「飛鳥時代から鎌倉時代の建築部材生産技術」，第 4 章「建築生産技術から見た飛鳥時代から鎌倉時代
（／ノ本法建築」，第 5主主「結論」の 5つの章から構成される さらにこれに資料編として，分析対象とした刃痕資料

2~2 点の図版及び一覧表が付加される

当（§ J章では，序論として，大工道具の発達史および建築生産技術史についての先行研究をまとめ，研究の方法を

ノJミす 大工道具それ自体に関する研究は，主に絵l出表現と現存する道具を資料に，道具ごとに変遷が辿られ， 15世

紀を画期として大工道具と建築生産が相互に連｜努しながら転換する様相が指摘されている しかしながら，特に鎌

倉時代以前については道具の残存例も絵画史料もl決定的であるため3 分析が仮説の段階に官まっていた この資料

的制約を根本的に解決する可能性を有するものとして 本論文では刃痕に注目する

liJI究の方法は？実物［；見察によって刃痕の詳細な分析，~·行ってと円設期における大工道具の形状と使用方法の実態を

明らかにし，その 1ーで 2.l'.J 目安矧の部材生産技術？そして t~.J;長生政全体の特性を明らかにしていく， というものである

刃痕資料は，現存する r111~ 56点，修理T‘手i報告書掲載資料 161),¥, 摺拓本 25,8、の言十 242点を対象とし？刃痕から

読み取りうる大工道具 JJ111白：H法 工作僅別当ての情報を抽出 7 一覧表化している

第2章は，本論文の土台をなす主主で，刃痕に関する恭礎資料の収集，整理，分析を行う ここでは，飛鳥時代か

ら鎌倉時代の現存木造建造物 27棟より収集した，建築部材をつくる主要道具（オノ，ノミ，ノコギリ，カンナ）に

よる刃痕を基礎資料として，道具の種類，工作種別，接合法，加工面の種類守部位，刃痕寸法7 木材繊維と刃部作

用方向7 樹種等の項目を立て，それぞれについて分析を行っている 分析の中で新たに発見した主要な項目として，

①板材を打ち割り製材する際に用いる穂先の長いノミの痕跡，②木材繊維に斜交する加工をおこなう事例，すなわ

らノミをj段状におち込み，段ごとに斜めに打ち割る形式，③反りの強いヤリガンナの事例，がある

第3章では，前章でとりあげた刃痕資料を建築生産工程別に整理し，さらに前後の時代と比較することで，飛鳥

｜時代から鎌倉時代の建築部材生産技術の特質を抽出する 具体的には以下の諸点を明らかにしている ①前後の時

代と比較してチョウナとノミの役割が卓越していた これは当該期の部材加工工程を特徴付ける「打ち割り製材」，

すなわち木材の割裂性を活かして木材繊維に平行に材を割り裂く製材方法に主にノミが使用されたこと，そして製

材後のあらゆる部材の木訴えにチョウナが使用されたことによる また，木材繊維に斜交する切断，曲面の加工な

ど割裂牲を活かせない場面にも，チョウ7とノミが活躍した ②ノコギリは，単純な木口切断や接合部成形の補助

的な道具として使用された ③すなわち，当該期の製材および加工は，木材の割裂性に規定されるものであり，大

工道具も割裂性の高い木材を製材・加工するのに適した種類－形状であった

第4章では，建築部材生産技術に関する前章までの成果を基礎に，飛鳥時代から鎌倉時代の木造建築色建築生

産技術の視点から読み直すことを試みる 当該期の建築には，材を組み立てる際に加工面を現場で調整する「現場

合わせ」の仕事が多々見られることが特徴的であるが，これが木材の割裂性を利用した部材生産技術と表裏一体の

関係にあること，そして，当該期の建築における木割の太さ，単純な継手仕口，曲面の伸びやかさといった技術・

意匠上の特徴が，割裂技術による部材生産技術と現場合わせの仕事という，当該期の建築生産技術の特徴と深く関

連するものであったことを指摘する。

第 5章は，結論である 各章における成果をまとめた上で，建築生産技術における飛鳥から鎌倉という時代乞

割裂技術の時代としてくくることができることを指摘する．すなわち，木材の割裂性を活かすとともに，それに制

約を受けた時代であった，ということである

以上のように本論文では，建築部材に残る刃痕資料を対象に，これまで仮説に留まっていた飛鳥時代から鎌倉時

代の大工道具の形状や使用方法を実証し，割裂技術というべき当該期独特の建築部材生産技術の様相を明らかにし

ている
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学位記番号 人｜専第 608号 氏名久保洋

学位授与の日付 平成 24年9月24日

専攻－指導教官名 文化・地域環境学専攻川島昭夫

言命 文 題 自 19世紀後半イギリスの自治体共同墓地

調 査 Z牙Zミごケ 員 〔主査〕 J11島昭夫〔副査〕西山良平！多賀 茂

論文要旨

本博士学位申請論文は， 19l:l:l:紀後半のイギリスにおける公設墓地の！設置，運営をはじめ7 管理主体となる地域

の埋葬委員会の委員選出，墓地が遺体の収容能力をこえることが予想されたときの委員会の対応？また日曜日にお

ける埋葬の制限や禁止をめぐる地域社会の対立などの諸問題について 主として英国の地方新聞に掲載された記事

を資料として，事実の掘りおこしと，実態の解明をめざした論文である

公設墓地は， 1850年代に制定された，それぞれ首都及ぴ全国を対象とするこつの「I堅葬法」によって，地域に設

置された埋葬委員会が設立，管理運営をすることが認可された共同墓地である 法律では「独立して救貧業務を実

施している団体Jに対し設立が認められたため，教区や教区連合？市，市内の行政区（日］区）など主体はさまざま

で，申請者はそれらを総称して「自治体共同墓地」と呼ぶ埋葬法は 伝統的な埋葬地であった教会墓地への埋葬

を禁じたため，必要にせまられて 19世紀後半には きわめて多数の自治体墓地が設置された 申請者は「はじめ

に」において， 19世紀における英国の墓地に関する研究をレビューし 自治体墓地のそれほどの普及と住民の日常

との距離の近きに比して，研究史上あまりにとりあげられることが少なかったことを指摘する

第 l章「日治体共同墓地建設Jは＇ 19世紀後半、の自治体墓地の設立に関する総論である 申請者は， 19世紀に，

墓地の建設やそのデザインに関する記事を掲載することが多かった雑誌 TheBuilderの関連記事を精査し多くの共

同墓地が国教徒用の聖)jlj地，非国教徒用の非聖別地へと区分され それぞれにチャペルが付属されていたことを明

らかにする 聖別地と非聖別地との商積の配分についても ほぼ等分とする公平の原則がつらぬかれたことを論じ

る

第2章「リヴァプール教区における自治体共同墓地の建設Jは！ランカシャーの港湾都市リヴァプールの中心部，

人口桐密な地域にあったリヴァブール教区が市外に設置した共同墓地の建設過程で 特に聖別J也・非聖別地の面

積配分をめぐって，埋葬委員会において難航し，曲折のあった議論を，地元紙の報道をもとにたんねんに追い論証

したものである リヴァプールはアイルランドに近く 7 特にこの時期は，アイルランドにおける 1840年代の大飢鐘

後の時代にあたったため多くの人口流入があり，イングランドで最も人仁｜に占めるカトリック教徒の比率の高かっ

た地域である そのためカトリック教徒用の壊葬地も準備された そのために紛糾が生じ，その結果共同墓地は，

国教徒，非国教徒，カトリック教徒用の三埋葬地に区分されたが，そこにおいでさえ，国教徒用埋葬地と，非国教

徒用カトリック用埋葬地の合計が等しくなるような配慮がみられ，シンメトリの原則が適用されていることを指摘

している

第3章「シェフィールド町区における埋葬委員会の選出」は 刃物製造を中心とした工業都市シェフィールド市

内のシェフィールド町区の埋葬委員の選出にあたって，一旦挙手によって決定された委員の選出に対して異議が生

じ，投禦による選出で結果がくつがえった事件について，それがなぜ，またどのようにして起こりえたかを，やは

り新聞記事を精査することによって明らかにしている 当該地区では， 1862年に埋葬委員会が設立されたが委員聞

の対立のために機能しない状態がつづいた そのために 1870年代後半の再開にあたっては？委員候補者に宗派性の

薄い人選が行なわれ一旦選出された しかしその手続きに 国教会支持派による強い異議が示された 国教会支持

派は，国教会体制！の崩壊につながると危機感をあおり，議論は市長，市議会議員などをまきこんで埋葬委員会の外

へ拡大された 国教会支持派は 保守党勢力の協力をとりつけることに成功し 選挙のやり直しにもこぎつけた

投票者数においては対立候補へ投票が多かったにもかかわらず，国教会支持者の擁立した候補が得票において勝っ

たのは，納税額に比例した複数投票制が地方自治の伝統にあり 1 投票という方法においてはこの原則を活用するこ

とができたからであるとして，イギリス型の「納税者による民主主義」の一例を，申請者はここに見出す

第4章「ダービー市の自治体共同墓地における墓の利用」は ミッドランド北部の工業都市ダーピーにおける自

治体墓地の運営と管理を論じている ダービーでは 7つの教区の連合によって 1853年に埋葬委員会が組織され， 55

年に共同墓地が建設された 裏地は，条件によって 1級から 5級までの埋葬地に区別され？また墓はタイプによっ

て，それぞれに I等， 2等の差のある共同墓，指定墓，納体堂の 3種があり，その組み合わせによる等級差があった

ことを述べる その面積はそれぞれしを選ぶ死者（の家族）の数と計百通りに一致せず，そのために墓地内の場所に
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よって，墓地の遺体収容能力の限界に早々に達することが予想され，対策が要求された 埋葬委員会では，墓地の

拡大，墓地への追加埋葬，等級の変更，幼児のための小さな墓地の新設などの案が提起された これらの案の採用

の当否をめぐる委員会における論議を，申請者は再現している．とりわけ児童用の墓地の創設は対策としては効果

が期待でき，地域においてもまた中央の政府からも異論が少なく？実行に移されることになるが，それはまた「家

族 子供」を尊重したヴイクトリア期の時代精神ともよく合致したと申請者は評価している。

第5章「1860年代のリヴァプール市の日曜埋葬問題J，第6章「1887年ダーピー市の日曜埋葬問題jはいずれも，

日曜日における死者の埋葬の禁止や制限をめぐる対立を論じている．制限が提唱されることになったきっかけは，

リヴアプールにおいては，とりわけ下層市民の間で，日曜日の埋葬を選択する傾向がつよく，そのために日曜日を

待って死体を自常に安1宣する習慣があったことであった。死因が感染症であるケースで＼狭小な住居で死体と同居

-9 ；ふことによって その聞に感染することが懸念された。一方，ダービーでは兵士の葬儀が日曜日に公開で行われ

たために．見物人が殺到しそのために混乱と無秩序が発生した事件がきっかけであった きっかけの如何に関わ

ムデ 1 ｜｜似Flの担葬の執行を規制することに賛成し，圧力をかけたのは，日曜日に葬儀が集中することによる繁忙

をお，~， •') ／：；葬儀悶［系者（聖職者・葬儀業者）であったことは両市において共通している 埋葬委員会においては両

di):: i, ＇日曜日の埋葬を禁止する方向で議論が進められたが，リヴァプールにおいてはカトリック教会が，ダ－

l人においては市の労働者の大半が加盟していた友愛協会が守貧悶）習が日曜埋葬に罰執する理由を説明して擁護し，

'IJ;l;lrlJ にJ;U;Jをした結果，いずれの場合においても時聞を限定するなどゆるやかな規制lにとどまったとする

｜結論jにおいては1 すべての共同体墓地に関する問題において，つねに宗教的，政花11:1（］，階級的立場がもちこま

れ＇ i)i)iiへのl時間を主主すふことになった理由として， m葬が，遺体の処置という物質的な側面からも，魂の救済と

いう渡的な側面からも，あらゆるな場の人にとって切実で，ぬきさしならない問題であったことを述べ？その切実

ーがみ！に，対決を過度に！三ぴかせることなく，最終的にはどのケースでも，一定の資協のもとに，表面的な公平や

土Ji'.C0る立場の尊重という J{[l；台、を掲げながら，現実的な解決がはからjしていることを指摘して結論としている
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共生人間学専攻多賀 茂

グリモ・ド・ラ・レニエールと「美食家」の誕生

一一フランス革命前後における食行為に関する研究一一

〔主査〕多賀 茂〔副査〕稲垣直樹，富永茂樹，

松田 j青

本論文は， 18ttt紀後半から 19世紀初頭にかけて活躍したフランスの美食家！グリモ・ド・ラ・レニエール

(1758 1837）が行った文芸的活動を，当時の社会的・思想的状況に照らし合わせながら考察し，フランス革命前後

の社会において美食行為が，いかなる意味の転換を経験したかを明らかにしようとするものである

18世紀まで「大食漢 glouton」と同義の悪徳として浬解されていた「美食家 goun11andJ という概念は， 18世紀末

から 19世紀に至る時期に一つの美徳へと転換する この変化にまさに立ち会い，また積極的にその変化をうながし

たのが7 グリモであった 本論文は，こうしたグリモのテクストを，①読書欲を駆り立てる文芸作品として，②新

たな社会に対する社会批判として，③アンシャン・レジームの遺産を継承するための思想として？という三つの側

面から横断的に考察する

第一部は，美食という世界が，一つの芸術とも呼ばれるような奥深さを得ていく端緒を，グリモを通して考察し

ている 華美で、洗練された生活が時代的風潮となった 18-[It紀のフランスでは，美食がすでにかなりの高みに達して

いたことが？グリモの『美食年鑑』に先立つ食の年鋭を調査することによって縫認される グリモはそこに評価と

いう規準を持ち込み，美食批評というジTンルを確立したのである さらに！美食に関わる事象として単に食材の

みならず？広く技芸に関わる物事を作中に盛り込もうとする視野の広さは1 彼に先立つ『百平全書Jとも部分的に

共通するような「技術＝芸術」観を感じさせるものであった．グリモの日にはあらゆる産業が美食に関わるものと

して映る それを描き出すにあたって彼は，味覚的ではなく視覚的な描写に努め，読者の食欲を刺激することに成

功した しかもそこには？食と性を交錯させるエロティックな視線も垣間見られる

第二部では，グリモの時代以降，今日に至るまで深遠な美食の世界を作りあげてきた原動力が，実は他者との競

争によって自らを規定しようとする人々の競争心ではなかったかと主張する 従来のフランス食文化史研究では，

グリモの名前は，輝かしく発展を続ける美食の街パリを高らかに賛美した証言者として引用されてきた たしかに

その側面も否定できないが，一方で、グリモは，新種の情念が人々の問に芽生えつつあったことにも気付いていた

革命前にすでに誕生していたレストランの本質を変化させ7 その数を飛躍的に増加させたもの，それはいずれヴエ

ブレンが描き出すことになるような「妬みを起こさせるような比較jを基礎におく経済動機で、あったのであり，こ

の情念は 19世紀初頭のトクヴィルが指摘した，近代民主社会の負の側面を構成する一要素でもあった 美食によっ

て太った身体を持つブルジョワたちを，人々は嫉妬に満ちた視線で描く 太鼓腹は，卑しい上昇志向と富という尊

厳を同時に表現するものとなった かつて社会的威厳を示すものとして重要視された作法は，身分と切り離され，

作法書やワインに代表されるように，金であがなうことのできるもの？つまり消費の対象となっていく

第三部は，こうした負の側面を持つ美食の肯定的側面について考えている 一言でいえば，それは社交τ すなわ

ちおいしいごちそうを閉み？ともに食事することの喜びである グリモが提示した招待のための諸規則は，一見す

れば突飛で1 現実に適用するにはあまりに厳格すぎるように思えるが，それらは仮想の世界を描くためにのみ持ち

出されたのではない フランス革命以前のグリモの言動や，革命について彼が述べた言葉を熟視するなかで見えて

くるのは， 18世紀に支配的であったとされる社交への情熱で、あった かつてあった「心地よい社交」が革命を機に

失われたと痛感したグリモは，そうしたかつての美風を残存させる可能性を食卓の周囲という限定された場に求め

たのであり，それこそが「美食の帝国Jと彼が呼ぶものが意味するところであった－ 19世紀に入って， 18世紀を憧

慢する言説はグリモ以外にも多くの作家によって書かれることになるが，グリモは単に過去を称賛するばかりでは

ない 彼は，ささやかながらも確実に？かつての社交を保存するための手段として美食を選んだ そしてこの意味

において，ひとえに美食を目的とするようなグリモのユートピアは，現実の世界に向けて構想された一つの思想、な

のである．
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.il-・JI. クロ（18421888）という人物は，『白檀の小箱Jや f鈎爪の首飾り』といった作品集を世に問うた詩

人ηあっ／ヘだけでなく，色彩写真や蓄音機といったテクノロジーの最初期の考案者でもあり，文学のみならず科学

的符求仁も並々ならぬ熱意を示した人物であった しかし 1969年にルイ・フォレステイエの火著『シャルル・クロ

人と作品jが出版されて以降も？彼に関しでは散発的な論文が発表されるに留まっており， しかもそれらの多くは

ケロの什学的業績に対する目配りを欠いている 他方，メディア研究の領域でもクロの発明に対する言及が見られ

ゐが！そこでは作家としてのクロの実像が完全に忘却されており，加えて，当の科学的業績に関しでも実際のテク

ブ、ト説j併を欠いた不正確な伝間的情報を流通させてしまっている．こうした点をふまえたうえで＼本論文は次のよ

うな研究方針と目的を提案する すなわち，文学研究，メディア論，科学技術史などの知見を駆使しながら，まず

クロの科学的業績と詩的業績の双方をともに十分に考察すること 次に，こうした問領域的研究から得られた個々

の成果を重ねあわせつつヲ科学と文学をiH~するような視座を構築することによって，「詩人にして科学者」であっ

たこの人物を総合的に研究する可能性を提示することである

まず第一章では，クヒlが災現した色彩写真（;I：，対象[Ji：界の限の凶定や記録を旨とするような今日的な：写真観から

はかけ離れており， tr L；むf!.tlと｜身が抱いていた知党論との連関において，人間のm.:rtの機能を機械的に模倣するた

めに構想、されていたことを牧~iけーる しかも列党につしミての彼の理解は当時にあってきわめて先鋭的なものであっ

た 彼の色彩写真論においには？人聞の限は対象の像それ自体を受け取っているのではなく？与えられた刺激の最

小j単位（クロの場合は三原色）を集積することによって，対象の色彩や像を再創造する器官として捉えられていた

のである

第二章では，クロの蓄音機制究に関する既存の言及の妥当性を吟味しつつ，このテクノロジーにたいしてクロが

抱いていた想像力を浮き彫りにしている そもそも，クロの蓄音機の構想はひとつの技術開発の実践として十分な

密度を有したものではなく，同時期に進行していた色彩写真研究から技術的な流用をなすことによって着：息された，

ごく原型的なアイデアでしかなかった とはいえ，こうした技術的な流用によってクロが「音jにかかわる領域へ

と問題を移しかえることができたのはτ 彼の蓄音機構想の基盤となる部分に？ 仁述の色彩写真研究と同様，ひとの

知覚のはたらき全般に関する固有の思考が据えられていたからにほかならないのである。

第三章では，上記のような科学的業績についての研究に続いて，クロの詩作品に関する分析を行ヮている 具体

的には，クロの第一詩集『白檀の小箱Jの構成要素（断片的印象，風，緑色のイメージなど）をそれぞれ吟味する

ことにより，これまでもっぱら神秘主義的な解釈のみを施されてきたこの詩集について，以下のような新たな見解

を出示した すなわち詩人としてのクロは，世界の彼方にある理想の地への想いなどを表現しようとしているので

はなく，むしろ対象世界それ自体へ到達することの困難さを引き受けるところから詩作を開始している，というこ

とである 結果として彼の詩の企図は，対象世界から何らかのイデア的トポスへと向かうようなものではありえず，

r:1身のもとへと漂着した・jj［界の断片や反映（女性の髪や花々の香りなど）を素材とした「ファンタジーJの創造を，

自身の感覚位界の内部で成し遂げることを目指す

以上の論をふまえれば，クロの色彩写真（あるいは蓄音機）と詩的創造の間にl丈人間と世界の関係の把握とい

う水準において，ひとつの共通点が見出されることになる すなわち，普通であれば人間の身体の外側に存在して

いると考えられている「世界」をいったん括弧にいれ外界から人間へと届けられるわずかな刺激や反映をたより

に， lfr界像を内的なトポスで再構成1 再創造するという発想こそが，クロの様々な探求を統べる基本姿勢であると

いうことである．本論の締めくくりとなる最終章では クロの知覚論『脳のメカニズムの原理』の分析を通じて上

記のような基盤的思考の実態を浮かび上がらせるとともに，当の発想、をもとにして，「詩人Jとしてのクロと「科学

者Jとしてのクロの業績をつなぎあわせ 「詩人にして科学者」であったこの人物を総合的に研究する可能性を提示

した
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本論文は！認知言語学の枠組みに基づき 1 英語の前置詞の文法機能と談話機能を考察した実証的研究である 全

体は， 8章から成る

第一章では，本研究の研究対象となる前置詞の文法機能と談話機能について概観した後，英語の前置詞の統詩的

特徴と意味的特徴を考察している 次に，内容語と機能語の中間的な特性を持つ前置詞の二重的な特徴を考察して

いる

第二章では，まず前置詞の研究に関する三種類の代表的なアプローチ（語集的アプローチ，認知語業意味論のア

ブローチ，談話基盤のアプローチ）を概観する。特に本主主では，以上のアプローチの特徴を，前置詞の研究におけ

る「連続性Jの問題との関連で批判的に検討している 「連続性」の問題とは，前置詞の内容詩としての意味的な用

法から機能的な用法への拡張の問題で、ある 本章では，これまでの多義性の研究では，前置詞の内在的な意味の分

析が中心となり，前置認の談話機能が明らかにされていない点を指摘している 本章では，上記の三つのアプロー

チのうち特に談話基盤のアプローチに注目し，前震詞としての語棄が持つ内在的な意味から談話的な機能に連続的

に拡張していくプロセスを明らかにしている 本章では，このプロセスを，前置詞の up/down,oνer/under，等の空

間認知に関わる前置詞の分析に基づいて明らかにしている

第三章では，まず本研究での記述的な背景となる認知言語学の象徴記号的な言語観を概観した後？言語構造を動

機づける二つの大きな基盤である τ 認知的な基盤と談話機能的な基盤を考察するための枠組みを提示する 認知的

な基盤に関しては，人間の身体経験がどのように言語構造に反映されるか また談話機能的な基盤に関しては，文

法化をはじめとする様々なタイプの言語変化が生じる場としての談話の役割を明らかにしている 本意では，これ

らのアプローチとの関連で＼新しい視点を導入した多義性の分析を試みている 特に本章では，前置詞の多義性の

分析に際し過剰な一般化は避け具体レベルにおける一般化を試みている 例えば これまでのメタファー研究で

は！複数の語棄が空間→時間のように共通の拡張をする点が注目されているが，本研究では？類似した拡張におけ

る各語棄が示す認知的な意味の違いに注目する 例えば前置詞の αtin, onには空間から時間へ比i取的に拡張する

共通点があるが，時間的意味は空間的なイメージに基づいているため，各前置詞では時間が異なる存在として概念

化されている事実（すなわち各前置詞の点的特性？空間的特性，密着的特性の違いを反映する時間に関する概念化

の違いに関する事実）を詳細な言語データに基づいて明らかにしている

第四章では，これまでほとんど注目されてこなかった空間認知に関わる前置詞，等（e. g. concernzng～ヲ on～，

～aside，～apartラetc.）の文法化の機能を分析している この種の前置詞！等の用法には，談話機能に関わる拡張的な

刑法が認められるが？この機能は定着度が低く，その前置詞の持つ内在的な特性とは見なされないため，従来の研

究ではほとんど体系的な記述がなされていない 本章では，この種の前置詞の談話機能の発現のプロセスを分析し

ている 同章では特に文脈内で，談話的な機能が文脈情報に補われることによって内容的な意味から拡張するプロ

セスを，認知言語学のプロトタイプ理論の拡張モデルに基づいて明らかにしている

第五章では， zψ とdownを含む不変化詞構文（e.g.He shot the lion up./He shot the lion down.）を考察対象として，

事態の完了を表す不変化詞のアスペクト的な機能を分析している 不変化詞には，動詞が表す事態が完了したこと

を示すという機能があるが，この種の機能は不変化詞の内容的な意味から派生しており，各不変化詞が示す事態の

完了のタイプが異なる。ヱド章では，類義的な不変化詞構文における upとdownの用法を綿密に分析し upは一般的

な完了を表すマーカー（英語の完了を表す助動詞 have）と同様に！意味の漂白化が進み動詞指向である一方， down

は下方向への移動という内容的な意味を保持し結果構文内の結果述語に近い性質を持ち目的語指向である点を究

明している
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第六章では，帰結節の導入部の主要部として働く前置詞 underの機能を明らかにしている．この前置詞には，

Under the agreement, agricultural prices would be frozen.のように，条件法を伴う帰結節の導入部の主要部として働く文

法機能が認められるが，この文法機能は空間的意味から抽象的意味への拡張を介して派生する 先行研究では，こ

の文法機能は支配的意味に分類されている．しかしこの用法は文の内部では支配の意味を持つと同時に，文脈内

では条件法の帰結節を導く主要部となっている．本章では，支配の意味を持つ overとunderの非対称的な意味拡張

に注目して， underの文法機能が支配の意味を介して，基本的な空間的意味から派生する点を明らかにしている．

overとunderには共に支配の意味が認められるが，これらの前置詞は異なるタイプの支配を表す. overは直接的で

意思を伴った支配を，一方underは一般的な支配下に置かれた状態を表す．本章ではさらに，異なる支配の意味は

異なるタイプの上下に関する経験に動機づけられている事実も明らかにしている

第七章では，不変化詞 asideを含む二種類の構文を考察対象として， asideの談話機能を考察している. asideには，

話題を転換して談話内に新しいトピックを導入する機能が認められる 二種類の aside一構文は，意味レベルでは

（何かを取り除く〉という類似した意味を表すが，談話レベルではその働きは厳密には異なる．本章では，広範な言

語データ（BNC:British National Corpus）から aside構文の定量的な分析を行い，二種類の asideー構文が，意味レベ

ルでは（何かを除外し，新しい何かを導入する〉という類義的な意味を持つが，談話レベルでは，除外されるもの

が旧トピックであるか，新トピックのー側面であるかが異なる点を明らかにしている．

第八重量では，理論・実証の双方の観点からみた本研究の意義と今後の展望について論じている
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学位記番号

学位授与の日付

専攻・指導教官名

論文題目

人博第612号

平成 24年 9月24日

共生文明学専攻菅原和孝

オセアニア芸術のうまれるときーアートの集合性をめぐる人類

学的研究ー

〔主査〕菅原和孝〔副査〕風間計博，田中雅一（人文科

学研究所），橋本和也

わた なべ

氏名渡辺 品文

調査委員

論文要旨

本博士学位申請論文は，南太平洋のフイジー共和国における通算 25ヶ月のフィールドワークに基づいて，レッ

ド・ウェーヴ・アートと呼ばれるフィジーの現代絵画が，集合的なオセアニア性への志向と個々の画家の独創性の

追求との聞に生じる葛藤のなかで創造される過程を，「芸術の人類学」という視座から解明したものである

論文は短いプロローグにあたる「はじめに」を除けば全9章で構成される

第 l章では，「芸術の人類学」をめぐる先行する諸理論を検討する．そこから，①文化相対主義，②本質主義，

①構築主義，④物質文化研究という 4つの潮流が切り出される．①から③に至る流れは非西欧芸術というカテゴ

リーを認めるか否かという争点をめぐって転換を繰り返してきたが，いずれも地域の特質と社会変容の動態を捉え

きれなかった，と申請者は批判する．④の系譜をひく A・ジェルの理論は記号論，エイジェンシー論，認知科学的

な推論モデルを統合した独創的な試みであるが，芸術に絡みつく制度的な権力を等閑視するところに限界がある，

と指摘する．これらを踏まえ，オセアニア地域の文脈に埋めこまれた芸術家の実践を民族誌的に記述することに

よって先行理論の限界を乗り超えることを指針に定める．

第2章では，オセアニア現代芸術の動向を概観したうえで，フィジ一芸術の歴史的背景を照らしている．オセア

ニア諸地域で 1960～70年代以降に高まった文化復興運動は，絵画を含む多様な芸術実践を生みだした 植民地期の

フィジーでは大量生産された絵葉書が異国趣味を刺激する重要な媒体になった 英国から独立した 1970年以降は，

年に 1度開催されるフィジ一美術アワードが画家たちの登竜門になってきた 申請者は 1980年からの優勝作品計 19

点を発掘し撮影に成功した．それらの殆どが「フイジーの典型的光景」を描き南島のエキゾテイシズムを増幅する

ものであった．さらに， 1991年から 20日年までの 20年間にフィジーで開催された美術イベントの種類と件数を分

析し 2001年以降にエキシピションが増加傾向にあることを明らかにした．

第3章では，フィジーの首都スヴァにある南太平洋大学構内に 1997年に設立されたオセアニア芸術文化センター

（以下オセアニア・センターと略称）に焦点を当てる．まず，センターの創設者エペリ・ハウオファの思想をその著

書に依拠して描き出す．ハウオフアは，「海」（太平洋）を，孤立した島々が散在する広大無辺な空間としてではな

く，開放性と繋がりのメタファーとし捉えなおすことを提唱した．ついで，オセアニア・センター設立を実現させ

たハウオファの奮闘を跡づけ，「センターを芸術家にとっての家にする」という理念を照らし出す．さらに，仲間の

絵に手を加え，模倣を通じて技術を習得し，伝説について語りあう，といった集いの場での相互行為を記述する．

第4章では，レッド・ウェーヴに関わる 9名の青年たちの生活史を詳述し 芸術家として歩むことを決意するま

での道程（7人），あるいは逆にそれを断念した経緯（2人）を描き出す．幼少年期の不幸な生育環境，慢性的な経

済的苦境といった困難な条件とともに，絵を描くことが彼らにとっていかに強い衝動であるかが明らかにされる．

第5章では，ハウオファが提唱した集合芸術の理念に立ち還り，多彩な作品群を通して反復されるモチーフを図

像学的に分析し，タパ布デザイン，魚，タトゥー，渦といった共通性が「オセアニア的」な特徴を生み出している

ことを指摘したうえで＼それらのモチーフを統合する 2つの基底スタイル（グリッド・スタイルとリキッド・スタ

イル）を同定する．また，美術に素人のフイジー人49名に作品 20点の画像を見せ 全員から「オセアニアらしい」

という感想を得た．この顕著な一致は基底スタイルが喚起するタパ布デザインあるいは「波・水」への強い連想に

基づいている，と指掃している．

第6章では，アーテイストたちの市場との接合を分析する．もっとも重視されるのがコレクター市場であり，ハ

ウオファの許可を得てエキシピションに出品することが正統的なチャネルとなる これに対して土産物市場，デザ

イン市場への進出は強く規制される．アーテイストたちは各市場からの期待を敏感に読み取り，ときに自らの個性

を殺して非芸術的な市場で利得を上げ，またそのことに自己嫌悪を抱くことが明らかにされる．

第 7章では， 2009年初めにおけるハウオファの死が，それまで徐々に進行していたアーテイストたちのオセアニ

ア・センターからの離反を決定的なものにし，一人一人が自らの個性と独創性を追求する方向に突き進むさまが記
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述される 彼らが他から差異化されたスタイルを模索することの背後には「自分の作品Jへの強烈な欲求があり，

それがハウオファの希求した「集合性jと決定的に背馳する可能性が浮かびあがる

第 8主主では，前章で照射された葛藤を踏まえ，市lj作の現場で起きている人と人 人と物との相互作用が分析され

る 制作途上の作品と町家とのあいだに形成される親密な空間に閉じこもり 「筆が動きJ「絵の具が踊る」経験に

没入する一方，仲間の作品を見つめ「どのように描いた」のかを問いかけ具体的な方法をなぞることによって，作

品の奥底にi普りこむ このような行為連関の重要性を強調して次章の考察への布陣を整える

第 9章は，考察と結論に充てられる ジェルのスタイル論の軸となる「心理学的特性」の概念を援用し，スタイ

Jlノの表層的な差異形成の底には心理学的特性の連続性が看取されると指摘する この心理学的特性は，商家と画材

とを含む多元的なエージェントが作用し合う場で形成され，意識を超えた行為連関を生みだす その行為連関とス

？イルの連続的なネットワークのなかにこそレッド・ウェーブ アートの集合性が達成されている，と論じられる

最後に，オセアニアという集合性と「自分らしい絵」を追求することとの問に生じるかに見えた矛盾は？開放性と

変化の可能性に富み異質なものの間に繋がりを生み出すスタイルの次元においては止揚されており，そのスタイル

こそが「オセアニア芸術」の姿を体現していると結論づけられる
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学 位 記番号人博第613号 氏名金
ンヨウ

品
学位授与の日付 平成 24年9月24日

専攻・指導教官名 共生文明学専攻佐野 宏

論 文 題 目 日本語と中国語の再帰代名詞について

調査委員 〔主査〕佐野安

〔副査〕須田千里，道坂昭康

専門委員 内田賢徳

論文要旨

本論文は，現代日本語と現代中国語の再帰代名詞について，生成文法の方法に即しつつも，そこに新たな規定を

与えることを目的とする

第一章では，先行研究を整理し日本語の再帰代名詞の分析には語業的・文脈的意味を考慮する必要があること

を指摘した

第二章は，日本語の「自分」，中国語の“自己”のそれぞれについて，再帰用法が成立した語誌を明らかにした

その中で，従来！ 日本語の「自分」の初出例が平安朝前期の『経国集』にあるとするのは誤りであって，同時代の

類例を含めて検証する限り，「自分Jの確例は室町期の『文明本節用集』まで降ることを指摘した その成立のあり

方から！「自分Jは，自らをかえりみた時の一人称という性格を帯び＼総称的な代名詞としての用法と再帰用法とは，

語義的に連続していることを指摘した一方，中国語の“自己”は，それぞ、れ古典中国語で再帰用法をもっていた

「白Jと「己」とが熟合して成立したこ音節語であり！確例は『南史jまで降る 従来，三悶時代から例があるとす

る説があるが，それは文献批判の観点から誤りであることを指摘した “自己”には，「再帰・強調・総称Jの用j去

があるが，それらは諾誌からみて「白jと「己」の？それぞ、れがもっていた用法を受け継いだものであることを確

認した

第三章は，第二寧での語誌をふまえて，「自分J“自己”の意味特徴から「主語指向性」の再検討を行った その

結果，形式的な主語を先行詞とする見方では必ずしも刑法の全てを説明できず，主語と言うよりは，むしろ話題の

中の主体を先行詞とするとみたほうが，より広い例を説明できることを指摘した つまり，日本語の「自分jは話

題中の動作の意思的な主体に帰着すると規定できる．このことは，中国語の“自己”でも同様に言いえる さらに，

「次郎は太郎を自分の部屋で殺したJ「太郎は次郎に自分の部屋で殺された」といった，能動文と受身文の比較で

「自分」の先行詞が変わることがある点は，しばしば再帰代名詞の主語指向性の説明に用いられる しかし，受身を

被動的な意思のあり方と考えれば受身文における「自分」の先行詞も「殺される」という動作の主体に帰着する

と言いえる．変換された能動文には，その被動的な意思主体は現れないから，同じことがらの文とは言えない 中

国語での受身文も同様で，「被Jを介詞と動詞のいずれにとらえるにしても 7 単文の場合は主語指向性だけでは説明

できず，やはり動作の主体に再帰すると言いえる

第四章では，志賀直哉の小説において用いられる一人称代名詞「自分」が，「私jと比較してどのような独自性を

もっかを分析した 「私小説」を応用して「自分小説」とも称されるこの文体は，志賀直哉の小説の一つの特徴とさ

れ，近代日本文学研究でも取り上げられている それらをもふまえつつ，草稿と定稿での「自分jと「彼jという

人称の異同とその拙かれ方から？「自分jは「私j以上に深く自己の内面から語り出す，一種の語り手としてあるこ

とを論じた これは「自分Jが語誌的に「自らの分Jという内省を帯びた祢であったことと関連していると考えら

れる

第五章は，日本語における「自分J以外の再帰代名詞を取り上げそれらの用法と差異について分析した その

結果，手口語としての「自分」「自ら」と漢詩に由来する“自己”「自身」とでは位相が異なり，前者に比して後者は

抽象的に用いられることが多いこと，「自分Jは他に比して名詞性が高く，代名詞としても用いられるが？これは他

の再帰代名詞には見られないこと，「自身」は中国語の“自己”と同じく代名詞に後援する用法をもつことを指摘し

た ここでも，「自分Jが内的な自己と関わりをもち 話し手に密着することを確認しえた

JJ、上を通して，本論文は，日本語，中国語の再帰代名詞「自分」“自己”が，生成文法における理論を形式的に適

用するだけでは解けない構文上の特色をもち，それがそれぞれの語誌に由来することを論じ，とりわけ日本語の

「自分」が小説の文体にも関わるほどに内省的な性格をもつことを跡づけた
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学位記番号

学位授与の日付

専攻指導教官名

論文題目

調査委員

博士学位一覧

人博第 614号
わた なベ

氏名渡遺登紀

平成 24年 9月24日

共生文明学専攻道坂昭庚

陶淵明と「回国」一一型時間・地域一一

〔主斎〕道坂昭慶〔副査〕阿辻哲次，赤松紀彦（高等教

育研究開発推進センター）

「序」において，申請者は本論文が構想、されるに至った経緯を明らかにしている 申請者は，これまでの六朝文学

研究が黄河流域から移ってきた貴族層による詩賦を“主流”のジヤンルとし！土着士人層の文学や詩賦以外のジヤ

ンjレを“非主流”として軽視してきたことを批判する また陶i鼎明研究についでは 同日時代においては

で、あつた彼の文学が唐代Jユ降現代に至るまで“主j走”と評価されるようになったために，却って陶淵明文学の同時

代における異質性が閑却されてしまっていると問題点を指摘する 本論文はこのような問題意識から出発し陶淵

明が長江流域土着の土人であるという出自に着目し，彼の文学の根底には，黄河流域文明とは異なるこの地の文化

の受容があるとする仮説を証明しようとする

論文は，「「田園」という拠点」と題された第一部と「「田園」の境域jと題される第二部に分かれる 申請者によ

れば，「田園jは陶淵明によって文学的に発見され 陶淵明が文学史において“主流”と見なされるようになって，

「IJ:J関Jもまた文学的地位を確立した 第一堂「「田園」と時間一一「帰去来今辞」論」 「帰去来例制は，陶淵明

が「HIl到Jlこ帰ることを宣言した作品で＼彼の代表作とされる この掌では，まず，附淵明以前における「田園」

とし 3へIll計？の使用について側資が行われ，さらに陶淵｜川が参考にしたと考えられる張衡「帰凹賦」が，一種の隠逸

の昔日しみ公述べる／：（＂（了，｜御 iifrflUJの IIll閉Jと異なる！日角界で、2払ると論じられる これらの考察によって，「自国」が陶

淵明以前＇ i示J＇ ~ffではなく！一文乙子的！酪測を H乎ぶ空間でもな iJミったことが明らかになり，「旧国」が陶淵明によって発見

された詩話であったことが論ri1E·~ れる 続いて「帰未来ザ昨jの換韻を手がかりに陶淵明がこの作品で、描き出そう

としたl仕界を粕需に再現する。さらにこの作品のj予を分析することにより！この作品が，「隠者を詠う文学」ではな

く，｜隠1iが許可、う文学」であったと結論づける

らお二主主「l淘淵明のトボス 「桃花源」と「印闘」」は，「帰去来分辞Jとともに陶淵明の代表作とされる「桃花

狐記」を考察する この論考では「田園j と「桃花源j を同~n しようとする従来の研究を批判する 申請者は

「桃花拐、記」「帰去来分辞」ともに現れる舟を手がかりに，両作品はどちらも戻るべき本拠を「出閤」の世界とする

が，「帰去来分辞」が舟によって「田園」に流れる〈不可逆的時間〉と＜永遠の時間〉を象徴するのに対し，「桃花

源記Jでは舟は「田園」と「異域jの聞をつなぐものであると論じ，従来指摘されるように，「桃花j原」と「田園」

はともに〈官〉に対置する意味を持つものの，陶淵明にとって両者は同一で、もなく重複もしない，全く異なる空間

であることを論証する．以上二章によって，「田園」は陶淵明の現実の生活の場であるとともに，彼の「田闘Jは，

理想郷ではなく現実の生活の場であったことが明らかにされた

第三章から，第二部に入る 第三章「湛方生と〈官〉の文学一一一湛方生と束晋末の文学活動~J，第四章「（私）

の文学への出発一一湛方生と東晋末の文学活動二jは，陶淵明の同時代人と考えられる湛方生の作品を検討するこ

とによって，陶淵明の時代の文学状況を探ろうとする 第三章は，湛方生の作品が，公的作品と個人の感懐を表白

オる作品に分かれ，特にf走者には一貫して「罵客の情」が見られることを指摘する ここにおいて彼の文学には

〈公〉と〈公）に支えられる（私〉というこ層構造があったことが指摘された 続いて第四章では？もっぱら湛方生

の（私〉文学が分析される そこに文体の型の束縛を破ろうとする志向がみられること，また陶淵明の「旧国jと

[r;Jじような「国Jが描かれていることに申請者は注目し！陶淵明が描いたような「田園」生活への憧憶が，この時

期少なくとも一部の土人間に共有されていたのではないかと論を進める 但し，湛方生にとって，「閤」「丘園」は

生活の場ではなく，あくまでも憧僚の場であったことも論証される これらの考察を通して，陶淵明の描いた「田

民IJは，他者には実現させることが容易な空間ではなかったと結論づけられる

最終第五章「二つの「鹿参軍に答うる詩」］は？鹿参軍なるく官〉にある人物に対して陶i!i"ll明が送った二種類の詩

から？「回l詣Jを取り巻いていた社会と陶淵明との関わりを探る 申請者は，二種類の詩のうち四言詩は対面の場で＼

もう一種類の五言詩は手紙として作られたとする そして両編の分析を通して，出仕を勧める鹿参箪に対して，「田

園」を離れないという陶淵明の強い意思を読み取っている

以上の論考を通して，｜事請者は，文学の“型’？’作品に示される

域という“地士或’’，陶I淵明文学は彼がそれらを強く意識することによつて生まれたので、あり，それらが彼の文学が既

存のそして同時代の文学を超える独自の文学を創作し得た理由であると結論づけている
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本論文は，フロイト以来，精神病症例の古典とも目されているダニエル・パウル・シュレーパーの『ある神経病

者の回想録1（初版 1903年）を，とりわけ言語をめぐる彼の思考というテーマを中心に据えて読み解き，そうする

なかで，科学的実証主義全盛の世紀転換期ドイツにおける思想的・宗教的・文化的・社会的な変動のありょうを，

多角的かつ具体的に浮かび、kがらせることを目的としたものである シュレーパーはこの浩涌な『回想録jのなか

で，自らを襲った奇矯な妄想的現実をありていに言葉にしているが，それはシュレーパーひとりのうちに閉ざされ

た個人幻想であるばかりでなく，その背後には，言語をはじめとして，この時期の社会が抱えているさまざまな問

題が交錯している 本論文は，夢，無意識，宇宙進化論，心霊主義など3 当時の怪しげなオカルト的思考領域に踏

み込むこともあえて辞さず，また文学芸術の領域にも限を注ぎながら！それらの問題を多角的に扶り出してゆく

論文は序章と最終案を前後にはさんで七主主立てになっており，本文中に数多くの注がちりばめられているとともに，

巻末には欧文，和文の詳細な文献表に並んで，シュレーパーの使用する独特の用語集や人名索引が付されている

序章「ダニエル・パウル・シュレーパーと fある神経病者の回想録jjでは，まずこの『回想録』を解読するにあ

たって，その概要と，これまでの受容史ならびに著者シュレーハーの人物像・経歴が簡単に説明されるとともに！

シュレーパーの病が本質的に言語にかかわるものであることが予示される

第 l寧「言語をめぐるたたか一一録音再生装置と雑音の世界Jでは，思考をかき乱す雑音仁それに対する防衛

としての音楽との関係から，雑音と言葉のせめぎあいとしてのシュレ←パーの思考のあり7かについて論じられる

第2章「光線としての言葉 世界の可視化への欲求」では，シュレーパーにおいて言葉が「光線」として表現

されていることに着目し！すべてを可視化しようとする当時の自然科学・心霊主義との関連について説明される

第3章「神経と宇宙ーカール デユ・プレルとシュレーパーjでは 人間の思考と記憶の座ならびに神との関係

の結び目としての神経の特別な位置に着目し，シュレーバーの思考に強い影響を与えてきたデユ・ブレルの宇宙進

化論とのつながりが示唆される

第4章「教育者と医者一一一「魂の殺害」と迫害体験jでは，『回想録』で「魂の殺害」と称されているシュレー

バーの受けた迫害が，さまざまな資料をもとに，父親モーリッツならびに主治医フレツクシヒと神との関係から考

察される

第5主主「「脱男性化jとは何かJでは，神によるシュレーパーの身体の女性化（脱男性化）について？フロイトを

はじめ多くの解釈を検討するとともに 7 世紀転換期における身体観や性意識の変化がもたらした意味について考察

する

第6章「神経言語と言語危機の時代」では！シュレーパーの「神経言語Jという用語の背後に広がる問題を，ヘ

ルマン・パールやホーフマンスタールなど当時のモダニズムの文学者たちの新たな言語表現への模索と絡めながら

考察する

第7章「目的・深化・自由意志 神と自然をどうとらえるか」では，シュレーパーの世界観のなかに？ダー

ウイン／ヘッケル流の唯物論的自然観（自然、進化論）と，デユ・プレル流の唯心論的自然観（宇宙進化論）とが同居

していることを問題としこの矛盾した同居がどこから来ているのかが，双方の資料をもとに詳しく論じられると

ともに，シュレーパーにとっての書くことの意味が大きな視点から考察されている

最終の第 8章「シュレーパーと神，そして新たな人類」では，本論文のまとめとして。シュレーパーと神の関係

（合体と反発）に焦点、が合わせられL，シュレーパーが女性化して神とのあいだに新しい人類を残そうとすることがど

のような意味をもっているのかについて論じられるとともに，シュレーパーにおける言語をめぐる思考の特性につ

いて総論的にまとめられている

以上のように本論文は，フロイトニラカンの精神分析の文脈でこれまで重要なテクストとして取り上げられ，あ

るいはファシズムや反ユダヤ主義，人種論などさまざまな方面から問題視されてきたシュレーパーの『回想録Jに，

言語哲学的なテーマのもとに深く分け入札言語のもつアクチュアルな問題に迫るとともに，この書が当時のさま

ざまな思考が集積する結節点であることを具体的に明らかにしようとしたものである
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本論文IJ，胤景画を得意とした江戸時代末期の浮世絵師，歌川l広重（I797～ I 858）の風景観を，「文化としての風

景J，「風渋の集団表象」という切り口から，分析し，明らかにしたものである 分析する素材としては，広重の

『絵本iI. iゴ土産』と「名所江戸百景」そして比較対象として広重の作品より 20年ほどさかのぼる『江戸名所図会』

などが王令ものである

お1市では，客観的な事物から構成される景観に対し，人々が見守その中で暮らす主観的なイメージとして風景

と！工Jえ！「文化としての風景」という概念を提示する さらに，ある文化集団に属する人々の風景のとらえ方には，

立化的共通性があるとしこれを「風景の集団表象」と呼ぶ。こうした研究テ←マに取り組むため，人文主義地理

'fO）アブローチが採用され，既往の風景論が参照される

i. iコIf主期の浮lit絵風景聞は，注文主の求めに応じて制作される絵画作品とは異なり，一定の購買層を想定して制

作され大量に販売されるので 人々の「風景の集団表象」を反映すると考えられる こうした観点から，広重の作

,\'/d.～ノJ~ された風景仰を，他の作品と比較しつつ分析するという視康が提示された

九ii2章では，先行する『江戸名所図会』（以下『間会Jと略記）との比較において，広重の『絵本江戸土産』 w、

下『土産』とH自己）の構図が検討される 『凶会Jの場合，先行する fr｛；［；名所凶会』などと同機？↑府l敵景で社寺を説

l則的に拍くことが多いのに対し 『l.i~主1 においではそのような州TJ'.i土減り 淫視遠近法などを駆使した，より写実

的な風景の描写に重点が移っていることが指摘された

第3主主では＇ Jl， 貫工の JIJ し、る音感から広抵の加L渋観を l?t~ る fがかりとして i土ifdの説明文中に朋いる「風景」の

れl義治が分析された そこでは「風）y(」が汎別的に用いられるのに対し， I11'!：色J.「絶景」など他の類義語は特定の

主題に関連して用いられる場合が多いことが明らかにされた

第4章では， f絵本江戸土保jの絵画にイ寸された文章の分析を通じて，広東の風景観に迫っている その際，『凶

会jの説明文との比較も行われた 文章の多くは，その場所の故事来歴および位置情報を含むが，それ以外の記述

を風景描写ととらえ，分析した 風景表現の着眼点を以下の Ilのカテゴリーに分類した ①眺望の良さ，②眺望

以外の景色の良さ，③特徴的な事物，④山Jj(美，⑤遊観的価値，⑥賑わい，⑦名物，③風流さ，⑨霊験，⑩耕

地・広野が広がヮているさま ⑪季節・天候－時刻を感じることである そしてこのカテゴリーごとの描写地点を

地図化し『図会』の場合と比較した．たとえば，①跳望の良さとして取り上げられている地点は！台地の縁などに

多し＝ことなどが明らかとなった また，⑬耕地・広野が広がっているさまへの称賛に関しては，「風流であるJとい

う；寿美的評価が特徴的であった

この耕地・広野の広がりへの称賛乞多角的に検討するため，第 5章では僧侶十方庵敬順が著した『遊歴雑記J
の記述を分析した 『遊歴雑記』においても，耕地の広がりを眺望の良さなどの観点から肯定的にとらえる場合が多

Uが，肯定・否定どちらの評価もなされない場合や否定的な評価がなされる場合もあることが指摘された

第6重量では？広重最晩年の作品であり 7 浮世絵風景画iの集大成ともいえる「名所江戸百景J（以下「百景」と略

記）が，『土産』における風景描写との比較において検討された 「百景」はテキストを含まないが，描かれた対象

や檎l望｜の分析を通して！広重の風景観に追っている そこでもやはり耕地－広野の！よがりへの称賛という観点を見

出すことができた 絵画表現における回閏風景・農作業の描写は「洛中洛外図」など従来の多くの作品に見られる

が！それらは豊穣への祈念といった主題に関連する それに対し広重における田園風景の描写は「風流さJを見

出す点に特徴があった

第7主主は結論の主主である 本論文における広重作品の分析を通して，彼の風景観には耕地・広野の広がりを「風

流」と見なす肯定的視点という特徴があることが明らかとなった また，風景画作品に取り上げられた地点の多く

が，庶民の生活圏である低地（下町）であることも指摘できる 『土産』に収録された作品は西洋の透視遠近法の受

容を通してより写実的なAA景描写を実現しているが，そのテキストの分析を通して，広重の原景観を明らかにする

ことができた そしてこうした風景観に基づき，絵画的アトラクションを付加する形で，「百景jが制作されたとい

える 画家と出版者は，多くの部数の作品の制作・販売・流通を通してこの時代の「風景の集団表象」の形成に寄

与した それを構成する耕地広野の眺望は，その時代の「日本文化としての風景」の反映であり，それは時代を

超えて今日私たちが抱く日本風景のイメ←ジを規定し，さらに今後の田閤風景設計への指針を与えるものなのであ

る
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本博士学位申請論文は， 1978年の法律制定を契機に公立精神病院を廃絶したイタリアの精神医療について？その

歴史的経緯，思想的背景，そして病院に代わって生まれた地域精神保健サービスにおける利用者の日常生活やス
タッフの諸実践を描いた医療人類学的研究である

本論文は，序章「本研究の問題構成とその文脈」と終章「精神医療の生態学的転回Jに加え，本論が5章からな
る それらは，第2章「精神医療のノーマライゼーション」，第 3章「精神医療改革の実践とその思想 フラン

コ・バザーリアを中心に」，第4主主「地域で生きることを支える」，第 5章「仕事としての家族，家族としての仕事J.
第6章「演劇実験室のト←トロジ←」である

序章では，本論の目的，精神医療に関わる研究や医療人類学の先行研究関連する現代思想、の主要用語が吟味さ
れている

第2章では，イタリアでの試みについて論じられている 1978年成立の法律 180号（バザーリア法）にまで至る

イタリアの精神医療の展開は 法律トーで、見ると 特殊な医療としての精神医療のノーマライゼーションの過程とひ

とまず見なすことができる そこには精神医学と近代国家との深い関わりがあり，その際決定的な役割を担ったの

が精神病院という施設であった 近代の精神医学は？最初からある特殊な環境と不可分な形で出現したわけである

そして後に 1960年代から始まることになる精神医療改革運動は，この点と深く関わっていた

第3：章では，公立精神病院の廃絶を目指す運動を主導したフランコ バザーリアの思想、やその運動が生まれた社

会的背景について論じている バザーリアは！実存が常に身体という形をとって状況づけられているという地点か

ら思索を深めてきた精神科医であり 主体と客体を分離する認識の暴力こそ最終的に精神病院という「暴力の施設J
を具体化するということを明らかにしようとした 「実践的現象学」と呼ばれるべきバザーリアの思想は，相互行為

空間を規定している制度の次元を明るみに出し，所与の「現実jとして現れている諸制度をずらし組み換えるこ
とで新たな相互行為空間を開いていこうとするものだった これがバザーリアの思想の鍵となる「脱制度化」であ

る この脱制度化が伴ってはじめて，単なる脱病院化にとどまらない脱施設化が生じる それゆえ脱制度化の実践
は，たとえ精神病院が廃止され地域精神保健サービスに移行したとしても終わらない

第4章では，地域精神保健サービスにおける参与観察やインタビューをもとにτ 多くの事例が提示され議論が進
む 現在の地域精神保健サービスにおいても，財政的・人員的な不足や若い仕上代の看護師の専門主義など，新たな

施設イじを生み出す要因は様々な形で出現してきており，脱病院化が達せられた現在も別の形での脱市IH変化が問われ

ていることが明らかとなる これは，施設ニ制度を問題化したイタリアの精神医療改革が，精神医療を普通の医療

と同じにするという意味での精神医療のノーマライゼーションとは似て非なるものなのである 精神医学の知の制

度とセットになった精神病院という施設を「否定」し，それとは別の新たな場所を開いていくことは，単に病院の

中で行われていた医療を病院の外の地域で行うというのとは異なる。それは，病院を廃止しようとするだけでなく，

「所与」として立ち現れている「病気」そのものに焦点を当て それを客体として治療しようとするのではなく，病

気を括弧に入れそれぞれの人の持つ生きる力に注目する試みである 地域精神保健サービスで働くスタッフの視点

から考えると，こうした動きはそれぞれの利用者の生きる過程に寄り添いながら 7 参照点、となって彼らの店l聞に新

たな「地域」を創出しようとする実践となる．イタリア語の「地域jでは，それぞれの人が様々な問題を抱えなが

らも 1 生活環境に必要な資源を探索利用し，各々独自のやり方を編み出しながら自身の環境（地域）を創出して
世界と折り合いをつけていく。本論文では1 こうした過程を「生態学的転回」と呼んでいる

第5章では，地域精神保健サービスの利用者（患者）が生活しているカーサ ファミリア（グループホーム）の

参与観察やインタビューをもとに7 彼らが他者とともに生きる姿や働く姿を考察している インタビューは主とし

て詳細なライフ ストーリーからなる 一方に堅固な制度があり τ 他方に生きられた経験を生きる個人がいるとい

う図式を批判し制度が絶えざる制度化と脱制度化の過程としてあること，同時に？制度は身体を部品として作動

し身体もまた制度を身につけることで行為しうることを明らかにしている

第6章では，演劇実昼食宗というプロジェクトが論じられている これは，演者（患者）のセラピーのために企画

されたのではなく，それとは関係なく専門の劇団を作ることを目指して始められた ここでは，申請者自身がこの

実験室への参加を許され！種々の身体とレーニングを積み重ねた経験に基づいて，行為する身体と制度化の相互関

係について論じている
終章では，これまでの議論をまとめ，地域精神保健サービスの限界について触れ，人間と環境との関係を「過程j

という視点から論じることの意義を述べている
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調査委員

博士学位一覧

人博第 618号 氏名土田陽子

平成 25年3月25日

共生人間学専攻小山静子

公立名円高等女学校にみるジ、エンダ←秩序と階層構造

県立和歌山高等女学校の事例から

〔主査〕小山静子〔副査〕岡田敬司，稲垣恭子

本山；j立：は，都市化と産業化が本格的に進展していく大正期から昭和戦前期に焦点をあて，主に和歌山県立和歌山

尚等々 、午1交（以下，手口高女という）を取りあげながら，高等女学校におけるジェンダー秩序の形成とそこにみられ

る防総構造を考察したものである

ずお l章「和歌山市の近代都市化と女学校利用層の変容過程」において 7 和歌山県における高等女学校の拡大

jiil'J殺が概観された後，和高女利用層の特徴とその変化が，生徒個票データに基づきながら解明されている それに

よれば和高女には和歌山市南部の旧武家地跡に住む士族や近代的職業層の娘が多く通っており，その背景には，

市ih電車の開通による！日武家地跡の郊外住宅地化と文教地区化という町の構造変化があったという

ついで第2主主「新聞メディアにみる学校イメージ」では，『大阪朝日新聞 和歌山版』を分析素材としながら，和

歌山市内に存在していた 3校の高等女学校と中学校との学校イメージが描き出され，高等女学校閲の差異化序列

化の構造が明らかにされている ヰ！学校に関する新聞記事はスポーツ記事が中心であったが，高等女学校に関する

新聞記事は，高等女学校のめざすべき方向性やその教育方法など多岐にわたっており？国家や社会が期待する女学

生像が提示されていったまた新聞で取り上げられる各高t;¥c:-9：学校の記事数や内容には違いがあり P それらを通し

て人々は各高等女うt校が置かれている社会的な佐世関係も匁lることとなヮた これらの新聞記事から明らかになる

和市女の学校イメ ジの特徴は， Jが史の古さと以内川トーの 5斗二府lj両省：次学7交という優位性のみならず，中央との関

係似ての強さや学力の高さ，質実剛健なさj＇.校文化ヲ T1¥ii＇下主；ヤ：文化との親和性に示された階層性の高さなどであった

よれらの要因が，！ロ＼＇； 1＞女学校聞の序列のトップにあったTlli1':i女の威信を支えていたことが指摘されている

主＇.i3章「学校文化と生徒文化の特徴と構造｜では 生徒の出身階j爵と深い関係がみられる「出身小学校」による

千IJ出火生のグルーピングを行い，質問紙調査とインタピ、ユー調査の分析を過して，利高女の学校文化の形成過程と

：何十時，及び学校文化とその f杭文化にあたる生徒文化との関係性が明らかにされている その結果，和高女の生徒

主長川の中で主流派ともいえるグループを形成していたのは，業績主義的な価値規範と文化的正統性をもっ西洋芸術

文化との親和性が高い，新中間層家庭の多い小学校出身者たちであったという

第4章「模範生徒にみるジェンダ一規範の特徴」においてはF 和高女と和歌山中学校の正級長.fillj級長に対する

生徒評価に着目することで いかなる生徒が学校側lから模範生徒とみなされていたのかが考祭されている 具体的

には，両校の正級長・副級長の「成績簿jに記載されている，「出身階層」「学業成績」「体格評価」「人物評価」を

分析し高等女学校と中学校におけるジェンダ一規範の共通点と差異が検討されている それによれば，「学業成

績Jに関していえば，男女の正級長・副級長のほとんどが成績順位上位者で占められており，男女ともに変わりが

なかった しかし「出身階層jでは，女子の場合は近代的職業層や富裕層から多く輩出されているなど7 家庭の文

化的要国の影響が大きかったのに対して，男子の場合はそのような傾向はなかった また「人物評価Jに関してい

えば，男女ともに，活動性や快活さ，勤勉さや責任感など，男性的ともいえる要素がプラスの評価に，控え目，従

Ill！！，内気などの女性的な要素はマイナス評価につながうていた しかし他方で，男子には組織への忠実さや人より

も優れた点をもっていることが7 女子には周囲への気配りや愛嬬など人間関係を円滑にする資質が期待されており，

立派な体格は男子にのみ求められるなど，男女による相違も存在していた つまり名門高等女学校の世界は，男子

とも共通する能力主義・業績主義的な規範仁親密で良好な家族関係を重視する近代家族の運営に適合的なジェン

ク、一規範という，矛盾を苧む複雑な評価基準によって構成されていたことになる

第5章「あるべき卒業生像Jでは，「同窓会誌」と新聞メディアを使いながら，和高女とその同窓会組織が望む卒

業後のあり方や和高女卒業生に対してl古jけられる社会のまなざしが検討されている その結果，古くさい因習にと

らわれた生活から脱却して，近代国家を支えるにふさわしい最新知識と国家意識をもった中流以上の家庭の主婦に

なること！そのための研鐙や修養を積むこと，他者のために献身的に尽くし，社会的に意義ある奉仕活動を行うこ

とが期待されていたことが明らかになったという

最後に終章「公立名門高等女学校という存在とジェンダー秩序」において本論文のまとめが行われている すな

わち？第一に近代的なジェンダー秩序は，基本的には政府の方針に従いながら，決してヒからの押しつけだけでな

く，学校現場とメディアの双方向的な関わりあいの中で形成され，人々に共有されていったこと，第こには，各高

等女学校が示す女学生像には，学校問の序列と生徒の社会階層に対応する差異が存在しており？近代日本の中等教

育機関は，男女をそれぞれの性別にふさわしい存在として教育していただけでなく，女学生同士を差異化－序列イじ

する社会装置でもあったことが指摘されている
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調査委員

人博第 619号

平成 25年 3月 25日

共生人間学専攻東郷雄二

フランス諾の直説法現在形の意味論 様々な意味を生み出

す解釈のメカニズム

〔主査〕東郷雄二〔副査〕山梨正明，河崎 靖
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学位授与の日付

専攻・指導教宮名
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論文要旨

本論文はフランス語の時制研究で7 特に直説法現在形を扱ったものである 直説法現在形は形態的には単純であ

りながらが！発話現在 Tiens,ii vient.「ほら，彼が来る」，近過去 J巴revi巴nsde vacances.「私は休暇から戻ったところ

だ」？近未来 Jerevi巴nsdansむoisjours.「私は三日後に戻るJ，無時間的真理L’eaug己leit z己rodegre.「水は零度で凍るj

など，さまざまな意味を表す 本論文はこれらの用法を統一的に説明する原理を考究している

第 l章では先行研究を批判的に検討し 本論文の仮説を述べている 先行研究には現在形は発話現在を表すと

いう現在時説，話し手が視点を置く時点と同時の事態を表すとする同時性説，形態自体には時間性がないとする手｜三

時間性説がある ところがこれらの説はいずれも説明できない現象があるという問題点を字んでいる 本論文では

非時間性説に立脚し，現在形は出来事の成立を表すが，その出来事は特定の時点に定位されず，意味解釈にあたっ

て参照される解釈領域によって時間軸上に定位されるという仮説を提案し非時間性説の難点を克服しようとして

いる

第 2章では過去の出来事を表す現在形の用J去を考察している 従来から現在形は近過去の出来事を表すことがで

きるが. hi巴r「Rio日」のような時間副詞と共起しないことが知られている また時間副詞を前置すると容認度が上が

るが，文ひとつではやや座りが悪い 本章ではこのような事実を説明するために，解釈領域という概念を導入する

解釈領域とは？文の意味解釈にあたって参照される限定された時空間のことである すべての文はある解釈領域と

相対的に意味解釈される．また解釈領域には 2種類あるとする 特定の時空間を表す t領域仁時空間的限定のな

い非t領域である t領域で解釈される出来事：は，局所的な時空間に生起し知覚の及ぶ限定された時空間内で把握

可能なものである 一方，非 t領域を参照する出来事は，特定の時空間を超えるもので，本論文では知識情報を表

す抽象的な場とされている Paul furn巴がt領域で解釈されれば「ポールは今煙草を吸っている」が得られ，非t領

域で解釈されれば「ポールはスモーカーだ」という意味になる * II vi巴nthier. 「彼は昨日来る」（＊印は~I＂文を表

す）が容認されないのは，過去の出来事読みされるためには過去時点でt領域を限定する知覚主体が必要になるが，

直示表現である hierは話し手が発話現在に視点を置く必要があり，このふたつの要請が矛盾するためだと説明され

る また bierを前置すると容認度が向一二するのは，それによって大きな談話主題が設定され，そのもとで後続する

現在形の文が非t領域を参照する知識表現となるからだと説明される

第 3主主はスポーツ中継などで用いられる中継の現在形を扱っている 中継の現在形は形態的には未完了でありな

がら意味的には完了を表しまた guand「～の時」などの接続詞と共起しないという特異性を示す 本章では，中継

の現在形では t領域が出来事ひとつ分にまで狭められており，話し手は発話現在において限前に生起する出来事を

知覚情報として述べているとする 現在形自体は非時間的なものであるが？解釈時に参照される t領域が現実の時

間と類像的に結びつけられることによって時聞が進行し，その結果，現在形が完了的に解釈される。小説などにお

ける語りの現在形は基本的に中継の現在形と同じメカニスムに基づいており，同じように完了的に解釈される．こ

れに対して歴史的現在や粗筋の現在形は非t領域で解釈される知識情報であり，語りの現在形とは本質的に異なる

ものだとしている

第4章は未来を表す現在形を扱っている 先行研究ではこの用法は確定的な近未来を表すとされることが多いが，

本主主ではまずこの用法は非t領域で解釈される知識情報を表すとしたうえで，知識情報を 2種類に分類している

特定の主体（多くの場合話し手）の判断を表す情報と，共有された情報である 未来を表す現在形においては，大

テーマとしての未来が文脈的に設定され，それが非t領域を構成し現在形は共有された知識情報を表すとする

こう考えることによって， souvent「しばしばJやm jour「いつか」のような意味的に不確定な時間副詞が未来を表

す現在形と共起できないことを説明できる また過去を表す現在形とは異なり，未来を表す現在形は IIvi巴ntdemain 

「彼は明日来る」のように未来時点を示す時間副詞と共起する しかし未来という大テーマが文脈的に設定された環

境において知識情報を表すこの用法では，副詞 demain「明日」は本来の直示的価値を失っていると考えられる

最後に結論で本論文の主張するところをまとめて，その言語学における意義と残された課題を述べている



170 

論文要旨

学 i立記番号
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博士学位一覧

っち ゃ ともゆき

人I専第 620号 氏名土屋智行

平成 25年3月 25日

共生人間学専攻山梨正明

定型表現を基盤とした言語の創造性 慣用表現とことわざ

の拡張用法に関する社会・認知的考察

〔主査〕山梨正明〔副査〕斎藤治之，谷口一美

本論文は，認知言語学の枠組みに基づき，日常言語の定型表現の創造性のメカニズムの解明を試みた実証的研究

である 全体は， 7章から成る

第一章では，本研究で考察する定型表現に関わる言語現象の分析の基本的な枠組みとなる認知言語学の基本概念

と迎論的な構成を概説している

第二章では，これまでの伝統的な定型表現の分析を概観している さらに本章では 伝統的な定型表現の分析方

法化批判的に7食討し認知言語学の枠組みに基づく新たな定型表現の分析法を提示し 次章以下で具体的に分析さ

れ，いi：：＇型表現の理論的な展望を明らかにしている 従来の伝統的な言語学の研究では 定型表現に関わる言語現象

it' 規則的に予測可能な言語現象に対し周辺的な言語現象としての位置づけが与えられている これに対し本章で

付。刈則的に予測が可能とされる言語表現と定型的な言語表現の判断は，問題の言語表現の慣用化の程度に依存し，

一凡したところ規則的とされる言語表現とd慣用的な言語表現の聞には グレイデイエンスが存在する点を明らかに

している 本章では，このグレイデイエンス的な言詰現象の慣用性を一般的に規定するために，認知言語学のサブ

ヂデルのーっとして提唱されている用法基盤モデル（UsageBased Model）の有効性を明らかにしている

長L.'.'_1'j;ーではτ 定型表現の中でも身体部位に関わる慣用表現を｝Ji{り＿［：げ！川、ートゐの用法基盤モデルの｛fr＇組みに基づき，

Lニの伶の慣用表現の意、味的な拡張の方向性を分析し 身体制；仙の＇［ j;¥1'(cjl(ミ：fJ1,iこ土、jする修飾要素の付加や代入の統語テ

:/, トにより，問題の言語表現の慣月Jtt：の程度を明らかにしている さらに本f;tごは，慣用表現ごとに容認される修

飾袋詰号の分布を綿密に観察することにより， 日常言語の修苦手性の－[ffrを反映す之j佐古川表現の意味拡張の方向性を分

析している そのネ吉井七償問衣Jltに月］しミられる身体部位の意味拡張には，継起関係に基づく拡張，身体部位の空間

的隣接関係に基づく拡張，身体部f立の機能に関わるメタファー的なtJL5.長という 3つの方向性が存在し，それぞれの

方向性に認知的な動機づけが存在する点を明らかにしている また本章では，文脈に依存する慣用表現を体系的に

分析し，一見したところ文脈から独立して固定しているように見える慣用表現の意味を創発させる能力として，文

脈に応じて柔軟に変化させる言語主体の創造的な認知能力が存在することを明らかにしている さらに本章では，

tJ，ヒの考察を通して，定型表現の意味構造が静的なものではなく，言語使用者の修辞的な意図によって創造的に変

化する日常言語の柔軟性を明らかにしている

第四章では，定型表現の下位カテゴリーの形態論的特徴の整理と分析を通して，定型表現の形式的－意味的関連

性を綿密に分析し定型表現が個々に独立して存在するのではなく，他の表現のネットワーク的知識によって支え

られている事実を明らかにしている。また本章では，個人による定型表現の拡張用法は，このネットワーク的な知

識に基づく構文的特徴を継承すると同時に，この定型表現の拡張用法の継続的な発話の慣習化を通して，定型表現

の知識体系のネットワークをダイナミックに更新していく事実を明らかにしている

第五章では 複数の定型表現を取りあげ，その創造的な拡張のバリエーションとこの種の拡張により保持さる定

出表現のパターンについて分析を試みている 本章では，この分析を通して，定型表現の創造的な拡張による談話

的な機能を考察している 定型表現は，音韻的・意味的なレベルでの転移によって創造的な使用が可能となる 本

章の分析では，分析対象とする定型表現の主要なタイプに対して空所化の操作を適用し，そのパターンに関しコー

パスに恭づく収集・分析を行っている その分析の結果，各主要な定型表現の拡張を行う際の元表現の構成要素に

関し一定の傾向が見られる点を指摘している 本章では，この拡張は，元となる定型表現を喚起しやすい構成要素

の配列に基づいてなされる事実を明らかにしている より具体的に言うならば，基本的に定型表現の拡張は，問題

の構成要素の配列による元表現の喚起のベクトルと 一部の構成要素の書き換えの操作に基づく文脈への適応のベ

クトルの均衡に基づいてなされる事実を明らかにしている

第六章は，第三章から第五章までの分析と考察を踏まえて，定型表現を使用する言語共同体の慣習に関する知識

と個人における定型表現の使用に関する知識の相互関係の考察を試みている 本章では？定型表現の拡張用法から

見た個人の言語的知識と社会的な慣習としての知識の連関に関し以下の諸点を明らかにしている 第ーに，定型表
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現は，社会的に慣習化された言語表現として固定して使用されているのではなく，状況に応じて，音韻構造と意味

構造の動的な変更が行われる 第二に，そのような知識を有する個人間のコミュニケーションは，個人の持つ慣習

的な知識の動的な変化だけでなく，社会的な言語知識の維持と変化－更新をうながす 本章では，個人間で行われ

る定型表現の拡張用法を分析しているが，この分析は，個人の持つ知識と社会的な言語知識の動的な相互作用を言

語使用の観点からマクロ的に明らかにしている 本章では，さらにJ.,j、上の考察に基づき，定型表現の拡張用法は，

慣習的な言語の固定的な意味の伝達から創造的な意味の伝達の一面を示す言語使用である点を指摘している

最後に第七章では？これまでの分析と考察を踏まえて，日常言語の定型表現の研究の今後の方向性と将来に残さ

れた課題を考察している まず，展望としては，本論文で、試みた定型表現の拡張用法の言語パターンの抽出の手法

が，認知言語学の構文文法の研究における構文パターンの認定と意味記述に貢献する点を指摘している また，本

論文の定型表現の拡張用法の分析が，第一言語習得と第二言語習得における慣用句の理解と創造的な使用のプロセ

スの解明の碁礎研究になる点を指摘している。最後に 3 今後のさらなる研究の方向として定型表現の使用におけ

る歴史的変化（ないしは通時的な変化）の解明，定型表現の使用頻度とその拡張用法の使用頻度の差異の分析，定

型表現とこれに対応するパラフレーズ表現の発話意図の相違の解明が課題として残される点を指摘している．
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共生人間学専攻山梨正明

相互行為の中の文法

氏名横森大輔

一一日本語会話における副詞節構文の創発と秩序

調査委員 〔主査〕山梨正明〔副査〕東郷雄二，谷口一美

イ，：，；古川は，会話分析と相互行為言語学の観点から，日常言語の文法的知識が， 日常会話の話し手と聞き手の相互

行為において，どのような役割を担っているかを考察する実証的研究である 具体的には？日本語の副詞節（特に

カラJfr5I：ケド節）の文法的・語用論的な現象を，実際の会話データに基づいて分析している 本論文の主目的は，

次の二点にある 第一の目的は，日本語の副詞節構文が，会話の中でどのような秩序の下で使用されているかを記

述する点にある 第二は，一見すると無秩序に見える日常会話の創発的な振る舞いの中に1 文法的知識に基づく秩

序が見出せることを示す点にある。そして第三は，人聞が，文法（すなわち特定の言語形式に関する慣習的知識）

を利用して，様々な相互行為のための課題に対処してく方略を明らかにする点にある 全体は 7章から成る

第 1章では，まず本研究が志向する問題として，自然言語には精綴な文法体系が備わっている一方で，それが実

際に使用される中では規範的な文法からの逸脱とみなされる現象が数多く観察されるという点を明らかにしている

また研究の背長として， I相互行為と文法」のアプローチの発展の学説史的な経緯とその意義を述べ，言語研究全体

における本問先のやfr)iせりを小している さらに本章では，本研究の分析刻匁となる具体的な言語現象として，副

H制 11という文法カテゴリーの特徴づけを行ったとで，日本語における削fiiD節の諸構文の基本的な特徴を概観してい

J円 l

:;n; 2章では，「相五行為の1J-1の文法jをj足えるために必吸なτ 会話分析－談話機能言語学 相互行為言語学の研究

·e ＇，，~＼＇積されている珂論「I~ Hil~di命的な知見を導入している !!Cl'に本学では， ｛i；見i)f!'l0な言語学のアプローチから相互

行為論的な言商学のアプローチに転換するために， 6つの…中安な視点を導入している 第一に，言諾を「話し手の認、

)JIの反映Jではなく「社会的資源としてのディスプレイjとして見なす 第二に，言語使用は「情報に関する秩序」

によってではなく！「行為に関する秩序jによって動機づけられているものとして捉える 第三に，言語分析のス

コープを，「単文」ではなく複数の発話の有機的つながりである「連鎖」とする 第四に，言語使用とその分析の基

本ユニツトを「文Jではなく「ターン」とする 第五に，「第三者的事後的・モノ的」な視座からではなく，「当

事者的 実時間的－プロセス的」な視座から言語を捉える 第六に！「作例データ」ではなく「実データ」を用いて

研究を行う 本章では，以上の相互行為論的な言語研究へのアプローチの諸点を明らかにしている

第3章では，カラ節の（前置構文〉の分析を行っている 具体的には 一般に類義表現とされるカラとノデが関

わる副詞構文の比較分析に基づいて，言語表現（特に接続表現）を，〈話し手の認知の純粋な反映〉ではなく，（相

互行為Jこの目的のための「話し手の認知のディスプレイJ）として捉え直す分析の枠組みを提案している さらに本

章では！会話コーパスにおける両者の相互行為的作用の比較に基づき，カラが特定の判断材料（カラ節）から，結

論（主j'ijj）を導き，ノデが「本題（主節）を理解するために 7 背景事情（ノデ節）を知識領域に登録する認知の

ディスプレイをオ子っている点を明らかにしている

Ni 4 r：告では，ケド節の前置構文の分析を行っている。日本語の接続助詞ケドは，一般的には逆接の関係を表す

マ』カーと見なされている しかし実際のケドの朋法は非常に多岐にわたっており，逆接という概念だけで単純

に捉えられるものではない 従来の研究では，例えばケドの用法として，「対比」「逆接」「譲歩」「前置き」という 4

つの用法を挙げている しかしこの種の用法はケドι外の言語形式によっても実現する働きであり，ケドを用い

て「対比」「逆接」「譲歩」「前置きJを行う要因については，当該の文の周囲の文脈の特徴を考慮しなければならな

い 本章では，自然な会話データで観察されるグローパルな文脈を射程に含めることで，「ケドによる対比・逆接

譲歩・前置きは，どのような時に，何のために，行われるのか」という問題を考察した．具体的には，先行研究に

おいて「対比J「逆接」「譲歩」「前置き」と呼ばれていたケド節の各用法は，それぞ、れ「スタンスを精綴化するj

「想定外の出来事として定式化する」「協調的行為から非協調的行為に進む」「新しい活動の開始を準備するjといっ

た相互行為上の働きとしてより具体的な定式化が可能である点を明らかにしている そして，ケドによる対比 逆

接・譲歩前置きが，いかに言語使用の文脈における要請と緊密に結びついているかを明らかにしている また？

ケドには多様な用法があるが，ケドは「その節は 現在進行中の相互行為の中で，対比的背景情報である」という
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点をマークしており，そのマーキングが，個々の文脈において様々な相互行為上の働きをするために利用され，秩

序立った形で現解することができる点を明らかにしている

第5章は！カラ節とケド節の後置構文の分析を試みている 日本語の話し言葉において，しばしば副詞節が主節

に後置することが知られしているが，その積極的な動機づけについては卜分に研究されていない 本章では，局所的

なやりとりにおいて参与者が直面する相互行為上の課題の観点から，副詞節の後置を動機づける要因を考察してい

る その結果，まず，カラ節の放置は，会話の展開において？主節と先行文脈との緊密な関係性を保つための処置

である点が明らかになった。これに対しケド節の後置は，会話の相手からポジテイブな反応、が得られないことへ

の対処である点が明らかになった また？聞き手の反応行動を定量的に分析した結果，ケド節の荷量構文と後置構

文が生起した場合3 ケド節の前置構文に対して聞き手はポジテイブな反応を示しているのに対し，主節の聞き手の

反応がネガテイブであった場合にケド節が追加的に産出されているのがケド節の後置構文である，という傾向が明

らカミにされた

第6章では，カラ節とケド節の単独構文（冨lj詞節単独発話）について分析している 日本語の話し言葉において

は，カラ節やケド節といった副詞節が 主節を伴わずに単独で発話を構成する現象がしばしば観察される 従来の

研究では，カラ節やケド節の単独発話が有する特徴的な語用論的効果に着目しその記述を行っている 本章では，

先行研究の記述をさらに深めるため，「単文」ではなく，複数の発話悶の「連鎖」というより広いスコープにおいて，

この構文の使用の秩序を考察している 本章の考察では，特に次の点が明らかになった カラ節やケド節の単独発

話は，カラやケドが本来の接続助詞としての用法から全く別の終助詞として文法化したのではなく，接続助詞とし

てカラやケドが本来備えている性質が日常会話における相互行為の文脈で利用された結果7 創発した構文であると

いう点カf明らかになった

以上の研究を背景に，第 7章では，理論実証の双方の観点からみた本研究の意義と今後の展望について論じて

いる
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調 査 牙予ミてと 員 〔主査〕高妻洋成（奈良文化財研究所） 〔副査〕小津 2会＂九又

（奈良文化財研究所），上原真人

専 F9 ヲて民ドと 員 肥塚隆保

論文芸書旨

本論文は，ユーラシア大陸に広く分布するガラス製品のうち，弥生～古墳時代の日本列島で流通したアルカリ珪

酸塩ガラス小玉を対象として，製作技術に関する復元的研究と材料科学的な観点から複合的に考察することにより，

生産地や交易ルート，さらには製作技術の伝播や文化交流の歴史を明らかにすることを目的としたものである

第 l章では，ガラスは古代社会に共通する遺物であり，ガラス小玉の研究を通して交易や技術の伝播を解明する

ことが可能となるというガラス研究の意義が述べられている．さらに，古代ガラスに関する国内外の研究史を整理

するとともに，日本におけるアルカリ珪酸塩ガラス研究の現状と問題点を指摘している 日本列島で出土するガラ

ス製遺物については，これまでにも考古学的研究や分析化学的研究によってデータが蓄積されてきたが，両者は個

別におこなわれることが多く，総合的な評価が不十分であることが示されている さらに，製作技法を検討するこ

となくガラス小玉の化学組成を議論することの危険性についても論じられている

第2主主では，本研究で実施された観察と分析調査に関する方法論とその解釈について述べている すなわちτ 研

究対象が文化財であるため，破壊分析が許されないという特殊性に起因する問題であり，資料の風化による化学組

成の変化と非破壊測定における測定値の解釈を論じている さらに，複数の調査法を併用した実験を通じて，非破

壊法でも化学組成に基づくガラスの分類が可能であることそ示した

第 3主主では，弥生～古墳時代の遺跡から出土した約 6000点、におよぶアルカリ珪酸j益ガラス小玉について，観察的

手法から製作技法を推定し，分析化常的手法により悲従ガラスおよび治色斉ljの分類的検討をおこなっている

製作技法の復元的都合－－c:は，弥生～ 11）墳時代に流通したガラス小二lの主な製作技法である「引き伸ばし法Jを，

ガラス小玉の腐食形態を観察することにより大きく 2種類に分鎖した,r>.r:は，従来とは大きく呉なる視点である

基礎ガラス成分から，弥生～古噴II古代に流通し／二ソーダ石灰ガラスには 融斉ljとして天然に産する「ナトロンJ
と呼ばれる蒸発塩類を利用したものと椀物灰を利用したものの 2種類が流通していたことを明らかにした またヲ

これまで着色剤が異なるだけで碁礎ガラスの化学組成には大差ないと考えられてきたカリガラスを 2種類に大別し，

それぞれ異なる生産地が想定できることを示唆している．

さらに？製作技法，基礎ガラスおよび着色剤の対応関係について明らかにしこれら三者は強いつながりを有す
ることを明らカ、にした

第4章では，弥生～古墳時代に流通したアルカリ珪酸塩ガラスについて，基礎カヲスの種類ごとに流通時期の変

遷モデルを提示し日本列島に流入したアルカリ珪酸塩ガラスは，その種類が極めて頻繁に入れ替わっていくこと

を明らかにしている．

また，ガラス小玉の製作技法および化学組成から 弥生～古墳時代の日本列島に流入したアルカリ珪酸塩ガラス

の生産地を推定している まず アルカリ珪酸塩ガラスの生産センターが存在した地中海周辺地域や西アジアの事

例との詳細な比較検討により，これまで具体的な生産地が不明で、あった日本出土の「西のガラス」には，ローマ帝

l主lやその影響下にあった地中海周辺地域で生産された「ナトロンガラス」と，ササン朝ペルシアやその周辺地域で

件＇.Jfiえされた「植物灰ガラス」に相当するものの両方が存在したことを明らかにしている また， 2種類に分類したカ

リガラスについても？生産地と推定されている南～東南アジアの分析例と比較することにより，それぞれインドと

ベトナム北部～中国南部で生産された可能性を示唆している

さらに，弥生～古墳時代の日本列島におけるアルカリ珪酸塩ガラス小玉の出土状況から，当該時期の交易ル←ト

について考察している 日本列島で、出土するガラス小玉はP その初現期（弥生時代前期末）から古墳時代中期前半

までは，東南アジアから遠くは地中海周辺地域で生産された製品が海路（海のシルクロード）で流入するという

ルートが中心であったが，古墳時代中期後半以降，ササン朝ペルシアやその周辺地域で生産されたガラス小玉が

ユーラシア大陸の中央部（陵のシルクロード）を通って大量に流入するという？古代の交易史上重要な変化が明ら

かにされた

最終の第 5章では，弥生～古墳時代の日本列島に流入したガラス小玉の生産地や交易ルート，およびその変遷に

ついて総論的にまとめられている さらに 製作技法や色調など可視的な特徴と基礎ガラスの化学組成や着色斉ljと

の対応関係が判明したことで，日本列島だけでなく近隣諸国で出土するガ、ラス小玉のバリエーションや変遷，ある

いは地域性などを把握する際の指標となりうるという今後の展望を提示している

以上のように，本論文は日本列島で、出土するガラス小玉の製作技術および材料科学的分析を通じて，ユーラシア

大陸の東西を結ぶ古代の交易史の一端を明らかにした
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本論文は，現代日本の教育現場とりわけ教室における人間形成教育・学習の行き詰まり状況の打開を，ヴイゴツ

キーおよびポストヴイゴツキアンと呼ばれる諸家の理論を統一的に理解するなかで！図っていこうとするものであ

る。なお，この作業は，著者自身の北中学 2年A組への参与観察と並行して行われ，そこでの筋ジストロフィーを

患う三木君をめぐっての生徒たちと先生たちの絡みのエピソード群の絞密な解釈によってより説得力のあるものに

なっている

第一章は「思春期における人格発達Jと題され？研究対象が明示される ヴィゴツキーとその後継者たちの初期

の理論としての年齢発達段階論仁正統的周辺参加論によって，教室における思春期の生徒の人格発達の理論的把

握が試みられる

ここで最大の問題となるのが，あとの章でテキスト空間と呼ばれる教師主導の教室規範が強固すぎる状況である

生徒はこの規範によって，人格発達の筋道はかくあるべしを決定されてしまい，それとの葛藤に陥った場合の問題

が残ってしまう。ホッジスにならって，著者は参加／非一参加の問題としてこれを捉え，三木君の「自分の意思を声

に出すことJをめぐるエピソード群の解釈として事例 lを示している

第二章は「思春期における人格発達の過程Jと題され，第一章で示された初期理論の限界突破が模索され，ヴイ

ゴツキーの心現システム論が段階論に変わるものとして提示される 「崩れと振動」の局面から人格に迫る立場とヲ

「統合」の局面から人格に迫る立場とが対比され，両者が相補的に交代しながら人格発達が実現されるとされる 小

説『包帯クラブ』が事例として解説される （分かる／分からない！に）自りることと（受容する／受容しない，に）

包むこととの緊張をはらんだ交代交差である

第三章は「人格発達の物語論的接近Jである 物語化することは個人の経験の独自性を公的に理解可能にする試

みである それは流通しているストーリー構造に束縛されると問時に内的葛藤－矛盾を解決することであるが7 そ

もそもの個人的経験の主観的独自性（いまだ物語化されていない経験）を見えなくしてしまうことでもある 本章

では教室における物語枇界がテキスト空間となって硬化し個人を疎外するに至る過程が示される

第四主主は「教室におけるシニシズムの問題」を扱う 教師主導の教室規範が上記のテキスト空間となって個人の

反撃を封じてしまうと，｛去に残るのは白己主張せずにテキストによる自己規定を進んで受容するシニシズムの態度

である 「お葬式ご、っこ」で白死を選んだ鹿川君の態度の！別役実による分析が参照される 端的にいえば， f図的自

律の敗北である

第五章は「心的体験の導入」と題され？ヴイゴツキー後期の情動理論に依拠しながら 上記のシニシズムの乗り

越えが「心的体験jによって可能になるとする 理性的規範命令である「自分の意思を声に出して分かるようにせ

よ」に圧殺されかけていた三木君の思いを，〈なんとなく分かる）という矛盾律を超えた受容の態度で包みこむこと，

これが情動的思考としての「心的体験Jの本分である

第六章「人格発達の最近接領域Jは ヴイゴツキーの「発達の最近接領域論」の人格発達論への応用であり，再

解釈である 人格発達が公的規範と個人的思いとの矛盾とともに進行するものであり 「われわれの思い」としての

心的体験で、解決の第一歩を見る，というのはわかりよい構図だが，ここではさらに「ダイアロジズムの態度Jが提

起される バフチンに発するこの概念は，教室における人格発達の問題にも有効で、ある 教室のテキスト空間の規

範命令と個々の生徒の思いの関係を 適応の諸形式としてのリゴリズム シニシズム ナルシシズムと捉えてきた

のだが，最後に単なる適応にとどまらないテキスト空間の改編までももたらしうるものとして 3 ダイアロジズムが

ある これは（分からなさ〉を許容しうる教室規範を教師と生徒たちが共有することで実現に至るのである
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つλ ！まら しんたろう

人博第 624号 氏名上原信太郎

平成 25年3月25日

共生人間学専攻石原昭彦

運動学習の停滞に対する体性感覚刺激効果の解明

〔主査〕石原 昭彦〔副査〕森谷敏夫神崎素樹7

内藤栄一

私たち人聞は，スポーツ動作のように全身を使用したダイナミックな運動から，楽器演奏のように指先の細かな制
御が強く求められる巧級運動まで＼様々な運動技読を習得することができる さらに，その遂動を繰り返し実行する
ことで運動パフォーマンスをこれまで以上にヒ達させることができる優れた学習能力を有している ところが，運動

を繰り返し行っていると次第に運動技能の向上率は減衰し単純な運動練習の繰り返しでは変化が得られない状態に
歪ふことをしばしば経験する本学位申請論文では，このような運動技能学習の停滞に対して悩内運動領野の神経活

動世作飾できる体性感覚刺激の介入効果を検証しさらに，その行動変化の背景にある神経機序の解明を試みた
約 1本では，本学｛立申請論文の背景と目的について述べている 運動学習の停滞はヒ述したようなスボ←ツや音

、町内内どいヮた特殊な運動に留まらず，私たちが日常的に行う生活動作の再習得を目指したリハビリテーションの

陥ば湯川lでもしばしば観察される． したがって，運動学習の停滞は健常者や疾病患者という分類によらず，私たち

があらゆる運動を習得する際に生じ得る広く一般的な行動現象といえる。ところが，学習の停滞状態から脱却］でき

ゐ効則的な手段は確立されておらず様々な練習方法を取り入れるなど試行錯誤しながら停滞状態からの脱出を
｜叱｜つどいJるのが現状である 一方，近年になって運動学習に関する脳内神経機序が明らかにされると同時に，外部

'l！リ微による介入によって類似した神経活動の変化を引き起こすことで 運動行動に変化を引き起こそうとする介入

手法（神絞修飾法）が確立されてきている 本学位申請論文では？神経修飾法の中でも最も簡便，かっ安全な体性

感覚刺激！）；に策目し，体性感覚刺激が学習の停滞状態にある注動技能に対してどのような効果を及ぼすのか検証す

ることを目的とした
的2宇では，右手掌j二で 2つの球をでき之〉だけ早く回転させる内総(I守必運動技能課題の運動パフォーマンスが停

滞状態に主った健常な参加者に対して，電気中lj激による母＝Wr球部への体性感覚刺激を運動開始前に 90秒間施行し，

その介入効果を枚証した その結果 直前に体性感覚刺激を施した課題試行で、は，手指の過剰な運動成分が抑制

（手指運動変位量の減少）された効本的な運動制御が可能になり，それまでは課題試行を繰り返しでも顕著な変化の
みられなかった手指の運動阿波数が即時的に同 l二する運動パフォーマンスへの効果が得られた 刺激による手指運

動変位量の減少は！球の問恥；数を一定頻度に規定した運動課題でも同様に権認でき，体性感覚刺激介入には運動制
御の効率化を導く効果があることが強く示唆された 次に，刺激介入を日々繰り返すことで生じると考えられる長

期的な運動パフォーマンスの変化を検証した 第 1週日の 5日間は特別な介入は施さず，参加者には上記した運動
課題を日ふ繰り返し実行してもらった 第2週日の 5日間は運動課題を実施する直前に体性感覚刺激による介入を

施した その結果，第 l週日では運動課題を日々操り返しでも運動パフォーマンスの向上はみられず，学習が停｛帯

状態にあることが確認された 一方の第2週日には，体性感覚刺激によって運動パフォーマンスが向上し，さらに

その効果の一部が日をまたいだ翌日まで維持されることが日々継続してみられた その結果！運動パフォーマンス

が5日間を通じて段階的に向上していく様子が認められた これは，停滞状態にあった運動技能学習過程が体性感
覚刺激によってさらに促進されることを示しており， したがって，運動練習に短時間の体性感覚刺激を組み合わせ

る介入手段は，停滞状態にある運動学習過程をさらなる促進へと導く方法として有効で、あることが示唆さわした

第3章では，体性感覚刺激によって生じる運動パフォーマンスの向上の背景にある脳内神経機序を明らかにする
ため！機能的核磁気共鳴間像法（岱1RI）を用いた脳機能イメージング、実験を行った 停滞していた運動パフォーマ

ンスに対して母指球部への体性感覚刺激を施し運動が変化した時の脳活動の変化を調査した その結果，停滞し
ていた運動パフォーマンスが向上している時？運動肢と反対側の一次感覚運動領野と皮質下領域である大脳基底核・

小脳間の脳活動向士の相関関係の強化，すなわち，これらの領域問機能結合の強化が生じていることが明らかと

なった 一方，パフォーマンスの向上が生じない対照刺激を月1いた場合には，このような機能結合の変化は確認で

きなかった したがって，学習の停滞状態にある運動パフォーマンスが刺激介入によって向上する背景には，皮質

皮質下運動回路の機能結合の強化という脳内神経系の可塑的な変化が関わっていることが示唆された

第4章では，第2章と第3章の実験結果を総合した考察，および研究の：意義が述べられている 本学位申請論文

では，運動学習の停滞という広く一般的な行動現象が体性感覚刺激という簡便な介入手段で解決できる可能性を示
しており，この研究成果は多くの運動分野で、幅広く応用できる また，停滞状態にある運動パフォーマンスが刺激

介入によって向上する時，皮質一皮質下運動回路の機能結合が強化されていることが明らかとなった。これは，運

動技能学習の停滞状態から脱却するにはこれら神経由路の可塑的な変化が重要であり？また，学習停滞という行動

現象には脳内神経系に可塑的な変化が生じないことが関係している可能性を示している 本学位申請論文は運動技

能学習の停滞という広く一般的な行動現象を体系的に扱った初めての研究であり，運動学習と脳内神経系の可塑性

に関する新たな学術的知見を提供している
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人博第 625号
なが とも ふみ 』

氏 名永友文子

平成25年 3月25日

共生人間学専攻石原昭彦

Effects of Mild Hyperbaric Oxygen on Lifestyle Related Disease in 

Animal Models 

（生活習慣病モデル動物における軽度高気圧酸素の影響）

〔主査〕石原昭彦〔副査〕津田議輔，田中真介（高等教

育研究開発推進機構），神崎素樹
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近年，肥満や高脂血症，高血糖，高血圧を含んだメタボリツクシンドロームを発症する人々が急増している メ

タボ、リツクシンドロームを放置すると 2型糖尿病や高血圧症などの生活習慣病に移行する 生活習慣病は，動脈硬

化を伴い生命を危険に陥れる．本学位申請論文では，生活習慣病を予防・改善するための「軽度高気圧酸素」の効

果について検討しその有効性を明らかにした

第 l章では，本論文の研究背景と目的を説明している 先行研究から，糖尿病では，糖の肝臓，脂肪，骨格筋へ

の移動・処理能力が低下していること さらに 骨格筋では有酸素的な代謝が低下していることをまとめている

また，高血圧症では，活性酸素の増大が交感神経の過緊張を引き起こしていることをまとめている．これらの知見

から体内の血流や酸素を増大させることによって有酸素的な代謝を向上すれば 2型糖尿病や高血圧症を予防・改善

できると考えた これらを検証するために本研究では「軽度高気圧酸素」を使用したことを説明している すな

わち，第 l章では，「軽度高気圧酸素」が過剰な活性酸素を発生しない安全な方法であるかどうかを確認すること

（第2章での実験）を説明しているーさらに，高血圧ラット（第3章での実験），肥満を伴う糖尿病ラット（第4章

での実験），糖尿病性白内障マウス（第 5章での実験）を用いて，「軽度高気圧酸素Jによるそれらの疾病の予防・

改善効果について完験を行うこと（目的）を説明している

第2章では，本研究で使用する「軽度高気圧酸素」が過剰な活性酸素を発生しないかどうかを検討した 生後 10

週齢のラットを 14.4%（低酸素）， 20.9%(1気圧での酸素濃度）， 35.5%（高濃度酸素）， 39.8%（高濃度酸素）， 62.5%（高

濃度酸素）' 82.2%（高濃度酸素）の異なる酸素濃度の環境に 24時間にわたって滞在させ，酸化ストレス度（活性酸

素の発生する程度）を検討したその結果， 39.8%の酸素濃度を超えると酸化ストレス度が増大すること，また，

このような変化は，血液中に存在する赤血球が酸化ストレスによって破壊される程度と対応していることを明らか

にしたこれらの結果から， 40%以上の酸素濃度の環境に 24時間以上にわたって滞在すると活性酸素の顕著な増大

が生じると結論している．本研究の一連の実験（第2章から第 5章）で使用した「軽度高気圧酸素」は 36%の酸素

濃度を使用しており，したがって，これらの実験では過剰な活性酸素の発生を伴わないことを明らかにした

第3章では，高血圧ラット（spontaneouslyhypertensive rat）を「軽度高気圧酸素」に滞在させて，その効果を検討

した 生後5週齢の高血圧ラットを普通飼育（1気圧， 20.9%酸素濃度）と「軽度高気圧酸素」での飼育に分けて 8

週間にわたって飼育した 1日1困 6時間にわたって 1.25気圧 36%の酸素濃度の「軽度高気圧酸素Jの環境に

滞在させた その結果，「軽度高気圧酸素」によって発育に伴う収縮期血圧，及び拡張期血圧の上昇が抑制された．

さらに，「軽度高気圧酸素」に滞在した高血圧ラットでは，活性酸素の過剰な発生が抑制された これらのことより，

「軽度高気圧酸素」は，高血圧ラットにおける活性酸素の過剰な発生を抑制して，それにより交感神経の過緊張が軽

減されて高血圧の発症を抑えることができたと結論している

第4章では，肥満で 2型糖尿病を発症するラット（OtsukaLong Evans Tokushima fa町 rat）を「軽度高気圧酸素J
に滞在させて，その効果を検討した 1日1@, 3時間にわたって 1.25気圧， 36%の酸素濃度の「軽度高気圧酸素」

の環境に滞在させた その結果，「軽度高気圧酸素」によって発育に伴う血糖の上昇が抑制され，ヘモグロビン Ale

（数ヵ月間にわたる血糖の状態を反映する指標）が低値を示し，高インスリン血症が改善された さらに，「軽度高

気圧酸素」によって骨格筋（ヒラメ筋）において有酸素的な代謝能力の優れた筋線維の割合が増加，酸化系酵素活

性が増大，糖・脂質代謝に関係する遺伝子（peroxisomeproliferator-activated receptor rcoactivator-la）や骨格筋でのタ

ンパク発現に関する遺伝子（myogenin,myogenicfactor 5）の発現の増大・減少が認められた 「軽度高気圧酸素」は

有酸素的な代謝を向上させてインスリンの働きを改善 その結果高血糖を抑制することができたと結論している．

第5章では，糖尿病によって白内障を発症するマウス（藤田保健衛生大学で独自に開発された実験動物）を「軽

度高気圧酸素」に滞在させて，その効果を検討した 1日I回， 6時間にわたって 1.25気圧， 36%の酸素濃度の
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「軽度高気圧酸素」の環境に滞在させた 12週間の「軽度高気圧酸素」への滞在後， 16週間にわたって普通の環境

（！気圧， 20.9%の酸素濃度）に戻して飼育した その結果，「軽度高気圧酸素」に滞在することによって，活性酸素

の過剰な発生が抑制され，糖尿病性白内障で生じる水品体の白濁が抑制されたまた，「軽度高気圧酸素」への滞在

後に普通の環境に戻して飼育したところ，活性酸素の過剰な発生と水晶体の白濁の抑制は維持されていた「軽度高

気圧酸素」への滞在による有酸素的な代謝の向上によって，糖尿病で生じる水晶体での過剰なソルピトールの発生

が減少しその結果，水品体の白濁が抑制されたと結論した．

第6章では，第2章から第5章までの実験結果をまとめて総合考察を行っている．本研究で使用した「軽度高気

圧酸素」は活性酸素の過剰な発生を伴わない安全な装置であること（第2章），「軽度高気圧酸素Jは，酸素（特に

洛存酸素）と血流を増大させることによって有酸素的な代謝を向上させること，さらに，活性酸素の過剰な発生を

抑制することから，高血圧症（第3章）や糖尿病（第4・5章）の抑制・改善に有効であることを説明している
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人博第 626号
うえ だ よしゆき

氏名上回祥行

平成 25年 3月25日

共生人間学専攻祷木 潤

視覚と触覚を通じて形成される三次元物体の脳内表象の解明

〔主査〕斎木 潤 〔副査〕船橋新太郎（こころの未来研究セ

ンター），月浦 崇

本学位申請論文は，ヒトの情報処理の最も基礎的な機能の一つである三次元物体認識を支える脳内表象の性質と

その形成過程を明らかにするために行われた実験をまとめたものである．特に本研究では，三次元物体の形状が視

覚と触覚の二つのモダリテイで共有できることに着目し，視覚と触覚を通じて形成される三次元物体の脳内表象を

行動実験と眼球運動解析の商から検討した

第 1章では，三次元物体認識過程を解明することの意義と先行研究で提唱されている視覚における三次元物体表

現の理論が述べられた三次元物体の脳内表現については，これまでに様々な理論が提唱されており，それらは三

次元構造を表現する心的表象に基づいたボリュームベースな物体表現理論と 三次元物体をさまざまな視点から見

たときのニ次元イメージに基づいたイメージベースな物体表現理論の二つに大別することができる 行動実験・脳

機能計測・神経生理学の知見から，三次元物体の脳内表現は単一ではなく これら二つの物体表現が併用されてい

ると考えられる．一方，ヒトは視覚以外に触覚からも三次元物体の形状に関する情報を得ることができ，これらの

情報はあたかも同一感覚でやり取りするかのように，互いの感覚聞でやり取りすることが可能である しかし，こ

ういったクロスモーダルな物体の情報処理において用いられている物体表現は不明なままである．本研究の目的は，

三次元物体の学習・再認課題における学習中の眼球運動と，再認課題の再認成績の二つを関連づけて検討すること

で，視覚と触覚を通じて形成される三次元物体の脳内表象を明らかにすることであった

第2章では，視覚と触覚において，同一感覚で新奇な三次元物体を学習・再認する場合と，異種感覚で物体を学

習・再認する場合の再認成績の違いを検討した実験が報告された．実験では，新奇な三次元物体が垂直軸を中心に

回転した 5つの視点から視覚または触覚に呈示され，その後，様々な視点から呈示されるテスト刺激に対して，視

覚または触覚を用いた再認課題が行われたその結果，異種感覚で再認を行う場合には再認成績は視点独立的な行

動パターンを示したが，同一感覚で再認を行う場合には学習した景観での再認成績が新奇な景観での再認成績に比

べて高かった．この結果は，同一感覚内で用いられる物体表現はイメージベースであり，異種感覚聞で用いられる

物体表現はボリュームベースであることを示唆している．

第3章では，同一感覚再認、と異種感覚再認の再認成績の違いと学習ストラテジーの違いの関連を検討する実験が

報告された．観察者は，再認感覚をあらかじめ教示された状態で視覚呈示された新奇な三次元物体を学習し，その

後に再認課題を行ったその結果，三次元物体学習中の眼球運動は，同一感覚で再認するために学習している場合

と異種感覚で再認するために学習している場合で、異なった異種感覚で再認する場合では注視が広い範囲に分散し

同一感覚で再認する場合では画像情報量の多い箇所に注視が集まっていたまた，異種感覚で再認する場合には注

視時聞がより長くなった．これらの結果は，再認感覚によって，異なる学習ストラテジーで三次元物体の表象を形

成していることを示唆している．

第4章では，同一感覚で用いられる物体表象と異種感覚で用いられる物体表象が，それぞれイメージベースな物

体表現あるいはボリュームベースな物体表現であるかを明らかにするために，イメージベースな物体表現とボ

リュームベースな物体表現を形成するときの学習ストラテジーを検討する実験が報告されたその結果，ボリュー

ムベースな物体表現が形成される場合には，物体の要素に注目するような眼球運動が行われていたーまた，学習が

進むと，物体の要素聞の空間関係を記銘していると考えられるサッカードが観察された 一方，イメージベースな

物体表現が形成される場合には，画像情報量の多い筒所に注視が集まっていたが，物体の要素の同定や要素間の空

間関係を記銘しているような眼球運動は見られなかった．

第 5章では，第 2-4章の結果を踏まえて，視覚と触覚を通じて形成される物体表現，およびそれらの表現とイ

メージペースな物体表現・ボリュームベースな物体表現との関連性について総合考察が行われた 本研究によって

得られた知見は次の 5点である ！）視覚・触覚のそれぞれでは，視点依存的な表現と視点独立的な表現が併用され

ている. 2）視覚・触覚のそれぞれで三次元物体の学習・再認が行われる場合視点依存的な表現が優勢になる. 3) 

視覚・触覚で共有される物体表現は視点独立的な表現が優勢である 4）単一感覚内で使用される視点依存的な物体

表現はイメージベースな物体表現である. 5）異種感覚聞で使用される視点独立的な物体表現は，ボリュームベース

な物体表現とは異なる学習ストラテジーで形成されている
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我々は視環境を一目見ただけで その環境が持つ意味や そこに含まれる視覚的要素の要約的情報を抽出する能

力を備えている．本学位申請論文は，こうした瞬間的な視覚情報処理の諸特性に関する研究をまとめたものである

ここでは，瞬間的情報処理における諸問題のうち，二通りの視点から特性解明に取り組んだ．第ーに，瞬間的カテ

ゴリ認識の時間ダイナミクスの問題である．本論文において，カテゴリ認識が必ずしも粗いカテゴリから詳細なカ

テゴリへと順に理解されるものとは限らないことを明らかにした第二に，そうした認識を成立させるために重要

な役割を果たす統計的要約能力の問題である．統計的要約とは，視環境に含まれる要素を時空間的に総計すること

で得られる記述のことである この問題については，統計的要約が瞬間的カテゴリ認識の視覚手がかりとして寄与

すること，統計的要約がクラウデイングをボトルネックとすることを明らかにした

第 l章では，本研究の背景と目的が述べられた 我々をとりまく視環境，すなわちシーンは極めて複雑であるが

故に，その全てを一度に把握・理解することはできない しかし近年の研究から，極めて高速な意味情報の抽出

が視覚情報処理の早い段階で生起していることが示唆されてきた これが瞬間的情報処理である．瞬間的情報処理

においては，ヒトがあるシーンの意味をどのぐらいの時間で，どの程度まで知ることができるのかという問題は重

要である 例えば，その場所が「寝室」であると踏み込んだ理解ができているか，あるいは「屋内」と知っている

だけかは，目覚まし時計のような物体の場所予測に影響を与えうる． しかしながら，瞬間的情報処理における意味

情報抽出の時間メカニズムはその全容が明らかではない もう一つ重要なのは，処理を成立させる視覚手がかりの

問題である 乱雑な背景を伴って現れる実環境中の物体の高速な認識を実現するときの手がかり候補として提起さ

れているのが，統計的要約と呼ばれるものである ただ，統計的要約は無数に定義可能であるが，その中でカテゴ

リ認識に寄与するものが何かは明らかではなかった また，視覚情報処理において統計的要約が持つ制約を明らか

にすることは，瞬間的情報処理の制約を論じることにつながるが，こうした検討も今まで行われてこなかった 本

論文の目的は，意味を抽出する際の時間ダイナミクス，および統計的要約というこ通りの視点から実験的検討を行

うことで，瞬間的な視覚情報処理の諸特性を解明することであった

第2章では，瞬間的なカテゴリ認識の時間ダイナミクスに焦点が当てられた．対象としたのはシーンの意味であ

る．シーンカテゴリ認識においては，抽象的な上位レベルカテゴリの優位性が知られており，「自然・人工」カテゴ

リを用いて検討されてきた 視覚処理における上位レベルの優位性の頑健性を検討することが第2章の具体的な目

的であった．その結果，「屋外・屋内」という上位レベルカテゴリを用いると，基本レベルカテゴリ聞の類似性構造

によっては優位性が崩れ，基本レベルでの判断のほうが速くなる場合があることが確認されたシーンカテゴリ認

識における上位レベルの優位性は普遍的に成立するものではなく，上位レベルの区分，あるいは類似性構造に依存

することが明らかになった

第3主主では，統計的要約能力が他の認知的活動に与える役割について検討が行われた．三つ組み以上の商像要素

の関係性をとらえた統計量である高次画像統計量，とりわけPortilla加 dSimoncelli (2000）により提唱された統計量

セット（P-S統計量）に着目しこれが画像中の動物の有無を判断するための視覚手がかりとなりうるかを確かめ

た 一連の実験の結果から， P-S統計量の符号化する局所的な視覚特徴が，それ自体で高速な動物検出課題の手が

かりとして機能していることを明らかにした．

第4章では，統計的要約能力が受ける視覚処理上の制約に焦点が当てられた．具体的には，周囲の物体によって

視認性が低下するクラウデイング効果が円の平均サイズ計算に対してボトルネックとして作用するのかが調べられ

た 左右視野にそれぞれ呈示された円の平均サイズを比較する課題において，クラウデイング効果が平均サイズ差

に対する感度を下げることが示された 少なくともサイズ情報に関しては，統計的要約はクラウデイングという視

覚が持つ制約の影響下にあることが明らかとなった

第5章では，第2～4章で明らかになった研究結果について，既に明らかにされている知見を踏まえた上で，統計

的要約能力を軸に総合的な考察を展開した第4章の知見は，ヒトの行なっている統計的要約が，円が持つ大きな

構造を密集時にうまく符号化できないことから説明づけられる．また，第2章の結果は，「屋外・屋内」カテゴリ認

識が統計的要約を視覚手がかりとして利用できないために生じた可能性を提起する．これらの考察を通じて，統計

的要約能力が種々の認知課題の背景に存在し，瞬間的な情報処理の諸特性を統一的に説明しうることが示唆された



論文要旨

博士学位一覧

去や もと とし あさ

学 位記番号人i専第 628号 氏名宮本俊朗

学位授与の日付 平成 25年3月25日

専攻・指導教官名 共生人間学専攻森谷敏夫

論 文題 ｜ヨ CLINICAL APPLICATION OF ELECTRICAL MUSCLE 

STIMULATION FOR TYPE 2 DIABETES WITH EXERCISE 

INTOLERANCE 

（低運動耐容能を特徴とする 2型糖尿病患者に対する骨格筋電

気刺激の臨床応用）

調査 委員 〔主査〕森谷敏夫〔副資〕津田謹鞘，林 達也

181 

2型糖尿病患者の擢患率は年々増加しており社会的問題となっている 2型糖尿病における食後高血糖は心血管死

の独立した危険因子であることから？糖尿病治療において，食後血糖値のコントロールが重要視されている 運動

療法は糖尿病治療の中心であるが，低運動耐容能は 2型糖尿病患者に特徴的であり 推奨される運動を実施できな

い患者が多く存在する。近年，骨格筋電気刺激が，運動弱者に対する運動療法の代替的手段として注目されており，

臨床応用が期待されている 本学位申請論文は， 2型糖尿病患者における骨格筋電気刺激の食後血糖値への効果とそ

の有効性の性差を検証すること，さらに神経・筋活動，筋酸素動態が2型糖尿病患者の低運動耐容能に与える影響

を検証することを目的とした

まず， 2型糖尿病患者の食後血糖値に骨格筋電気刺激が与える影響を検証するため， 2型糖尿病男性患者 ll名に

対して，食後 30分後より 30分間の骨格筋電気刺激を大腿，瞥部に実施した 比較検討は，食前，食後の血液デー

〆呼気ガスデータにて行った その結果1 骨格筋電気刺激により，食後 120分後においても血糖値が有意に低下

し，乳酸，呼吸荷も高値を示した 本研究結果により，骨格筋電気刺激による解糖作用が食後血糖の上昇を抑制す

ることが示唆された 次に，電気刺激に対する食後の代謝反応に性差があるかどうかを検証するため， 2型糖尿病の

男性 ll名，女性8名を対象として比較検討を行った 電気刺激の強度は男女同一酸素摂取量で設定し食前，食後

の血液データ，呼気ガスデータを比較した 男性では1 食後血糖値の上昇が抑制されたが，女性においては有意差

を認めずτ 遊離脂肪酸の有意な低下が認められた また，電気刺激による乳酸，呼吸商の上昇は男性より女性で有

意に低値を示した 本研究結果より 7 骨格筋電気刺激の代謝反応において性差が存在し男性より女性で解糖作用

が低く，糖代謝よりも指質代謝が優位となることが示唆された

一方， 2型糖尿病において 7 運動i耐容能の低下は特徴的であるが，根本的にはその原因は明らかとなっていない．

そこで1 運動単位の動員総式，骨格筋酸素抜き取り能力が低運動耐容能に与える影響について検討した

まず， 2型糖尿病患者9名，年齢を一致させた健常者9名を対象に，持続的筋収縮中において，多チャンネル筋電

図計を用いた筋活動分布パターンの比較を行った 糖尿病患者における筋内活動のエントロビーは有意に低値を示

し，また，時間的変化に対する相関係数が高い値を示した本研究結果より， 2型糖尿病患者における持続的筋収縮

では，限局的な部位を収縮し続けることが明らかとなった 時間経過に伴う，活動分布変化が大きい程，筋疲労が

生じにくいとされているため＇ 2型糖尿病患者における筋内活動分布の変化が運動耐容能の低下に影響を及ぼしてい

る可能性が示峻された

i ＇に？骨格筋における酸素抜き取り能力を比較するため， 2型糖尿病患者 10名？年齢を一致させた健常者 11名を

対象として，漸増負荷連動を実施した 漸増運動中，呼気ガスデータ？心拍数，筋赤外線分光法による脱酸素化ヘ

モグロビンの測定を行い？比較検討＋を行った 2型糖尿病患者では，呼気ガス分析から求めた換気性作業関値が低値

を示し漸増負荷に伴う脱酸素化ヘモグロビンの上昇が健常者より早期に鈍化した 本研究結果より＇ 2型糖尿病患

者における骨格筋の酸素抜き取り能力の低下が，運動耐容能低下の一要因になることが示唆された
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〔主査〕前 JI［玲子 〔副査〕ハヤシ，ブライアンマサル，

川島昭夫

中西輝政

本学位申請論文は，アメリカ外交がとるべき路線として 7 多国間主義的拡大主義（自由主義的国際主義）を標携

する国家指導者層が創成されるに至った過程を解明しようとする研究である 本論文は，アメリカ史において革新

主義の時代と呼ばれる 1880年代から 1910年代までに焦点をあて，階級的出自，教育，価値観において同質的な東

部の、工リート層が，国内的には公務員改革などを中心とした国家の合理的 効率的運営を推進する一方で，その対

外政策におし、ては強いアメリカを目指し，イギリスを中心とした欧米諸国と連携しながら積極的な拡大政策をとっ

ていく過将ヰ同小lける 19 [l!：紀末から 20世紀の初頭にかけてのアメリカの内政と外交の転換期こそが，アメリカの

I 'iぷj仲専行扇形成の砂Jij期ぃ守あることが，様々な角度から論じられる

.~d十 l式. l{:j戸！？つの本および結論部となる終章から構成されている まず序章では，アメリカの国家指導者層に

｜期する先行11.lf'.J'Cの批判的検討をよ国じて，その歴史的起源に関する詳細！な研究iJ＇皆無で、あることが示されている そ

の上で。本論文の目的として， 19世紀後半に加速した世界のグローハルイヒに対応するために行われた国家効率運動

l；ょっ・c1t1:c%<:J訂正手＇11脱が丑み出されたが，その国家指導者層は，階級｜約羽！他性を帯びることを免れ得なかったため

に， γメリカ政治において正統派の集団として定着することが出来なかったことを立記A寸ることが提示されている

i;rz 1 ：~·1 は， p{ij；［じ戦争後，北東部からワシントン DC へと流入する上流階級が前都に築いていった社交界について

概矧し，同家指導省崩のネットワークが第一次大戦よりも前に成立していたことを強制している 首都に社交界が

成i'rしたことで上流階級特有の政治忌遊感が緩和されるにつれ，紳士クラブは政・官－財・軍の各界の指導者たち

が集う私的な政治空間へと変質しそこでは？公的な政治空間に先駆けて，国家の総合安全保障について討議する

脳党派集団が形成されたことが明らかにされている

訴'i2主主は， 1880年代に本格化したアメリカの国家効率運動をめぐって起こった国内の政治 経済論争を取りヒげ，

出家指導者層の創成の背景および契機を論じている。｜童家効率運動を推進した改革努力はアメリカの｜止界大固化を

i]標として，当時の世界標準たるヨーロッパをモデルにして，能力主義を公務員制度に導入しようとした だがこ

の改革は，国際通貨体制の導入をめぐる論争において如実に示さわしたようにτ ポピュリストからの階級的反発を招

いた 改革勢力はこの反発を能力主義に内在する民主的平等性を強調することによって乗り越えようとしたが反発

は根強く！国家効率運動は停滞を余儀なくされたことが実証的に措かれている

第 3章では， 1870年代からのアメリカ北東部の私立中等・高等教育機関の制度改革を検討し改革勢力が抵抗勢

力を政治的に圧倒するために推進した打開策として ヨーロッパをモデルとして国家指導者の養成課程が創設され

たことを論じている その創設過程においては，能力主義に内在する民主的平等性という国家効率運動の理念に

従ヮた能力主義に基づく競争原理が導入された しかし 上流階級出身の"J!:!J三たちの階級的排他性を払拭するに

は荒らず，かえって国家指導者層となるべき若者たちを階級意識の強い統治階級として再編・強化するに至ったこ

とを指摘している

第4章は，国家指導者の養成課程に階級的排他性が残存したことの負の影響を採るべく，この養成課程を経験し

たエスニック・マイノリテイの半生を取り上げ，彼らの国家効率運動に対する態度を吟味している それによって，

主流派の少数派に対する階級意識に根さ、した排斥が国家効率運動に賛同する者と反対する者とを出現させ？結果と

して，改革勢力の拡大を長期的には制限したことを例証している

第 5主主は，国家指導者の養成課程に階級的排他性が残存したことは 改革勢力が短期的には拡大する要因となっ

たことを明らかにすべく，アメリカの富が集中する北東部に南北戦争以後集まってきた新興資本層 特に南部出身

および在住の新興資本層の半生を取り上げ，彼らの国家効率運動への傾倒 献身ぶりを描いている それによって，

国家指導者の養成課程を経て国家効率運動に献身することが階級上昇を実現する効果的な手段となり？更には改革

勢力が民主党にも徐々に浸透し超党派性を強めていったことを論証している
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第6章は？地域を超えて拡大する改革勢力において，多国間主義的拡大主義をアメリカの対外政策として定着さ

せていくことになる勢力を見定めるべく， 1890年代の植民地併合論争において生じた改革勢力内部における対立点

を検証している それによって，長大の論点が，アメリカの対外政策を当時の世界標準に適合させるかという問い

すなわち，アメリカをしてヨーロッパ国際政治に関与させ，西洋文明の普及に努めさせるか否かにあることを浮か

ぴ上がらせている その上で三この間いに是と応えた拡大主義者の勢力が多国間主義的拡大主義を奉じた勢力で

あったことを述べている

第7章は，多国間主義的拡大主義の思想的・歴史的成り立ちを明らかにすべく 7 拡大主義者の中心人物セオドア

ローズヴェルトの政治体験および思想を踏まえて，彼が提唱した多国間連合の構惣を跡付けている それにより，

彼が抱いていた国際警察活動論とは，内政戦略と対外戦略という性格を併せ持ち，国家の一体性を維持するための

大戦略であったことを解き明かし ここに国家指導者層の多国間主義的拡大主義に対するコンセンサスがあったと

論述している

終主主は，これまでの議論を整理し結論をまとめている 第一次大戦よりも前に「外交政策エスタブリッシュメン

トJの原型と呼ぶべき国家指導者層が形成された しかし，国家指導者層は貴族的な統治階級として再編・強化さ

れ，民主的平等性の高い集団とはなれなかった そのために，国家指導者層は自らの政治主導に対する大衆世論か

らの反感を解消する知的枠組や理念を提示出来ず，アメリカ政治において正統派の地位を占めることが出来なかっ

たと結論付けている
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クロート ジヨルダン

人博第 630号 氏名 RomainClaude Jourdan 

平成 25年3月25日

共生文明学専攻稲垣直樹

Des ouvγα＇ges de geogr，αiphie universelle dans le Jαpan du XV!lle 

si在cle・ souγces‘structu.γe et contenu 

( 18世紀日本における世界地理書一一一典拠，構造と内容）

〔主査〕稲垣直樹

〔副査〕塩塚秀一郎（地球環境学堂），多賀 茂，松田 清

本浮位中日討論文は， 18世紀日本の世界地理香とその商洋の典拠の関係を論じたものである 当時，日本において

は1 いわゆる鎖国のため，西洋についての知的情報源は主として舶載書であった。日本人によって書かれた世界地

瑚泣か.~tiWr のところ，典拠となった洋書の単なる翻訳翻案に過ぎなかったのか，あるいは典拠から独立し作者

約関心・ 3聞が現れた独自の著作となっていたのか そうした典拠の影響の射程を明らかにすることが本論文の目

的ηーあお

めに，申請者は， 18世紀日本において重要な 6種類の世界地理書について，その穏々の典拠を確認した後，

それら.＼~！ ·i11Lcの構造・内容と 6種類の世界地理書の構造・内容を比較分析した そのうえで＇， 6種類の陛界地理書相互

を比較し百年の間に執筆されたそれらに，地理学の解釈・方法に関するなんらかの系統が見られるか否かを検証

した 本論文が年代Ji！買の構成を取り 典拠となった洋J干の刊行年によって，二つの時代区分に相当する，二つの章

に分かたれる所以である

第li孝では，いずれも 17t世紀の典拠と滞日中の間i.＇（＇.人からの情報によヮて官された 3様類の世界地理書を分析す

る 『増補華夷通商考』（西川如見著， 1708年刊）は？長崎』輸入された外悶の物産を主に扱う 自国中心主義的な

櫛：＠を尚一ち，中国！ 日本，そして？日本と交流のあったオランダとの関係から世界の国々を『職方外記』（イエズス

会土ジウリオ・アレニオi民 1623ii二l'IJJによって紹介する f釆覧呉詩j（新井白石著， 1713年成）は， 日本初の非

自！~I 中心主義的な体系，つまり大陸別の構造を採用する 白石は『坤輿万回全図』（同会二J：マテオ・リッチ著， 1602

年干IJ），『地球図』（オランダ人ヨアン ブラウ著， 1648年刊）など多くの典拠を比較し主に悶洋の宗教と政治につ

いて考察する そして 時代をかなり下った『新製地球万国図説』（桂川甫周著＇ 1786年成）は！白石が『采覧異

言』の執筆に際して参照したとされるブラウ『地球IZUの解説を逐語訳したものである そのため？構造・内容に

ついての著者の裁量はないに等しく，叙述ももっぱらオランダ，言うなれば，向洋からの視点に終始している

このような棺違はあるものの，これら 3種類の著作には大きな二つの共通点を見出しうる 一つは，序文などに

明らかなように，著者が商洋の地名 人名，さらには爵位などを，漢字や仮名を用いて能う限り原音に近く表記し，

より正しい情報を提供することに腐心していたことである その努力は度量衡，年月日などの換算にも及んだ さ

らに一つは，各著作に叙述される内容も類似していることである 国の紹介は簡略であり 7 その叙述には，地理的

位置－気候・物産－風俗といういくつかの共通のテーマが見られる これらの基本的な要素は，西洋の伝統的な地

~L[l•：子の悲礎理論を構成するものであった すなわち，地理的位置と気候が物産を決定し，物産が風俗と国の文明を

決定するとされるのである 日本では，間川如見がこの理論の影響を受け， 1720年の『日本水土考』において日本

の阪地性を主張する根拠としている

第2主主では，いずれもドイツ人地理学者ヨハン・ヒユブネルによるオランダ語版地理書を主要典拠として 18l:ll：紀

に執筆された次の 3種類の著作を分析する 『着手西輿地図説』（朽木昌綱著， 1789年干lj）は，『簡約古今地理学』

（初版 1707年？数回改訂）を骨子として，内容を『コウラント・トルコ』（地理歴史事典， 1732年版と J748年版

あり）で補っている．ヨ←ロッパの国々をテーマ別と地方別の構成をもって極めて体系的に叙述し，教育的配慮、の

行き届いた著作で、ある 『翻訳地球全図略説』（桂川甫周著， 1791年成）は，前l世代の地理書同様，国の紹介は簡略

である一方，国々の紹介に，項目別に番号を付して地名を多数列挙した長大なリストを続けている。これは地図を

読み解くうえでの便宜を図ったものといえる その典拠は 6冊本『ゼオガラヒーj(1769年版）またはその類版『背

少年の l:ll:界地理』と推定される 『訂正増訳釆覧異言j（山村才助著， 1804年成）は， 1713年の『釆覧異言』の構

造・内容をすべて踏襲しつつ 『コウラント トルコj(1748年版）のほか，計 130種類もの典拠からの新たな引用

によって， f釆覧異言Jを増補した著作である これら 3著作の共通点は，一つには，前世代同様，西洋の地名・人

名の能う限り原音に近い表記度量衡年月日などの正確な換算に対する強い意思である 蘭学の進展により，こ
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うした翻訳・換算の精度も格段に高まっている さらに一つの共通点はτ 扱う情報量が前世代の著作に比して格段

に増大したことである 特に『泰西興地図説』と『翻訳地球全図略説Jにおいては各著作の構造が著しく体系化さ

れ，これまで紹介されしなかった都市や地域，河川や山岳が詳細に紹介されるようになる また， f訂正増訳釆覧異

言』は，和漢洋に亘る新たな典拠によって 18佐紀世界地理情報の総合化を図り， 18世紀地理学史ともなっている

結論においては， 6種類の世界地理書の分析結果がまとめられる まず，地名－人名の表記！度量衡？年月日など

の換算，さらには，地理学との記述のカテゴリーに関して， 18世紀日本の世界地理学には，正確を期する東洋的な

実証精神が一貫して存在していることが証明された また，これらの世界地理香において！西洋の典拠が決定的な

要素となっていることが浮き彫りにされた のみならず 同時代の西洋の世界地理書に顕著となっていた情報量の

増大に伴う，内容の複雑化と構造の体系化の傾向も確認された とはいえ，日本の地理学者たちが西洋の地理書を

単に翻訳・移入するにせんじていたわけではなく 6種類の各世界地理書が，各著者の関心と狙いによる独自の構

造・内容を具備していることが明らかにされた 以上が本論文の成果であるとされる
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かわ さき のぶ よし

人博第 631号 氏名川崎修良

平成 25年3月25日

共生文明学専攻伊従 勉

市街地景観制御制度と運用の研究

一一景観法制定以降を中心に一一一

〔主査〕伊従 勉〔副査〕西垣安比古？中 l嶋節子

2004年公布の景観法によってようやく初めて，法目的に国土や市街地の「良好な景観」形成を謡う法律が戦後の

日本で定められた 本論文は 同年以後全国の自治体が立案を始めた景観計闘の施策事例を概観し類型化すること

を返して，景観法が扱う景観が景観現象一般のほんの一部であり，依然として残されている景観特有の問題点につ

いて診断を行い，将来の政策展開に寄与しまたそれを予測しようというものである

I j者は，戦前の諸法制度において，今日の景観制御に相当する施策がどのように運用されていたかを概観する

lりlt少年公布の都市計画法では風致地区指定が景観保全の役割も担っていたが，その指定域が郊外や特殊地点に偏る

点11'ι｝都市域全般の景観を扱う手段とはみられないと指摘する。また美観地区制度が都市計画法にではなく市街地

法泌物法に設けられた点に，建築物に特化した「都市美」概念の限界をみる

ii＇＼＇.伎においては 一方で，自然と歴史の景観の意味で＼全国総合開発計画（1962）から古都保存法（1966）そし

い仁科合同総合開発（1969）への動きのなかで登場したことを確認する 他方，都市計画法においても，一部地区に

おいて景観を考慮する地区計岡制度（1980）や市全域の景観を考慮することを付記した市町村マスター・プラン制

股（1993）が創設され，景観制御の施策展開が都市計百iの枠内でも可能になったと確認する しかしいずれも景

観制御を直接目的とする制度ではなく 景観制御は運加のひとつの選択肢に止まったとする

守J2章は， 2004年に景観法が成立する過程の13il土交通省と内閣法制局の議論を検証することにより，法日的設定

の＇r"i＇；去を採り， J去公布後に残される課題を浮かびJこがらせる 第一に＇ f；！：矧計刊の策定主体（景観行政団体）を基

本自治体と規定したため，都道府県とTIT町村が従来のように上下関係vごはなく同等となり？計画区域の棲み分けと

計画策定が自治事務となった重要性を指摘する 景観計両策定過税については， lill「IT討町法のように審議会設置義

務が明記されず簡素化が吋龍になったため，景観形成上私権の制限について実効力をもたない制度となったと判断

している また，複数自治体にまたがる広域の景観制御に問題が生ずる可能性を予測する，第二に，従来の諸制度

における景観維持保全策に止まらず 法目的を景観形成に特化したが，市街地の形態や意匠仁の景観形成の面にの

み実効性を確保した結果生ずる問題が判明する 例えば，その他の景観要因である建築規制］を依然として都市計画

に頼るため，都市計画法との連結部分として「景観地区」規定が景観法に設置されたが，決定権限は都市計画（市

｜町村は都道府県の指導下にある）が優位にあるから，自治体の景観政策の運用上，都市計画との関係が複雑化する

と予測する

続く第 3章から第 5章は，第2章で予測した法制定時の課題が，諸自治体で景観計画が策定される段階で発現す

る様態を実証的に確認する

第3章は，眺望景観の保全策を諸自治体がどのように策定しているか，多様な施策を分類し対処方法を類型化す

る 眺望景観には視点場と視対象の相互関係が成立していなくてはならない つまり？両者の中間地帯が当該眺望

を妨げないよう，中間地帯の建物の高さを眺望が成立する範囲で規制することが必要となる したがって高度規制

が必要となるが3 その法源として以下の選択肢が生まれることを確認する。すなわち自主条例lj （地方自治法にある

いは都市計画法の高度規制，さらには景観法独自の高度規制の 3種類に分類し，諸自治体の対処方法を類型化する

その結果？景観法が眺望保全の方法を規定していないため，実質的な高さ規制は都市計画に依存せざるをえず，他

の場合は住民合意の手段あるいは白標の表示としての景観計固となることを確認し同法制度の連結が早晩必要と

なることを指摘する

第4章は，自治体を越えて広がる広域景観の保全施策について検証している 二重行政を防ぐため自治体を景観

行政団体とする規定が景観法で、は導入されたので＼自治体を越えて広がる景観を対象とする施策は以下の場合に分

かれることを確認する 第ーは，隣接する自治体で法施行以前に景観保全策の共有が先行した場合，第二は，府県

次元の保全策が先行している場合？そして第三に，府県次元で景観計画を立案するが近い将来に個別自治体に部分

地域の景観計画を移管することを想定する場合である。これらの現況から，課題として広域自治体の景観政策上の

役割や景観法以外の自治条例による補完策について再検討する必要があることを予測している
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第5章は，景観計画と都市計画の関係について，諸自治体の景観施策を類型化する．現行法では，景観計画より

も都市計画が優位にあり，景観計画は都市計画の市町村マスタープランへの適合が求められている 景観法施行後

も，景観維持や形成のために建築物の高度規制について実効力を担保するには，都市計画に依拠する運用が必要で

あり，都市計画区域外では自主条例か景観計画にのみ頼ることになり，実効性が弱まる．全国の自治体で，都市計

画を補完的に使用している様態を 5種類に分け，それぞれの得失を確認した上で，次のように問題点を指摘する．

つまり，都市計画はその法目的に景観維持や形成を明示していないので，景観法を補完する機能があるが，景観計

画としてそれらを含め全体を策定しようとしても，都市計画法が優位にあるためそれができない 両計画の連携し

た運用がより具体的にできるよう両制度の再設計が必要，という点である

結論としては，景観法は法以前の景観施策の手法を大きく変えたものではないが，政策の主体を基礎自治体と規

定したことと，景観保全と形成のための法源を明確にした点にその意義をみる．他方，景観工学的研究が扱い社会

的に認知される眺望景観や広域景観について規定しているわけではないので，都市計画法と景観法の有機的な運用

が求められている現状からみて，自治体ごとの景観計画が都市計画に反映できるよう，都市計画法の地方分権をよ

り徹底し広域自治体協議会などを通じ，市街地内外の景観制御制度の実効性をもたせる展開が今後の課題である

という
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論 文題目
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専門委員

博士学位一覧

かわ はら りょう 】

人博第632号 氏名川原諒子

平成25年3月25日

相関環境学専攻藤田健一

水溶性遷移金属錯体の創製と水を溶媒とする環境調和型有機合

成触媒系の開発

〔主査〕藤田健一 〔副査〕山本行男（高等教育研究開発推

進センター），田村 類

山口良平

近年，化学物質による環境汚染が世界的な問題となっており，有機合成化学の分野では，グリーンケミストリー
の考え方が重視されている．グリーンケミストリーを推進するためには，環境調和性に優れた触媒的な物質変換反
応を活用し，有害廃棄物を排出せずに，効率よく目的化合物を与える新しい有機合成法の開発が必要で、ある目本学
位申請論文において申請者は，有機合成における環境負荷を低減するための方策として，有害性が低い水を反応媒
体に用いることを計画し，水溶媒中で長期にわたって触媒活性を持続的に発現する新規水溶性イリジウム錯体触媒
を創製するとともに，新規水溶性イリジウム錯体触媒を用いる環境調和型有機合成触媒系の開発と，触媒の回収・
再利用法の確立に取り組んだ
第一章は序論であり，グリーンケミストリーの理念や有機合成における遷移金属錯体触媒の有用性について概説

している さらに，有機合成における反応媒体として水を用いることの意義や，イリジウム錯体の触媒化学に関す
る近年の厨内外の研究状況について説明している．
第二章においては，アンミン配位子を有する新規水溶性イリジウム錯体の合成を行うとともに，それを触媒とし

て活用してアンモニア水を窒素源とするアミン合成反応の開発に取り組んだ．アミン類はさまざまな生理活性物質
や医薬品の基本骨格として，また最近では電子材料として重要な化合物群である まず，［Cp*Ir叉，］ 2 (Cp＊：ペンタ
メチルシクロペンタジエニル， X=ClBr I）に対して過剰量のアンモニア水を作用させることにより，水への溶解
性が高く空気中で安定な新規水溶性トリアンミンイリジウム錯体［Cp*Ir(NH,),Jx, (X=Cl, Br, I）を合成し，その構
造を明らかにした次に，ヨウ化物イオンを対アニオンとして有する新規水溶性錯体を触媒として用い，アンモニ
ア水を窒素源とし，アルコールをアルキル源とする水溶媒中でのアミン合成反応を検討した．その結果，第一級ア
ルコールを用いた場合には第三級アミンを，第二級アルコールを用いた場合には第二級アミンを，それぞれ高収率
かつ高選択的に得ることができた また，アンモニア水とジオールあるいはトリオールとの反応によって，ピペリ
ジン，ピロリジン，キノリジジンといった含窒素複素環式化合物を一段階の反応操作で簡便に得ることにも成功し
た．さらに，過剰量のアンモニア水を用いてアルコールと反応させることにより，第一級アミンの選択的な合成を
達成した これら一連の触媒反応において，反応後の水相と有機相の分離による簡単な手JJJ~で錯体触媒を回収し， 3
回以上再利用できることを明らかにしている．また，触媒反応機構についても考察し，イリジウム錯体が水素移動
触媒として機能していること，触媒分子の対アニオンの触媒活性に対する影響等について言及している．
第三章においては，第二章で合成した新規水溶性錯体触媒を活用し，さまざ、まな低級アミンの水溶媒中での高原

子効率的N アルキル化反応の開発に取り紐んだ ヨウ化物イオンを対アニオンとして有する水溶性トリアンミンイ
リジウム錯体触媒の存在下，水中で各種第一級アミンとアルコールとの反応を行うことにより Nーアルキル化が良好
に進行し，高選択的に第二級アミンが得られた．一方，基質として第二級アミンを用いた場合には，第三級アミン
を得ることができた また，ベンジルアミンとジオール類との反応を水中で行うことにより，ピペリジン，モルホ
リン，ピロリジン等の合成化学的価値の高い含窒素複素環化合物を得ることにも成功した これらの反応はいずれ
も，理論当量の原料を用いて無駄なく良好に進行し，副生するのは無害の水のみで＝あることから，極めて原子効率
が高い また，空気下開放系，水中で実施できるものであり，実用性の高い合成触媒系であるといえる．さらに，
水溶性錯体触媒を回収・再利用する手JIJ買を検討するとともに，実験的事実に基づいた触媒反応機構を提案している

第四章においては，機能性配位子を導入した新規水溶性イリジウム錯体の合成を行うとともに，これを触媒に用
いるアルコールの脱水素的酸化反応の開発に取り組んだ アルコールの酸化反応は学術的にも工業的にも重要な基
礎反応のひとつである．まず，水溶性トリアコイリジウム錯体［Cp*Ir (H,O) ,] ( OTf) 2 ( OTf ：トリフルオロメタンス
ルホナート）に対し，機能性ピビリジン系配位子（6ーヒドロキシー2,2＇ーピピリジンおよび 6,6＇－ジヒドロキシー 2,2＇ピ
ピリジン）を作用させて，新規水溶性錯体触媒を合成し，その構造を明らかにした次に，新規水溶性錯体触媒を
用いて，アルコールの脱水素的酸化反応を水溶媒中還流条件下で行うと，第一級アルコールからはアルデヒドが，
第二級アルコールからはケトンが，それぞれ高選択的に良好な収率で得られた．このとき，反応に伴って水素ガス
が発生することを，気相成分の定量分析によって確認した また，反応終了時に有機溶媒を加えて有機生成物を有
機相に取り出し，水溶性錯体触媒を水相に回収する手法を確立し，最大8回まで活性の低下なく再利用できること
を明らかにした さらに，本触媒反応の機構を検討し機能性配位子とイリジウムが協働的に作用して起こる脱水
素化が鍵過程であることを提案している

第五章は本研究の結論であり，第二，第三，第四章でそれぞれ明らかにした水溶媒中での環境調和型有機合成触
媒系の特徴と，簡単な操作による触媒回収・再利用法の利点を述べるとともに，本研究会体を総括している．
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炭素 案素結合ならびに炭素ー炭素結合は，さまざまな有機化合物を構成する結合として極めて重要であり，そ

の形成方法の開発に関する研究は古くから活発に行われている 近年においては 遷移金属錯体触媒を活用する

カップリング反応によって炭素一室素結合や炭素一炭素結合形成を行う手法が数多く開発され，有機合成法として
重要な位置を占めるに至っている。 しかしながら，そのようなカップリング反応はほとんととの場合，ハロゲン化合

物を原料に用いて行われるため，目的生成物と等量の含ハロゲン廃棄物が生じることになり，環境調和性と原子効

率の観点からみると望ましいとはいえない 本学位申請論文において申請者は7 環境調和性に優れL，原子効率の高

い炭素 案素および炭素ー炭素結合形成反応を開発することを目的とし i）イリジウム触媒をmいたスルホンアミ

ドとアルコールの反応による炭素一室素結合形成， ii）銅触媒を用いたアルデヒドとアミンの反応による炭素一三塁素

結合形成， iii）銅触媒を用いたアゾールのホモカップリング反応による炭素ー炭素結合形成，について検討した

第一章は序論であり，炭素窒素ならびに炭素 炭素結合の一般的な形成法について概説しそれぞれの問題点

や解決するべき課題について説明している．また＇＇近年開発されてきた触媒的なカップリング反応を取りあげてそ

の特般を説明するとともに，最近の国内外の研究状況を概説している

第二章においては，イリジウム錯体触媒を用いたスルホンアミドとアルコールとの N アルキル化による炭素 '€r~ 
素結合形成反応の開発に取り組んだ スルホンアミド類は生理活性物質や医薬品の重要な恭本骨格のひとつである

触媒量の［Cp*IrC!,] 2 ( Cp* ペンタメチルシクロペンタジエニル）と強塩基（カリウム tブトキシド）の存在下， p

トルエンスルホンアミドをはじめとする第一級スルホンアミドと各種第一級および第二級アルコールとの反応は良

好に進行し，刻！忘する第二級スルホンアミドが高収率で得られた 本反応は，目的生成物以外に副生するのは無害

の水のみであか原子効率が非常に高い また，極めて少ない触媒量（～0.051110！%）で効率的に反応が進行するも

のであり，従来知られていた関連する N アルキル化触媒系に比べて格段の触媒量低減が実現された 続いて？触媒

活性種として重要なスルホニルイミド架橋二核イリジウム錯体の単離に成功し，この活性種の水素移動機能を基軸

とする触媒反応機構を提案している さらに！触媒反応の経過を NMR分析によって追跡するなど？提案した触媒

反応機構を裏付ける実験的事実を述べている。また，本触媒系がスルホンアミドだけでなく，カルボン酸アミドを

基質とする炭素 窒素結合形成にも利用できることを明らかにした

第三章においては，第二主主で使用したイリジウム触媒よりも格段に安価な銅触媒を活用し，アルデヒドとアミン

の酸化的カップリングによる炭素 窒素結合形成反応の開発に取り組んだ生成するカルボン酸アミド類は種々の

医薬品や農薬等の化成品合成のための基本化合物として重要である 触媒量のヨウ化銅（2.0mo！%）と 2 ピリド

ナート系配位子（4.0mo！%）の存在下τ ベンズアルデヒド類と第二級アミンとの反応を空気中， トルエン還流条件

下で行う仁炭素ー窒素結合形成反応が進行し？カルボン酸アミドが良好な収率で得られた本反応では，さまざ

まな官能基を有する芳香族アルデビドや，環式および？I＝環式の第二級アミンを原料に用いることができる また，

触媒を増量する必要があるものの，シン7ムアルデピドと第二級アミンとの反応も進行し，合成化学的に有用なシ

ンナムアミド誘導体を得ることができた 本反応は 空気中の酸素が酸化剤となって進行し目的生成物以外に副

生するのは水のみで，原子効率が高い 反応機構に関する情報を得るためにτ ヨウ化銅と第二級アミン（ピベリジ

ン）との反応によって生成する四核銅錯体を単離してその構造を明らかにするとともに 7 その触媒活性を調査した

これらの実験事実をもとに，銅（ I)種の酸素による酸化と， 2ーピリドナート配位子が関わる水素移動を鍵過程とす

る反応機構を提案している。

第四章においては，第三主主で開発した銅（ I)/2ピリドナート触媒系を応用し，アゾール類のホモカップリング

反応による炭素炭素結合の形成に取り組んだ生成するピアゾール類は医薬品合成ヤ材料化学分野における基本

化合物として重要である 触媒量の塩化鈴U( 1.0 mo！%）と 2ピリドナート系配位子（2.0mo！%）の存在下，イミダ

ゾール類を空気中， p キシレン還流条件下で反応させると！炭素一炭素結合形成反応が進行し，ピイミダゾール誘

導体が得られた 太反応は，イミダゾール類だけでなく，ベンズイミダゾール類，オキサゾール類，チアゾール類

を用いた場合にも良好に進行した本反応もまた，第三主主で開発した銅触媒反応と同様，空気中の酸素を酸化剤と

して進行し白的生成物以外には水しか副生しない 反応機構の調査のため！塩化銅と 2ピリドヲート配位子との

量論反応で生じた銅塩を単離してその組成を明らかにするとともに，触媒活性を調査した さらに，銅（ I) 中心

と2ピリドナート配位子の協働的作用によるアゾールの炭素一水素結合活性化と，銅（ I)種の酸素による酸化を

鍵過程とする反応機構を提案している．

第五章は本研究の結論であり，第二，第三7 第四主主でそれぞ、れ明らかにした炭素 皇室素結合ならびに炭素 炭素

結合形成反応の特徴を述べるとともに，本研究会体を総括している
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人｜専第 634号
よし かわ ろく すけ

氏名古川禄助

平成 25年3月25日

相関環境学専攻五十嵐樹彦

Risk analysis of iatrogenic endogenous r巴trovirus infection by 

vaccination 

（ワクチン接種による内在性レトロウイルス医原性感染の危険

性解析）

調 査 委 員 〔主査〕五十嵐樹彦（ウイルス研究所）

論文要旨

（副査〕小松賢志（放射線生物研究センター），三浦智行

（ウイルス研究所）

レトロウイルスは一本鎖プラス鎖 RNAをゲノムとして保持しているが，複製の過程で自身の逆転写酵素によりウ

イルスゲノム RNAをDNAに変換し宿主ゲノム内に組み込む事が知られている レトロウイルスはその伝播様式

及び標的細胞の違いから外来性及び内在性レトロウイルス（ERV）に二分される 前者は体細胞に感染しウイルス

粒子を介して例体問で水平伝播するが，後者は生殖細胞に感染し宿主ゲノムの一部として親から子へ垂直伝播する。

多くのllfl）乳籾iJ自身のゲノム内に ERVゲノムを保持しており，ヒ卜においては全ゲノムの約 8%が ERV由来とさ

れている おRVは太l~iの？？に宿主ケ、ノムに組み込まれた外来性レトロウイルスとされており 7 長い年月を経て多く

はゲノム！大ll～変異が入り不活性化されているとされるが，稀に感染性を有し，ウイルス粒子を形成して新たな宿主

に応対日 L117J is~性を発現するものがある ギボンザルに白血病を引き起こすギボン白血病ウイルスはその一例であり！

冗￥はげつ 1~w0:wiの ERV であったとさjしている

5：、での守、コ属は！感染性 ERVである RD114ウイルス（以下 RD114）を保有している RD-114はネコ体内では不

日性であると考えられているが＇ j；高養細胞では［寺に活性化し感染性のウイルス粒子を産生する。 2010年に，申請

；前~；！：ネコ腎！臓由来株化細胞（CRFK細胞）をIllし〉て製：!:ITされた抗イヌウイルス疾患羽山三！I＇.ワクチンに， RD-114と受

：弁休干渉する感染性のレトロウイルス（RD-114総ウイルス）が迷入している容を報告した（Miyazawaand 

Yosl1ikawa et al., J. Virol) 

本論文において，申請者は RD114様ウイルスの性状解析やワクチンへの迷入ルートの解明，更には，イヌへの

感染性を細胞及び個体レベルで解析する事を目的とし，以下の研究を行った

l卒では， CRFK細胞及び抗イヌウイルス疾患弱毒生ワクチン由来の RD114様ウイルスの全塩基配列及ぴ感染性

クローンの作製を行うために， CRFK細胞培養上清又は抗イヌウイルス疾患弱毒生ワクチンをヒト横紋筋肉種由来

株化細胞に接種し，ウイルス分離を行った 更に，感染細胞よりゲノム DNAを抽出し，ポリメラーゼ連鎖反応法

(PCR）により RD114様ウイルスのブロウイルスを増幅し全塩基配列を決定， CRFK細胞由来 RD114様ウイル

スから感染性分子クローンを作製した その結果 RD114様ウイルスはこれまで知られていた RD114と同一で、あ

る事が明らかとなった

2章および3章では，多くの抗イヌウイルス疾患弱毒生ワクチン中に含まれる免疫原であるイヌパルボウイルス

(CPV）が CRFK細胞を用いて分離－弱毒化されている事から，ワクチン製造過程でネコ由来細胞を使用しないにも

｜均わらず，製品中に RD-114が迷入する可能性を検討した その結果，これら種ウイルス及びワクチンへの，感染

性 RD-114の迷入を明らかにした

4章では， RD114のイヌ細胞における複製能を明らかにするため，イヌ腎臓由来初代培養細胞に本ウイルスを接

種したところ，高効率に複製する事が明らかとなった また RD-114が感染の際に用いる標的細胞の受容体が中性

アミノ酸トランスポーターである ASCTI及びASCT2である事を明らかにした

5章では RD114のイヌ個体への感染性を検証するためにイヌ接種試験を行った 全身検索により，血液，精巣，

牌臓及び腸間膜リンパ節からウイルスが検出され，抗ウイルス抗体産生も認められた しかし，末梢血単核球

(PBMC）からウイルスは再分離されず，ウイルス血症も見られなかった PBMCにおいて APOBEC3Hや tether-

in/BST2といった宿主由来レトロウイルス増殖抑制悶子が発現し，本ウイルス複製を抑制する可能性を検討した所，

これら抑制因子が本ウイルス複製を阻害する事が明らかとなった

以上から，イヌは RD114の複製を液性免疫や抗レトロウイルス因子により制御すると考えられた しかし，全

てのイヌがRD114複製を効果的に制御するか不明で、あり，かつ，宿主の複製抑制機構を回避する変異体ウイルス

出現の可能性も否定出来ない そのため， RD114不合のワクチンを製造する事は急務である事が明らかとなった
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学位記番 号 人博第 635号

学位授与の日付 平成 25年3月25日

専攻・指導教官名 相関環境学専攻加藤 異

氏名 み未れ玲

論文題目 Ecologyand evolution of pteridoid巴anbivalves symbiotic with filter-

feeding sessile orgamsms 

( i.慮過食性問着生物と共生するウグイスガイ上科二枚貝の生態

と進化）

調査委員 〔主査〕加藤 箕（地球環境学堂）

〔副査〕松井正文！市岡孝朗（地球環境学堂）

論文要旨

海水中には膨大なプランクトンや有機物が懸濁しており，海底の基盤の上には，居ながらにして海水を鴻過しそ

れらの懸濁物を摂食するように進化した鴻過食性同着生物が数多く見られる そして固着生物の上にさらに別の生

物が付着するという関係が豊富に見られ，そのような「住み込み共生」が海の生物多様性を著しく高いものにして

いることが指摘されてきた 本論文は ウグイスガイ上利二枚貝を材料に 鴻過食性間着生物への付着生活がどの

系統で、起源し付着寄主 Eで多様化がどのように進行し付者寄主との間にどのような生態的関係が形作られてき

たのかを明らかにしようとしたものである

第一章では！海洋生態系における住み込み共生が海の生物の多様化に果たした重要性を指摘しウグイスガイ上

科二枚貝類は，住み込み共生の獲得が海洋生物の生態や多様化に及ぼしうる影響を検証するのに適した系であるこ

とを概説した

第二章では？ウグイスガイ上科の多様化の歴史と住み込み共生性の起源を明らかにするために1 分子系統解析を

行ったその結果，刺抱動物や海綿動物に付着するグループは岩石に付着する種から，それぞれ独立に起源してお

り，特に刺胞動物の八放サンゴ亜綱に共生する系統で更なる多様化を起こしたことが明らかになった またこの分

子系統解析の結果は，ウグイスガイ上手｜の上位分類体系の変更を迫るものであった

第三章では，寄主転換がウグイスガイ上科二枚貝の多様化を促したかを調べるために，海綿動物に住み込み共生

するヤブサメガイの集団遺伝的構造を，核遺伝子の増幅断片長多型解析法を用いて調べた その結果1 異種の海綿

lての個体問で有意な遺伝的分化が見られ，ヤブサメガイはホストレースを形成していることが明らかになった 以

上の結果は，寄主への特異性の形成と寄主転換がウグイスガイ上手l，の多様化に関わっていることを示唆している

続く第四，五主主では， i毎綿に共生するホウオウガイを対象に研究を行った まず第四章では，ホウオヴブfイの基

本的な生態を明らかにすることを目標とし！沖縄本島の羽地内海において，ホウオウガイの寄主範囲と生活史の調

査を行った その結果，ホウオウガイの寄主特異性は極めて高く，モクヨクカイメン属の l種 （Spongiasp.）のみを

寄主として利用していた また？ホウオウガイは約ト年の寿命を持ち，雄性先熟で＼年一｜国 9月頃に繁殖を行って

いた また，見つかった全てのj毎綿個体にホウオウガイが共生していたことから，両者は絶対共生関係にある可能

性が示唆された

そこで第五章では，ホウオウガイと海綿の共生関係の実態の解明を目指した ホウオウガイは，有毒成分を持つ

海綿の中に住み込むことによって捕食者から守られるという手iJ援を享受していることはわかっていたが，海綿がホ

ウオウガイとの共生から得る利益は不明であった 水槽中での観察によって，ホウオウガイが鴻過済みの排水を海

綿の体内に向かつて排出していることが判明したため，海綿はその強い水流を利用して体内の水循環を効率的に

行っているという仮説を立て，水流を実測することによってこの仮説を検証した その結果，海綿はホウオウガイ

が生み出す水流を上手く利用してj慮、過食を行なっていることが明らかになった 議過共生とでも呼ぶべきこのよう

な共生関係はこれまで報告がなく，ウグイスガイ上科二枚貝類と付着寄主の相互作用の一つの到達点であると見な

すことができる

最終章である第六章では前章までの結果をまとめ，ウグイスガイ上科の多様化には，生物基盤への住み込み共生

と寄主生物への特殊化7 そして寄主転換が介在した種分化が深く関わってきたと結論した
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論文要旨

博士学位一覧

アミール ハ ミデ イ

学 位記番号 人博第 636号 氏名 AmirHamidy 

学位授与の日付

専攻ー指導教官名

論文題目

調査委員

平成 25年 3月25日

相関環境学専攻松井正文

Taxonomic studies of megophryid frogs of th巴genusLeptobrach1um 

（ウデナガガエル腐の分類学的研究）

〔主査〕松井正文

〔副査〕加藤 箕（地球環境学堂），市岡孝朗（地球環境学堂）

本論文l丸東南アジアを中心に広域分布するコノハガエル科のうち，分類学的に多くの問題が残されているウデ

ナガガコル属 （Leptobrachium）とヒゲガエル属（Vibri-ssaphora）について，分子系統学・形態学的手法を用いて地

照的功：.f¥!i（；~ J官析し？分類学的整理を試みたものである

i¥(0 I tti~ではウデナガプ＇f.工ル属とヒゲブfエル属に関わる分類学的問題を概説した これら 2属は，ヒゲガエル属で

は先般り！の雄のよ唇に特徴的な練状の突起が発達するのに ウデナガガエル属ではそのような特徴をもたないこと

v川三日JJ・・＇：；れるが，近年の分子系統学的解析の結果，ヒゲガエル属をウデナガガエル J;:t!；に含める見解が提起されてき

た ［／トL.先行研究で、扱われた種数は極めて限られたもので決定的な結論を得るに3":っておらず＼包括的研究が

Nr とれγいた

そこで まず第2章では， 2属の分布域の大半を含む地域から得られた，ほとんど寸べての種について，ミトコン

ドリア（mt)DNAを用いてこれら 2属の分子系統’＋＇.的問先を行った その結果？両者ーは単系統群をなすことが確認

されたが ウデナガガエル属のうち 大陸産の多くはヒゲガエル腐とともに胤系統111：をなし残りのウデナガカ、エ

Jl〆店長；のHIと姉妹群となること 7 つまりウデナガガ＿T＿ル胤は1lrn系統訴をなすことがl明らかになった この結果から広

義のウデナガガエル腐の中に ウデナガガエn.rffi腐とヒゲガ、エル直属を認めること合新たに提案した また，ウデ

ナガガエル属の多くは，長い！日jジャワを 71！~.i\h疎地とする Lhasseltiiと同定されてきたが，フィリピンのような地理

的に離れた個体群も同ーやRとする分担l土問題視されていた この研究によって， L.lwssdtiiはジャワとスマトラに限

られ？他地域の個体昨(j：独史観とすべきことが明らかになった 分類形質としてflhl授な虹彩の色の進化を系統樹上

に並べた結果，ウデナガガ、エル亜属では単一色，ヒゲガエル亜属では背腹方向で二分される傾向があるが，前者の

中にも二色のものが出現することをも見出した．

第 2意の結果？ウデナガガエル属の中に多くの隠蔽種が混在することが見出されたので＼その一部の記載に着手

した ボルネオ産の系統と近縁であったスマトラ産の l穫は，それまで調査が；叶分だった河島の現地調査で得ら

れたものであるが，成体では全体が淡青色，幼体では灰色の虹彩をもつことで＼｜司属の他種すべてから区別された

ので，これを新種Lwaysepuntienseとして記載した（第3章）

一方，第2章の結果：，ボルネオ島産のウデナガガエル属でも種レベルの分類に多くの問題があることが判明した

ことにLmont，仰 umとL abbottiの2種は腹の斑紋の有無という形態形質で区別されてきたが， mtDNA系統樹上では

2穏ともにいくつかの単系統群をなして，相互に入り組んでいた。そこで？ボルネオ島内のサンプリング地点，イ同体

数を増やして再解析を行った その結果，第2章で大まかに見られた傾向はさらに強化され，形態と遺伝の対応が

つかないこと 1 遺伝距離からみて数種の隠蔽種が2種それぞ、れに含まれることを明らかにした（第4主主）

さらに mtDNA解析の結来， Lηigropsと同定できる個体にも，塩基配列の大きな違いからマレ←半島系統，ボ

ルネオ沿岸部系統，ボ、ルネオ内陸音II系統の 3系統が含まれており，それらの問には大きな遺伝的距離が認められた

ので，絞 DNA解析と詳細な形態変異の調査を加え これらが互いに独立種であることを明らかにした 3者の中で

弘治虚地を含むマレ一半島系統が真の L nigropsであることから，ボ、ルネオ沿岸部系統とボルネオ内陸部系統を，そ

れぞれ新種として記載した（第5章）

ウデナガガエル属は東南アジア産カエル類の中で＼分類が困難な群の一つであるが，既知の程の中に，遺伝的に

も形態的にも区別される隠蔽種が含まれていることが本研究によって明らかとなり すでにボルネオハヤセガエル

属などで指摘されてきた，ボルネオ産のカエル類の多様性が過小評価されているという事実が追認された この向

題は，系統分類学的，生物地理学的にきわめて興味深いだけでなく，東南アジア熱帯域の流水環境の保全について，

慎重な配慮が必要なことを示したものである（第 6章）
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本学位論文は，これまで実用化例の少ない白色発光ダイオード（LED）用「希土類添加セラミックス蛍光体」に

ついて，試料合成，物性評価とその応用検討を行ったものである

白色 LEDは低消費電力動作，長寿命，赤外線や紫外線を含まないこと，水銀を使わない親環境性などの特徴を有

しており？次世代の照明機器として期待されている 世界の電力消費量の約 20%程度を照明機器が占めており，こ

のような特徴をもっ白色 LEDが一般照明に応用された場合の省エネルギー効果は莫大で、あると考えられる e 現在，

この白色 LEDにおいて， LEDチップおよび蛍光体を封止する有機樹脂の熱劣化およびそれに伴う強度低下や変色な

どの問題がある

本論文では上記の問題の解決が司能な，『LEDチップの保護』および『発光波長変換Jのごつの機能を担う白色

LED材料の開発を日指して 希土類添加セラミックス蛍光体材料を作製し その発光特性などを含めた光物性を評

価した

第一章では，本論文研究の背景と目的を述べている 長寿命，低消費電力，水銀不使用などの利点をもっ白色

LEDが照明として応用されるまでの歴史について述べた また！白色 LEDにおいて深刻な問題である，ハイパワー

LEDチップの熱や光による樹脂マトリックスの劣化に対し 樹脂を用いない全く新しい蛍光体を創製することの意

義について述べた

第二主主では， YAG (Yttrium Aluminum Garnet) CeH透光性セラミックス蛍光体の作製及びその光物性評価を行っ

た この材料において，青色光励起により＇ Ce3-cの黄色蛍光が観測されることを確認した このことより，青色

LEDの発光と Ce3トの黄色蛍光の加法混色によって白色光が得られ，その発光スペクトルおよび発光効率が市販の白

色 LEDとほぼ同等であることがわかった この材料を用いた白色 LEDは完全無機固体からなるため，樹脂マト

リックス l中に分散された蛍光体に比べ耐熱性に優れる また，耐水性や強度においても優位性を有しており，白色

LED用蛍光体として応用できることを実験的に証明した

第三章では， GdYAG CeJ+透光性セラミックス蛍光体の作製及びその光物性評価を行った この材料において，

第二章と同様に青色光励起により， Ce＇トの黄色蛍光が観測されることを確認した また，その発光スベクトルは Y

サイトへの Gdの置換により，その発光は長波長側へシフトし演色牲の向上が確認された この結果，より自然光

に近い白色光を得ることに成功した

第四章では， M1MgSi201:Eu2+ (Mニ Sr,Ca）結晶化ガラス試料の作製及びその光物性評価を行った 得られた試料

において， Eu2十のブロードな発光が観測された この材料の M における SrとCaの比率によって，その発光色が

青色から黄色まで変化した このことから M の組成制御のみによって この範聞において所望の発光色が得られ

ることがわかった

第五章では， Sm3, Eu＇ト共添加白色蛍光体結晶化ガラス試料の作製及び光物性評価を行った この材料において，

紫外光を励起光として， Sm3+の赤色発光と Eu2十のブロードな緑色発光の加法混色により白色で発光することがわ

かった また，その色度座標は，白色領域付近に位置し熱処迎温度によってその値は変化した

第六章では， SmJ+,EuJ+共添加赤色蛍光体ガラス試料の作製及び光物性評価を行った 現在，「紫外LED十RGB蛍

光体十封止樹脂」から構成される白色 LEDにおいて 赤色蛍光体に用いられている Y202S Eu3÷蛍光体の励起波長

範聞が紫外域にあるため，効率が悪いという問題がある そこです本研究では， LEDの外部量子効率が最犬となる

400 nmで強い吸収ピークを持ち1 赤色で発光する蛍光体の研究に意義を見出した 作製された試料は， 40011111励起

で赤色発光を示した また エネルギー移動の解析から それぞ、れのイオンが独立に吸収・発光していると考えら

れる
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第七章では， Eu2+およびCe＇ト添加 Y Si Al 0 Nガラスおよびその結晶化ガラス試料の作製及び光物性評価を行っ

た この材料において，大気雰囲気で熱処理した試料は窒素が気体として放出されたため，体積が膨張した また，

結品化ガラスではβ Y2Si201結晶相が析出していた。結晶化ガラスの発光スペクトルの解析結果から， Euz+はガラス

マトリックス中に回iきしており，その発光スペクトルは熱処理温度の違いによって青～黄色で大きく変化した － 
}J, Ce3+はfJY2Si201結晶に国溶していたため3 発光スペクトルはほとんど変化せず，紫～青色の発光が観測された

以上，本論文は，次世代の高出力高効率白色 LED用に期待される，希土類添加セラミックス蛍光体の開発を行い，

その光物性評価を行った価値あるものであるといえる
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相関環境学専攻前川 覚

パイロクロア格子反強磁性体 R,(OH)iCl(R=Cu, Ni）におけ

るフラストレート磁性の研究

〔主査〕前 JI! 覚

〔副査〕宮本嘉久，森成隆夫
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幾何学的フラストレーションをもっ最小のスピン配列は三角形であり 三角形4つから成る四国体は三次元フラ

ストレーションをもっ典型的な構造である この間前体が頂点共有により連結したパイロクロア格子反強磁性体は

三次元幾何学的フラストレート磁性体の典型例として多くの興味を集めている このうち最近接スピン間相互作用

が等方的なハイゼンベルグ型の場合には 基底状態が巨視的に縮退し 絶対零度まで秩序化しないことが理論的に

予想されている この縮退の一部が次近接相互作用，双極子相互作用，ジャロシンスキー・守谷相互作用のような

微弱な相互作用により解かれると，新奇な秩序状態が実現すると予想、されており，広く注目を集めている

滋性イオン RNがパイロクロア型格子を組む R,(OH) ,CJ (R二 Cu,Ni）は，三次元幾何学的フラストレート磁性体の

良いモデル物質である スピン s=l/2の量子スピンをもっ R=Cuは 18.1K と6.2Kで， s=lのR=Niは20K と

4.0Kで，逐次柏転移を示す しかし実験手段によって互いに矛盾した解釈が行われるなどその磁気状態は謎に満ち

ており，実験研究により全貌を明らかにすることが期待されている

本申請論文は以上述べたような観点から， R,(OH)iCl(R=Cu, Ni）を対象物質として，超伝導景子干渉計

(SQUID）による践化測定，および水素核を用いた核磁気共鳴 (1HNMR）実験による共鳴スペクトル7 スピン格子

緩和率，スピンスピン緩和率の測定により，これらの能性体におけるフラストレーションに起因する新奇な磁気状

態をミクロな観点から解明したものである

sニ 1/2景子スピン系である Cu,(OH)iClについては，粉末と単結晶試料の1HNMRから，低温相では長距離磁気

秩序が実現していることを明らかにした 特に単結品試料については lmm以下の微小試料の中から，偏光顕微鏡

とX線回折によって双晶のない良質単結晶を選び出し微小試料用のコイルと試料台を作製して実験を可能にした

この試料に弱強磁性の出現する方向に磁場、をかけた共鳴スペクトル測定と群論的考察から？磁気構造を詳細に決定

したこの磁気構造から，強磁性と反強磁性相瓦作用が共存していることを明らかにし？また磁化測定で見出した

弱強磁性が現れる原因を解明した，スピン格子緩和率の測定からは，空間的に局在した特異なスピン波励起が存在

することを示し，さらにスピンの大きさが期待される大きさより縮んでおり，低温相でも大きなスピン揺らぎが残

干子していることを明らかにした

一方，中間相はこれまで磁気秩序が確認されておらず， Valene巴BondSolid状態のような非磁性的な量子状態が実

現していると主張されていた 共鳴スペクトルによって観測された大きな内部磁場の存在から， Valence Bond Solid 

は明確に否定され？周期的なスピン配列状態が実現していることを明らかにした しかしスピン格子緩和率の測定

から，転移点より充分高温から反強磁性的短距離相関が発達し，中間中目に入っても混度に依存しない常敏性的なス

ピン揺らぎが存在することがわかった またスピンスピン緩和率の測定からは，非常に低エネルギーの指らぎが転

移温度以下で凍結することがわかった これらの結果から中間相ではフラストレーション効果によりスピン揺らぎ

のエネルギースペクトルに非自明な構造が存在し，この構造をもったスピン揺らぎとスピンの凍結が共存した一種

の部分無秩序状態が実現していることを明らかにした 対称性の観点からは，スピンをベクトルとみなすと一見，

低混相よりも中間相の対称性が低いように見えるが，中間相ではスピンの量子性のために対称性が高い状況が実現

していると考えられる

s=lスピンをもっ Nii(OH),Clは4.0Kで反強磁性秩序をするが，高磁場での共鳴スペクトルの線幅が 20K以下

で磁化率に比例しなくなることを見いだした また高磁場でのスピン格子緩和率は 20K.J..j、下で減少し始めることも

わかった これらの結果から. 4.0K<T<20Kの中間相は磁場印加によりスピンの揺らぎが抑えられ，誘起磁気

モーメントに不均ーが生じ スピン揺動の空間回転対称性が破れて異方的になるスピンネマティック秩序が起こっ

ていると考えられる

本研究により，両物質には格子歪みにより強磁性と反強磁性相互作用が共存しそれらの三次元フラストレー

ションにより逐次磁気相転移が起こり 各相で新寄な磁気状態が生じていることがわかった 特に中間相ではスピ
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ン揺動とスピン秩序状態が共存する新奇な秩序状態が起こっていることを明らかにした

以上のように，三次元フラストレート反強磁性体 R,(OH)3Cl(R=Cu,Ni）について， SQUIDによる磁化測定，お

よび粉末と微小単結晶を用いた NMR実験を行い，量子スピン系 Cu,(OH)3Clの低泊中目の磁気構造を詳細に決定した

また， Cu,(OH)iClとNi2(OH) 3Clの両物質について！中間中目のフラストレーションに起因する新奇な磁気状態をミ

クロな観点から明らかにして，フラストレート磁性体におけるスピンダイナミクスと秩序化過程について多くの知

見を持た
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本学位申請論文は，アメリカ映画とフロンテイア概念の重層的関係を，鉄道とモニュメント バレーの表象に照

準を定めて究明したものである 鉄道とモニュメント・バレー（アリゾナ州とユタ州の境界に位置する岩石砂漠地

帯）は，それぞれ文明と荒野の代表的形象として， 19世紀のアメリカ西部のフロンテイアを舞台とする西部劇ジャ

ンルのなかで，揺るぎない地位を獲得している 本論文では，両者のイメージをジャンルへの導入地点にまで遡っ

て精読するとともに，フロンテイア概念の多様な展開とそれに伴う西部劇と SF映画のジャンル的混浴を視野に，そ

れらが核兵器や地球のイメージと結びっく瞬間を捉え，その歴史的意義を探究した 論文副題を「映画的フロン

テイアの創造と未来に関する研究」と銘打った所以である

構成に関しては，序論と結論を除く全五章色文明と荒野を両極に置く西部劇そのものの構造を反映させる形で？

以下のように配列した 鉄道の表象を論じた二つの章を論文の前半（第 I章と第2章）に！モニュメント・バレー

の表象を扱ったこつの章を後半（第4主主と第 5章）に置いた 鉄道とモニュメント バレーをめくれる議論は！第2

章と第 5章でそれぞれ核兵器と地球をめぐる議論へと拡大する さらに論文の前半と後半の蝶番として，文明と荒

野の媒介者たるカウボーイの表象を論じた輩を全体の中間（第 3主主）に置いた より具体的な論述内容は以 Fの通

りである

序論で当該分野の研究史を概括したのち，第 l章ではエドウイン.s.ポーター監督の『大列車強盗j (1903年）

を取り上げ，列車表象との関連から本作の映画史的位置付けを再考した 1980年代以後，初期映岡学者や映閏ジャ

ンル論者は本作を西部劇ではなく紀行映画（列車映画）であると主張してきたが，こうした見解は慎重に再検討さ

れるべき側面を平んでいる 先行研究の問題点を浮き彫りにしたのち 本章は『大列車強資jのテクストにいま一

度目を向け，その象徴体系と特異な上映形態 および両者の相互作用を考慮に入れた複合的な分析を行った．そし

てこの作業を通して，小説とも演劇ともその本源的性質を異にする映画媒体ならではのフロンティアとの関係性に

光を当てた．

第2章では，第 l章の議論を受けて『大列車強盗』以後の作品を対象に西部劇における鉄道の表象史を辿り直し

た この論脈でさらに， 19世紀の鉄道建設と 20世紀の核開発オールド・フロンテイアとニュークリア・フロン

テイアの連続性を示唆する異色作を取り上げ アメリカ西部とテクノロジーの相関関係をフクシマ以後の環境論的

視座から再考した 特に重点的に論じたのは？鉄道とモニュメント・バレーの組み合わせで始まり，モニユメント・

バレーとキノコ雲の組み合わせで幕を閉じるという 一見荒唐無稽に見えながら しかし実際にはアメリカ西部の

隠れた歴史を浮き彫りにした『トイ ストーリー 3j (2010年）の冒頭シーンである

第3章では，荒野と文明の媒介者たるカウボーイの表象を彼らの入浴シーンに注目して分析した 関部劇の入浴

シーンには，カウボーイが帽子を被ったまま入浴するとか 浴槽のなかから拳銃を放つといった奇妙な約束事が認

められる 荒野と文明がジャンルの論理上，男性空間と女性空間と規定されていることを踏まえ，本章では上述の

約束事をカウボーイのジエンダー的葛藤の表れとして読み解き，さらには卓越した西部劇監督（サム・ペキンパー

やクリント イーストウッドら）が一連の約束事にいかに捻りを加え，ハリウッド映画の男性表象をいかに刷新し

たのかを跡付けた．

第4章では， 20世紀中葉までほぼ無名の存在であったモニユメント・バレ←が西部劇によって「発見」され，

アメリカ西部の象徴的風景にまで登り詰めたプロセスを 19世紀アメリカにおける風景画流行の地点にまで遡って

調査した その上で＼ジョン フォード監督の描くモニュメント・バレーを従来とは異なる観点から精読した 「西

部劇の神様」として知られながら，実人生においてはむしろ海との関係が深かったフォードは，代表作『捜索者j

(1956年）のなかで，モニュメント バレーの内に大小の島々の浮かぶ海のイメージを見出した 本意ではこの仮説
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を仔細に検証するとともに，『捜索者』における風景表象と人種表象の驚くべき共鳴作用の解明を試みた．

第5章では，スタンリー・キュープリック監督の SF映画『2001年宇宙の旅』（1968年）とシネラマ西部劇『西部

開拓史』（1962年）を比較考察した．両作品はともにラルフ・ウォルドー・エマソンの眼球講を思わせる空撮シーン

を含み，さらにその一部にモニユメント・バレーを登場させるという共通点を持つ しかし一方で当該シーンで表

明される自然観においては両作品は好一対を成す．従来見過ごされてきたこのコントラストを手掛かりに，本章は

さらに議論の照準を地球内の自然から地球そのものへと拡大し，光り輝く胎児がこの青い惑星を見下ろすという

『2001年宇宙の旅』の有名なエンデイングを再解釈した 西部開拓時代と宇宙開拓時代における人間中心主義的自然

観の一貫性と，その超克の可能性がこのエンデイングには等しく刻印されている

結論では，議論の要点を振り返るとともに，第 5章で論じた『西部開拓史』を例として， 19世紀以後のフロン

テイア概念の変遷史をいま一度辿り直した
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論文要旨

本論文は， 1950年代から 70年代にかけての日本映岡の実情を，｜司時代急速に普及していくテレビとの関係を踏ま

えて 多角的に考察した映画学的研究である 1950年代は，日本の映画界が過去最高の景気を示しいわゆる「黄
金期」であったのに対し 60年代は，観客数ならびに映函館数が減少の一途を辿り，「斜陽期」と位置づけられてい

る さらに 1970年代になると，大映，日活といった老舗の映国会社が相次いで、経営破綻へと追い込まれるのであり，

映画産業の危機が自明のものとなっていく こうして同時代，日本映画界は繁栄から衰退へと，大きな転落を強い
られるのだが，そこには当時からテレビの普及が関係していると見なされてきた 映画観客の減少とテレピの急速

な普及は，どちらも 1959年に始まるのであり，それゆえτ 両者の盛衰を因果関係的に結び付けて語ることが常識と

されてきた 本論文は，こうした統計的な判断のもとに表面的にしか語られてこなかった両者の関係性について再

考しまた！看過されてきた日本映画の転落の内実へと迫るものである
具体的には，全3部5章のもと， J,:J、下のような観点から考察をおこなった まず第 I部では，映画産業の繁栄か

ら衰退への流れを整理しその内実を採ることを目的とした なかでもその第 l章においては映画興行に生じた問

題とそれに対する興行者たちの対応について検証した 景気の状態を表す指標としてしばしば引用されるのが，前

述の観客数や映画館数であるが，それらは 7 日央闘興行と密接に関係する統計データでもある ここでは， 1950年代

の日本映画の黄金期に起こった，興行者同士の激しい対立や＇ 60年代の斜陽期でありながらも？大都市の一部の劇

場が繁栄した背景など！統計データでは読み取れない，斯界の実情を明らかにした

次いで第 I部第2章では， 1960年代以降，観客数の減少に苦しむ大手映間会社が採った動員回復のための戦略に

ついて考察をおこなった 同時代，各社とも？映画の収入j戒を補うため7 ボーリング場やホテルの経営など？映画

以外の事業を積極的に展開していったことはよく知られている そうした多角経営が各社で推進される中！それで

も彼らが映画事業の再建にどのように取り組んだのかを，宣伝強化や，大都市中心の配給など！具体的な事例を挙

げて詳述した

第E部では，映画産業がテレピ対策として導入したワイドスクリーン映画を取り扱った。世界中でさまざまな規

格が開発されたワイドスクリーン映画のなかでも 日本をはじめ各国で当時圧倒的な支持を集めたのがスコープ映

画と呼ばれるものであった l957年に登場したスコープ映函は，それまでの画面サイズよりも約 1.7倍，スクリー

ンが横に拡大したもので，テレビとの遠いを強調するために生み出された，それはテレビの小さな岡聞では体験で

きない迫力と「現実感」をもたらすことが期待され，テレビ産業に対抗する最大の技術革新になりうると考えられ

た 第E部第 l主きでは1 こうして商業的要請から導入されたスコープ映画が映画製作に与えた影響についての考察

乞撮影手法の変化に注目しておこなった 監督たちが当初，拡大した空間の処理に戸惑いを覚えていたことを当

時の言説から明らかにする一方，それでもその空間を生かして？独創的な撮影手法を実践する者がいたことを，精

綴な映像分析と共に提示して見せた 続いて第E部第2章では，前主主での議論を踏まえて，奥行きの欠如というス

コープ映画が抱える技術的問題を取り上げ，加藤泰という「縦の構図jで評判を呼んだ監督がその問題をどう克服

し奥行きを利用した映画演出を実践したのかを，彼の作品『幕末残酷物語j(1964年）を採り上げて，テクスト分

析により明らかにした

第E部では，同時代の映画とテレピの作品を比較することで，映画がテレビ、から受けた作品の内容聞における影

響を確認した なかでもその第 l章では！日本映商の草創期から由民に親しまれてきた時代劇に焦点を絞った分析

をおこなった 1960年代に入札映画産業の斜陽にあわせて，それまで隆盛を誇っていた時代劇映画は衰退してい

く とはいえ1 時代劇ジャンルそのものの人気が廃れたわけではない 同時代，テレビ時代劇は好評を博していた

のである こうした背景を踏まえて，本章では， 1960年代以降の時代劇映聞の展開を，ヒーローたちの身体表象に

注目しテレビ時代劇との比較を通して分析していった

結論では以 tのような考察から，テレビ浸透期の日本映画界においては？映画の製作，配給，興行とあらゆる段

階で「変革」が遂行されていったことを強調しさらにその「変革」が現代の日本映画を支える基盤になっている

ことを指摘した



200 

論文要旨

博士学位一覧

学 位記 呑号 人↑専第 641号 氏名羽鳥隆英

学位授与の日付

専攻・指導教官名

論文題目

調査委員

平成 25年 3月25日

共生人間学専攻加藤幹郎
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〔主査〕加藤幹郎

〔副査〕小倉紀蔵ヲ松田英男

本論文は， 1920年代後半から 21世紀初頭までの日本映画史について，幕末映画（幕末＝明治維新を表象した映

画）と股旅映画（江戸時代後期から明治維新にかけての流れ者の博徒を主人公に据えた映画）の相関関係を軸に，

映1.111ド判的に分析した研究である 序章を含め，全6章で構成され，章から章への展開は基本的に時系列に従う

）＇（，：＇ザでは，近代日本の大衆文学・大衆文化史上に大きな足跡を残した劇作家＝小説家長谷川伸（ 1884年一1963年）

のれぷ的経歴を手掛かりに，幕末映画と股旅映画の相関関係という視点から日本映画史を再検討する本論文の人文

や提示した

は，明治維新 60周年に当たる 1928年前後に大流行を見せた幕末映画について，映画学におけるメロド

ブ，， ,:,; ( lJi［動化する近代社会をいかに生きるかを大衆に教授するイデオロギー装置としてのメロドラマ研究）を援

多角的に考察した 初めに，昭和初年の幕末I映＠Iが譲夷派と開閉派，倒幕派と佐幕派など，日本人同士

の悶午l公表象する際，一方を善，他方を悪とする善悪二元論に依拠せず，全ての日本人は欧米列強の植民地主義の

林中t,!!J－であり，本来的に善良な日本人同士の闘争は；{.l;L tsべき廿l均の争いであるとの認識を示した点を指摘した

その」：で 主人公（主に坂本龍馬などの男性政治家）がカメラニ樹容を見詰め，初等に呼び掛けるように台詞を発す

る瞬間に告白し，昭和初年の日本社会とわずか 60余年前のlf'r米事である幕末＝明治維新の映画的表象との関係を動

態的に分析した

第2主主では，同じく HR和初年に大衆的人気をf昨なした股旅映jftfjについて＇ 19:29年に公開された『沓掛時次郎J
（辻吉朗監督）の分析を通じ！多角的に紛討した 初めに， jりj則から古典邦lへの移行を終えつつある昭和初年の日本

映画界において！時代劇／現代劇問の境界線（明治・大正期を時代劇と現代劇のいずれの物語舞台と見るか）を巡

る議論が活発化しそれゆえ明治初年という境界的な時代設定を持つ散切映国｜が関心を集めた点を指摘した その

上で，日本映画‘史上の最初の股旅映；聞である fを掛時次郎』もまた？こうした試行錯誤の渦中に誕生した点につい

て，本f乍の脚本家如月敏の作家的経歴および言説7 同時期に日本映画界を席巻した小ll貝映画（専ら持情的な主題歌

を備えた無声映画）の約束事との関連などを踏まえつつ？映画史的に解明した

第3章では， 1931年の満州事変から 1945年の敗戦に至る 15年戦争の渦中で，幕末映聞がいかなる変質を見せた

かについて？再びメロドラマ論を援用しつつ，映画作家稲垣浩の諸作品を主な事例に考察した 初めに，昭和初年

の幕末映画に言及し，物語の結尾にしばしば公開当時の「現在」を描く場面が配置された点言い換えれば幕末＝明

治維新という「近過去jを昭和初年という「現在Jの立場から物語化する際の目的論的事後性が，幕末映画の物語

構造に反映した点を確認した その上で，稲垣浩監督『新撰組』（1934年）の撮影台本？同じく『江戸：最後の日J
( 1941年）の映像などを分析し 15年戦争下の幕末映画には同様の物語構造が認め難い点を指摘すると共に？こう

した変質と日本映画界および日本社会の動向との関わりを考察した

第 4章では？股旅映画が時代劇／現代劇問の境界線を巡る議論の渦中に誕生したという第 2章での分析を踏まえ，

時代劇／現代劇の二分法が転回点（時代劇の衰退と明治・大正期を主な時代背景とする任侠映画の台頭）に差し掛

かり始めた 1963年公開の股旅映画『いれずみ半太郎』を映画的テクスト分析の組上に載せた 古典的物語映画の約

来事からの大胆な逸脱振りで知られる映画作家マキノ雅弘が，『いれずみ半太郎jをいかに精巧な映画的テクストに

｛上点てたかについてF 物語の舞台である江戸＝小田原間の東海道の〈忠則性と，物語の要所に提示される《線》の映

像的主題の精綴な同期を指摘し，マキノの作家的個性に新たな光を投じた さらに補論を設け，『いれずみ半太郎J
の玖 1964年に公開された幕末映画『暗殺』（篠田正浩監督）の革新性について，主人公のカメラ日線の使用法に焦

点を絞り 7 映画史的に分析した

第 5章では，一旦は完全に衰退した時代劇が， 2000年前後を転機に，再び連続的に公開され始め，特に幕末＝明治

維新に時代設定された作例が重要な位置を占める点について，山田洋次監督の海坂溶三部作（『たそがれ清兵衛』

[2002年］，『隠し剣鬼の爪j[2004年］，『武士の一分』［2006年］）を中心に考察した 第 3章に言及した通り，昭和

初年の幕末映画では，結尾に公開当時の「現在」の場面が配置され？幕末二明治維新と昭和初年との連続性が強調さ

れた。第5章では，『たそがれ清兵衛』の結尾にも昭和初年の場面が配置された点， j並びに公開当時，こうした物語

構造が批判に附された点に着目し 海坂藩三部作を通じ，幕末＝明治維新と「現在」の関係が弛緩し，歴史からユー

トピアへ，幕末＝明治維新像が変質した点を指摘した
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本論文は，フロイトの精神分析が，近代日本文学においてどのように受け入れられて，文学の方法論となって

いったかを，何人かの作家の例を参照しながら跡づけ，日本の近代思想、と西欧の思想との聞の相互関係の中で＼フ

ロイトの思想、が果たした役割を解明しようとしたものである

序章においては，明治から昭和にかけてフロイト思想が医学，心理学，文学の分野でどのように紹介され概説さ

れていたかということに関する歴史的叙述がなされる とりわけ芥川龍之介や伊藤整など，影響力の大きかった作

家におけるフロイト思想の扱いを調べるとともに，精神分析それ自身の日本的発展の事情を確認することによって1

L下の各章における考察の枠が整えられる

第一章では，森鴎外におけるフロイトの影響が論じられる．ことに，鴎外が実際に所持していたフロイトの著作

に直接当たって考証するとともに，日本におけるフロイトへの最初の言及が森鴎外によるものであるということを

明確化している すなわち森鴎外はフロイトの初期の神経症論を同時代的に知り 7 医学的検討の対象としていたの

であり，その結果鴎外はフロイトの性病因論に対して否定的であった ところが鴎外はまた，その文学作品におい

て性病因論を取り上げて登場人物の口から語らせており 文学的にもフロイトに関して必ずしも無関心ではなかっ

たことが推測される。

第二章では，夏fcli秋石の弟子であった中村古峡の小説「殻」が取り上げられる この作品において，古峡は目然

主義文学の影響のもとに！実弟の統合失調症の症状を克明に描写しており，そこには商欧の近代精神医学における

記述現象学との問の類北関係が認められる やがて彼は精神分析に影響を受けて，様々な精神の病を描写しとく

に雑誌『変態心理』を発刊して人聞の心理を文学的に解明しようとするが，後に精神医学者となる この章では，

身内に患者を抱えた一人の人聞が，文学と医学の両面から精神の病理に接近しようとして苦闘し，その過程でフロ

イトの精神分析を吸収した様子が拾かれ，フロイトの精神分析は医学との関係において方法論的に受容されている

ことが示される

第三章では，やはり激石の弟子である内田百問が取り！二げられる この作家は父への愛着関係において解決でき

ない悩みを抱えていて！それがいわゆる「創造の病」としての神経衰弱として現れていたと考えられる 彼はその

ような個人的な問題意識のもとに 間接的に精神分析からの影響を受けたと考えられ夢の扱いや作品そのものを

夢のようなものとして構成しているところに，その影響が現れているとみられる ここでは精神分析の考え方を必

ずしも医学的には捉えずに，人間の意識のありょうの記述様式として用いるという方法がみられる

第四章では，佐藤春夫の「更生記」を扱う 佐藤のこの小説は？はっきりと精神分析を表に出して装置として用

いている これは精神分析を題材とした日本で最初の長編小説であると言える この小説において佐藤は，精神分

析に反対の立場をとる一般の精神医学の立場と，フロイトの心的外傷論の立場とを組み合わせており τ 両方の知識

を使用した実験的な小説であるという点で，第一意で論じた森鴎外の論からの迷続性があり，また精神分析的な病

因論を一種の推現小説のように組み立てるという点では，三島由紀夫の小説にも通じるところが窺える。

第五章では中上健次の文学を扱う 中上自身は，フロイトのエディプスコンブレクスを物語の定型のーっとして

いた これは，上記における，精神医学の枠内もしくは精神医学の隣接科学として精神分析を捉えるということか

らも，また精神分析とは無意識を扱う学であるということからも少し外れて？無意識を独立の構造的領域として文

化的にも広く扱うという態度である 中上は，物語の祖型がそこにあると考えることで，エディプスとは別の祖型

として「母と子の終わりのない愛情の葛藤」という図式を見出し それをもって 小説がエディプスコンプレスを

「超える」という可能性を主張するに至った

終章では，日本の近代文学における，フロイトの思想、の受容の様々な様態を振り返っている ここでは再び，こ

れまでに論じられた作家が取り上げられて相互に比較されている そして時代を追って，これらの作家によるフロ

イト受容のあり方の特徴を吟味している すなわちj 治療法としての精神分析に期待をかけつつそれを小説の筋書

きとして用いるという初期の方法から，「識域下の我」と芥川lが言うような，「通常の方法では描き出せない次元」

への接近の方法として精神分析を暗に用いるという方式へと変わり さらにそれは 一見したところでは分からな

い広範囲の「物語の定型」を探る方法として，精神分析の所見を使うという方法へと移ってきたと見られる
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20 IJl紀初頭に，イギリス演劇教育の歴史において，演劇を国語（英語）教育の手段として初めて導入したヘン

リ」・コールドウェル・クック（1886～ 1937）は現代演劇教育のパイオニアの一人として扱われるだけで，その教

育子法はこれまで十分解明されてこなかった 本学位申請論文は，クックの手法の本質を明らかにし，イギリス演

劇教育の脱史の1j:rに位置づけようとするものである

第 l取は， iii（広ljによる言語教育の歴史を辿り，クックによる演劇を使った国語（英語）教育に至る展開を明らか

にしている 怠織的に演劇が教育の手段として使われるのは， 16世紀のイエズス会の修道士たちによる古典語劇の

t・ 河iCある エリザベス朝時代のグラマースクールでは，学校劇が古典語教育に朋いられた 大学では，古典語劇

ヘコ新ラテン詩劇によるラテン語教育が始められた 17世紀から 19世紀には？文法の論理的分析や訳読中心の学問的

言；符校一花、が再び、主討しになるが，言語教育において古典語によるf学校劇のと演は慣習的に続けられた. 20 I並紀初頭に

は？翻訳ベ＇ tit 1-11織だけに頼らず，母語習得とi吉H誌に. i~l 然に Ki会接的に外国詰を習得すべきだという理念に基づい

た話；訂1引受法グイレクト・メソッドが生まれた W.H.Iコラウズはその教授法で演劇を使った古典語教育を実践し

そしてラウズの演劇を取り入れた指導法を，クックが［E［，「？？：（：』！とn持）教育に），~；、則することになったのである

ij主2本は！現代演劇教育のもう一人のパイオニア，ハリエット・ブインしイェジョンソンの手法を吟味してクッ

クとの方向性の違いを示し，第 3業？は？ クックの演劇的な教育Ti：たを分析トしてτ その本質を解明している 1917 

ij・ にThePlay Wayを出版したクックは知識中心の実利主義的教育合批判！！実際に康ljを「i寅［じるという方法」に

よって，文学を理解させるだけでなく，炎際の上演を通して社会で生きていく力を養わせるべきことを主張した

これは，「それ自体小さな世界jとしての，学校の存在価値を強調したアプローチの教育的側面と，実社会が持つ演

劇性を見据えて学校を捉えた演劇的側面が融合した形であった ジョン・デューイの影響を受けて，クックは読解

中心の従来の教育を否定し生徒自身の実践と体験の重要性を強調した これは主体的な活動から生徒の自律性の

泌養を l~l 指したもので，フインレイェジョンソンにも認められる教育姿勢であり，当時の「新教育運動」が背景とし

てあった 全教科を教える手段として演劇的手法を用いた，フインレイニジョンソンと違って，国語（英語）科目

の教育に言語芸術でもある演劇を使うことだけに専念できたクックは，演劇を手段であると｜司時に目的としてもみ

なすことができた

第4主主では，イギリスのドラマ教育を支えた二つの教育プログラム DIE(Drama-irトEducation）と TIE(Theatre-m-

Education）のうち，前者の本質を探り，クックとの違いを明確にしている. 1960年代に生まれた DIEは？ ドラマを

通して子供の人格形成を試みた。ここでいうドラマとは，演劇から観客という要素を除いたもので， DIEはそれを

教育に使おうとした。そこには逆に， DIEのパイオニアたちの演劇それ自体に対する意識が伺える それは，クッ

クの演劇に対する意識と同質のものであった クックと DIEのパイオニアたちとの類似性はドラマ教育の目的にも

認められ，子供たちに社会で生きるための準備をさせるという共通の目的が存在する そうした類似性にもかかわ

らず＇， DIEはやがてドラマを教育の手段として使うことに専心するあまり，演劇的な方向性を次第に失っていった

DIEと，演劇を正しく捉えながら教育の手段として使おうとしたクックとを結びつけることは，不適切で、あると言

える

第5章では，イギリスのドラマ教育におけるもう一つの教育プログラムである TIEを吟味し，クックを TIEと結

びつけることも不適切であることを示している TIEは 19世紀後半のチルドレン・シアターを原型とし， 1965年に

誕生した クックにおいては演劇そのものの枠組みが維持されたが， TIEも同様の傾向を示しているように見える

TIEは，劇団が学校と協力して，カリキユラムに沿って言語や歴史や社会問題などについて教える教育形態である

が，劇団と学校という二つのアイデンティティから， TIEは所属と財政の両面での二重性の問題を抱えることに

なった この問題を未解決のまま， ドラマを正規科目から外した 1988年の教育改革を境に， TIEは衰えることに

なった 演劇と教育の二つの軸をもちながら演劇に重心を置き続けた TIEと，演劇を正しく把握しながらも教育に
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重心を置いたクックとは1 対極的な姿勢をもっていたと言える

結論では，クックの演劇を使った言語教育手法の本質を再確認しイギリス演劇教育の歴史の中に位置づけてい

る クックの独自性は，教育の手段として使った演劇の枠組みを維持しようとした点にある その点で，演劇から

観客という要素を除いたドラマを教育の手段として使うようになった DIEとクックは，根本的に異なっている。ま

た，演劇Jと教育を共存させながらもあくまで演劇に立脚した TIEを，演劇を見据えながらも教育に重心を置き続け

たクックと結びつけることも妥当とは言えないと指摘している クックの教育手法は，演劇そのものを教育のため

の手段として使ったイギ、リスの言語教育の伝統の上にあり，言語教育における演劇を使う際にはクックの示した方

法論の意義を深く認識する必要がある
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木論文は，二O世紀フランスの哲学者ミシェル・フーコー（一九二六～八四年）の思想について，おもに美学の

観点から研究を行ったものである

ブーコーは近年，人間の生とそれにまつわるさまざまな権力との関わりを問題とする，いわゆる「生政治jの議

論でお照されることが多く‘また今日では，この問題系をはじめて本格的に展開した哲学者としてよく知られてい

-・・・ hで彼はその晩年に，「みずからの生を一個の芸術作品にするjという理念から出発して，「生存の美学」とい

う謡J交な概念を提出しでもいる．「生存の美学」が意味するのはまず，自己をひとつの作品として作り上げていくよ

うな生約あり方であり，自己への働きかけによる自己自身の変形へと向かう生である この概念は，「生政治」概念

といわば去裏一体のものと考えることができる というのもそこには 「生政治Jにおいて主体に作用してくる力に

いかに対応、寸るかについて，フーコーなりの思索が込められており，その述、昧において，この概念は？「生政治jに

おいてしづ、なる主体の様態が可能かについての フーコーによる構想、として促えることができるからである。

この上うに，「IJ~存の美学J は，「！U似合」と _;ttんぐ後期フーコーにとって；lTl烈な概念であるのだが，それにもか

かわらず，「生存の美学」は，「生政治｜止 Jtべるといまだ卜分に論じられてしミるとはいいがたい。 しかしながら，

先に述べた「生存の美学」と「生政治｜の関係争ふまえるならば！ワーコーにおける美学というテーマは 7 たんに

右、術の1111題のみにi村合するものではなく 人聞の正！ごまでを・ふくむ 広く「社会的なもの」の賭け金となっているこ

とがわかるだろう 本論丈は，こうした点に注目しこの｜生存の美小jというフ、コ一晩年のコンセプト，また

それにまつわる一般の主体論から出発して 彼の思？日；1全体を扶えなおそうと試みたものである

これまで，フーコーについて，芸術との関わりという観点から論じた先行研究においては，分析対象となるフー

コーのテクストが？おもに前期の論考に偏る傾向があった というのも，一般にフーコーが芸術について関心を

持って向き合っていたのは，おもに前期の活動においてであり，その後は権力や主体というテーマに関心が移って

いくのにつれて，それらのテーマからは次第に遠ざかっていくと考えられてきたからである それに対して，本論

文の特徴は，この晩年の「生存の美学」をめぐる主体論のなかに，彼の美学的なテーマの持続を見出し，そこから

ひるがえって，フーコ←の思想全体を，生と芸術という観点から捉えなおす点にある。これは，フーコーの権力論

の新たな解釈としてのみならず，「倫理的・政治的なものjとの結びつきをますます強めつつある現代の美学への貢

献という観点からも大きな意義を持っと考えられる

本論文の内容は全三部（全七章）から構成される まず第一部では，フーコーの六0年代の著作を中心として，

その前期の芸術論が「外Jという概念とともにたどられる このうち，第一章では，六0年代の文学論および絵画

論の検討から，「外」概念の輪郭を浮き彫りにし第二章では 7 この「外」概念と同時期のより原理的な考察とのつ

ながりを探究する これにより，フーコーにおける「外」の形象の合意7 その意味論的な広がりが明らかとなると

！日J11.＼＇に F この時期の芸術についての考察全体が「外の芸術論」として位置づけられる

続いて第二部では？七0年代以降の権力論の検討から，後期の主体論へのつながりが探られる 「生存の美学」に

象徴される後期の主体論は，七O年以降の権力論，とりわけ生そのものへと働きかける権力への考察と表裏一体の

関係にある したがって？前者を理解するためには，後者の解明が不可欠となってくる。ここから第三章では，七

0年代の著作を中心にしてフーコーの権力理解を明らかにし，第四章では j この権力の抵抗点としての生の様態を

検討する

最後に第三部では，「生存の美学Jを中心とした後期の主体論が，やはり「外」の観点から論じられる このうち，

第五章では，「生存の美学」の内実を明らかにしさらに第六章では？この「生存の美学」を，ひとつの「外の美

学」として位置づけた上で，最後に第七章では，こうして位置づけられた「外の美学」から出発して，同時期の芸

術論をあらためて検討する

以上の考察により，フーコーに特有の権力論を背景に，その前期の芸術論と後期の主体論乞「外」を蝶番として

結びつけることができるだろう こうして，フーコーの思想を，「外」という観点から，ひとつの美学として読み解

くことも可能になるのである
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物体視における特徴間相互作用に関する知覚的及び認知的検討

〔主査〕藤木 潤

〔副査〕月浦 崇，船橋新太郎（こころの未来研究センター）

本学位申請論文は，外界の物体の知覚や記憶において，位置情報の果たす役割について低次の知覚レベルと高

次の認知レベルの 2つの段階から検討した研究をまとめたものである 低次の知覚レベルにおいて位置情報が果た

す役割については？同時色対比という錯視現象に着白し，この錯祝が中心の色と周辺の色の空間的な距離に依存し

て生起することを心理物理実験によって示すとともに，錯視を経験している際の実験協力者の脳活動を機能的磁気

共鳴凶像法（瓜!fRI）を用いて観測した また高次の認知レベルにおいては，特徴を統合した物体を視覚性ワーキン

グメモリ内に保持する際に 物体の位置特徴は色や形態といった他の特徴と異なり，課題に無関係に物体に統合さ

れることを心理物理笑験によって示した

第 l章では，本研究の背景と目的が述べられた 我々が外界の物体を知覚するとき！物体の色や形といった特徴

は特定の視覚領域で表現されるのに対し，物体の位置の情報は，低次視覚レベルにおける網膜位置中心の表象と，

高次視覚レベルにおける物体非依存的な空間位置の表象の複数レベルで符号化されることが示されている 本研究

は，物体の位置特徴が果たす役割について，低次の知覚レベルと高次の認知レベルの 2つの段階から検討しその

関係を考祭することを目的とした

第2章では，同時色対比のテスト刺激の色の強さを心理物理学的に測定する実験を行った 実験に用いたテスト

刺激と周辺刺激は LM錐体反対軸上の等輝度の赤または緑で＼周辺刺激の色がテスト刺激と反対色の場合（テスト

刺激の色が濃く見える）と 7 テスト刺激と同色の場合（テスト刺激は薄く見える）との向でテスト刺激の色の見え

を比較する非対称マッチング実験を行った その結果，同時色対比効果の強さは，テスト周辺刺激の色関係が反対

色の場合と同色の場合で有意に異なり，色選択的な同時色対比効果が確認された さらに，テスト刺激と周辺刺激

の空間距離が遠ざかるにつれて同時色対比の強さがどう変化するかを調べたところ？同時色対比効果は，テスト刺

激と周辺刺激が視角 1.00離れるとほぼゼロになることが示された この結果は，同時色対比効果には刺激の空間距

離が大きく影響し色の空間比較は視角 1.0。程度の比較的狭い範囲で行われていることを示唆している

第3主主では！第2主主の同時色対比の神経相関を探索するために行った機能的脳イメージング実験が報告された．

テスト 周辺刺激の色関係が反対色の場合と同色の場合の間で脳活動を比較した その結果，物理的には問じ色の

テスト刺激が反対色の周辺刺激によって濃く見えた場合に？ヒト大脳視覚野の，低次視覚野（V!dヲ V2d,V3, VI、九

V2v,VP）から高次の視覚野（V3A,V4d, V7, V4vぅV8）の多数の視覚野の活動が色の見えに相関して増加した また，

テスト刺激をレチノトピックに表象する領域が同定された低次視覚野では，賦活部（立は，テスト刺激を表象する領

域の境界部付近に位置することが確認された これらの結果は，色の空間比較はある皮質領野に特化した機構では

なく，程度の差はあるが， VIのような初期視覚野から高次視覚野までの各視覚野が色の空間比較に寄与しているこ

とを示唆している さらにテスト刺激と周辺刺激の聞に等輝度のギャップを挿入して空間的な距離を離すと，低次

視覚野，高次領野ともに視角 1.0＂のギャップの挿入で全体的に賦活が消滅することが観察された この結果は，色

の空間比較は視角 1.0。程度の比較的狭い範囲で行われていることを示唆している

第4事では，物体の視覚的短期記憶における位置特徴の特異性について検討した 実験では，色9 形，位置で定

義された複数の物体について，実験協力者が特定の 2つの特徴次元についてその組合せが変化するかどうかを検出

し残りの lつの特徴次元の変化を無視する課題（課題関連変化検出課題）を行い，我々が課題に関連する視覚特

徴だけを選択的に統合できるのか，もしくは全ての視覚特徴は課題の要求に関わらず自動的に統合されるのか，あ

るいは特定の特徴だけが課題に関係なく統合されるのかを調べた その結果，色と形を統合する条件でのみ，課題

に無関連な位置情報からの干渉が生じることが示された この結果から 位置情報は課題に必要ない持でも無視で

きないが，色と形は比較的容易に無視できることを示し，物体の特徴を統合してti¥¥覚性ワーキングメモリ内に保持

する際には，イ立霞特徴が特異的な役割を果たすことが示唆された

第5章では，第 2 4章の結果，および物体視における位置特徴の役割に関する先行研究で明らかにされている事

実を踏まえ，総合考察を行なった 実験結果を総合すると，我々が「物体の色を見る」というようなシンプルな知

覚においても，あるいは「物体を一時的に記憶、する」というような高次の認知においても，位置特徴が重要な役割

を果たすことが明らかになった さらに，各レベルにおいて寄与する位置情報の性質が異なることから，位置情報

の表現は視覚情報処理の中で段階的に変遷する可能性があると主張した
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割

〔主査〕船橋新太郎（こころの未来研究センター）

〔副査〕斎木潤，月浦崇

自然の風景や絵両などを見た時に生じる美的感覚や美的印象が，どのような脳内メカニズムで生じるのかに関す

る研究が，近年進められている 神経美学と呼ばれる研究分野がそれである この分野で行われているニューロイ

メージング研究により，ヒトに様々な絵画などの刺激を見せて美醜の評価を行わせ，その評価を行っている時や，

評価の結果美しいと判断された刺激を見ている時の脳活動を計測すると，前頭連合野眼寓部に賦1舌の見られること

が報告されている また，自然の風景や絵画などで生じる美的感覚や，香りや音楽などで生じる快感情などτ 社会

的報酬と呼ばれる働きがこの領域で、担われていることが明らかにされている 一方，別の研究により，眼寓部は，

様々な報酬に好ましさなどの情動的評価を与える機能や，異なる報酬問で生じる好ましさの違いなど，報酬として

の価値の違いを表象する機能をももっていることが明らかにされている また，動物を用いた神経生理学的研究で

は， rm；内部のニューロンが，食物や水分などの一次報酬の予期や出現に関連した活動を示すことや，報酬に対する

好まし ζの違いを反聞ける活動を示すことが報告されている しかしながら，限省部のニューロンが，生物学的に

は報酬としての価値をもたないが，社会的報酬としての価値をもっ絵阿などの視覚刺激に対してどのような報酬関

連応絡を不すのかは明らかではない。そこで本研究では，動物にとっては新規な刺激であり？様々な程度の美的感

覚を生じるフラクタル問形を使用し これに対する選好性の強さの迷いを選択行動実験により確定した同時に，

これらの凶形にNする限内部のJ,1)；；；：を停I析することにより， mJJ対•IJ ？般に対ーする選好性の形成における眼筒音llの役割

をゆjらかにし， 3昨今的感党の生j戊べコキl:fi"的報酬に関わる神経機構を解明しようと；式みた

第 l 章では， TiJfYt:の＇1"1' ；立と 1in~·cの目的を記載した

第2章では，様ヤなフラクタ jレ図形に対して動物が選好性の迷いを示すかどうかを明らかにする目的で， 2頭のニ

ホンザルに二者選択課題を行わせた 30枚の図形を 1セットとして合計 9セットの刺激群を準備しF 図形セットご

とにそこに含まれる図形の選好性の序列付けを行った 課題では 2枚の図形を左右同時に呈示し，サルが 1秒間見

続けた図形を選択した図形とみなした さらに，選択した図形のみを呈示し？最大 12秒間それを見続けることがで

きたら正答とし，各図形の正答率の違いを選好性の違いとした その結果，全てのセットでll<J形による正答率に遠

いが見られ，これをもとに序列を作成することができた 各図形の正答率による序列はセッションを通じて維持さ

れ，また，各図形の呈示回数の遠いや，図形の組み合わせの違いには依存しないことから，正答率の違いによる序

列がサルのフラクタル図形に対する選好性の違いを反映していると結論づけられた

第 3章では，視覚刺激に対する選好性の形成における前頭連合野限霞部の役割を明らかにする目的で＼選好性の

只なるフラクタル図形に対する限寓部ニューロンの応答を解析した 行動実験の結果にもとづき，使用したすべて

の図形セットの中から，正答率の高い図形を 20枚，正答率の低い図形を 20枚2 中間の正答率の図形を 30枚選択し

て使間した 眼寓部から記録した約 250個のニューロン活動を解析した結果＇ 17%のニユ←ロンで，図形に対する

応答の大きさが，行動実験で得られた選好性の強さの違いにより影響されることが明らかになった この中には，

選好性の高い図形で強い応答を示すポジテイブ・ニューロンと P 選好性の低い図形で強い応答を示すネガテイブ・

ニューロンが含まれていた これらのニューロンの応答の大きさの違いが，図形に含まれている色や形などの視覚

的特i授の違いによるものではないこと，また，選好性の異なる図形グループ内の少数の図形に対する顕著な応答に

よるものでもないことは，各ニユ←ロンのフラクタJレ図形に対する応答の選択性の検討により明らかになっている．

このように，行動実験で明らかになったフラクタル図形に対する選好性の強さの違いが，図形に対する前頭連合野

限筒部ニューロンの応答の違いに反映されていることが明らかになったi

第 4章では，綬：合考察として，行動実験ならびに神経生理実験の結果の考察を行っている。行動実験では，フラ

クタル図形に対する選好性の強さの違いを選択行動実験により確定することが目的であり，フラクタル図形自体を

報酬として使用する必要ーがあったが，水分などの一次報酬を使用せざるを得なかった．美的感覚の生成や社会的報

酬に関わる神経機構の解明のためには 一次報酬を使用しない方法の開発が必要であることを指摘しているーまた，

神経生理実験では，視覚刺激の選好性の違いを表象するニューロンの一次報酬への関与の有無，視覚情報と情動情

報の統合の仕組みの解明が必要で、あり，この検討により美的感覚の生成や社会的報酬に関わる神経機構の解明が可

能になると説明している
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論文要旨

本論文は，認知言語学の観点、から，日本語の指示詞（コ系，ソ系，ア系の指示詞）の意味機能と語用論的機能を

分析した理論的・実証的研究である 全体は， 8章から成る

第 l章では，本論文における指示詞の分析の枠組みとなる認知言語学の基本概念と本研究の構成を明らかにして

いる

第2章では，現代日本語の指示詞の先行研究を概観するとともに，先行研究の次の問題を指摘しているー先行研

究では，（i）指示詞のひとつの用法を説明しそれを別の用法に対応付けて説明する研究手法が採られることが多

く，複数の用法を統一的に説明できていない (ii）コソア系の指示詞は均等に分布しているわけではなく，用法上

の偏りが見られるが，従来の研究ではこの偏りに関する説明は与えられていない (iii）指示詞の選択を説明 予測

するモデルが説明対象とする範囲が明示されていない 以上の先行研究の問題を指摘したうえでτ 本章では，これ

らの問題を解決する本研究の立場と方向性を示している

第3主主では，共同注視を指示詞の機能の認知的基盤として位萱づけ1 指示詞の選択を説明するモデルとして 2層

モデルを提示している。このモデルは，指示詞の用j去を現場指示と観念指示（従来の文脈指示と記憶指示を含む）

に分離しつつも？共通の原理でその全体像を説明するモデルである このモデルは（知覚の容易さ〉と〈顕在性〉

というこつの認知的要因に基づき，コソア系の指示詞の選択を説明するモデルとして提案されている 指示詞の選

択の説明を試みる従来のモデルと本論文の 2層モデルの最も重要な違いは， 2層モデルでは，現場指示と観念指示と

で優先される「知覚の容易さ」と「顕在性」の層の選択順序を逆にしている点にある．

第4章では？前章で提案した 2層モデルに基づいて？コソア系の指示詞の使用に関する記述と説明を試みている

本章では，「聞き手領域指示のソ」は！話し手と聞き手の非対称性が指示物の（顕在性〉を決定する際の指標として

利用できる場合，「中称のソjは非対称性が指示物の（顕在性〉を決定する指標として機能しない場合の選択として

予測可能である点を明らかにしている 次はア系である。従来の研究では，ア系は〈遠距離〉の指示に適用すると

されているが？本主主では，この（遠距離〉に関わる要因は（知覚の容易さ〉を左右する要因として再規定されてい

る 最後はコ系である これまでの研究では，コ系は現場指示的であるとされているが，本研究で提案した 2層モ

デルでは，現場指示 観念指示のいずれの用法でも？コ系がソ系とア系を結ぶ軸となっており，現場指示・観念指

示の間での差異がソ系・ア系に比べて小さい点が自然に予測される。

ここまでの章では，日本語の典型的なコソア系の指示詞（「これ／それ／あれJの指示詞）の考察が中心となって

いる これに対し第 5章～第7章では！これまでの日本語の指示詞の研究では等閑視され，周辺的な指示詞の用

法として扱われていた指示詞を含む程度副詞？指示詞を含む人称詞，指示詞を含む締約表現の分析を試みている

第5章では？指示詞を含む程度副詞（「こんなに／そんなに／あんなに」）の記述・分析を試みている その結果3

「こんなに」は現場指示の用法が多いのに対し，「そんなにj，「あんなに」は観念指示用法で使用される場合が多い

事実を明らかにしている。さらに本章では，指示性の喪失が見られる「そんなに～ないJ／「あんまり～ない」を

比較し前者が非主観的な基準（問主観的スキーマ）を参照するのに対し，後者は主観的な基準（主観的スキーマ）

を参照する事実を明らかにしている 主観的スキーマは，個人の経験に基づいて形成されていく比較的安定したも

のである一方，問主観的スキーマは，他者の主観に対する理解をはじめとして，より多くの推論や経験を必要とす

る この点は，大人に比べて十分な経験のない子どもの発話において「そんなに～ない」の使用が自然となる場面

が極めて限られていることからも裏づけられる さらにτ 「そんなに～ないJが問主観的スキーマを参照することは？

聞き手という他者の存在に大きく影響を受けるというソ系指示詞の性質からの自然な帰結である点も明らかにして

いる

第6主主では，指示詞を含む人称詞（「こいつ／そいつ／あいつ」）における指示対象の分布の実態を広範なコーパ

ス調査に基づいて明らかにしている 基本的に人聞を指示する人称詞である「こいつ／そいつ／あいつJが，人間

以外の対象も指示し得ることは先行研究においても指摘されているが，本章ではコーパスを用いて網羅的な調査を
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行い，実際の分布を明示的な形で明らかにしている その結果，次の事実が明らかになった：（i）人称詞の「こい

つ」，「そいつ」が［人間］以外も広く指示対象とするのに対し，人称詞の「あいつJは指示対象がほぼ［人間］に

限定されている. (ii）人称詞の「こいつ／そいつ／あいつ」に複数化接尾辞が付いた場合，指示対象が基本的に

［人間］に限定される. (iii）人称詞の「こいつ」，「そいつ」における非具体的対象への指示対象の拡大は観念指示

において顕著に認められる一方，人称詞の「あいつ」に関してはそのような傾向は認められない さらに本章では，

以上の事実の中でも特に興味深い人称詞（「あいつ」）の指示対象がほぼ［人間］に限定される事実に関し考察を行

い，このア系の人称名詞の指示性の制約は，基本的に知覚の困難な対象を指示するア系の指示詞の特徴に由来する

点を明らかにしている

第7章では，指示詞を含む縮約表現（「こりゃ／そりゃ／ありやJ）の記述と分析を試みている．本章では，基本

的にこの種の縮約表現は「レ形指示詞＋助詞は」から成る表現（「これは／それは／あれは」）の縮約形であるが，

単なる音韻変化（あるいはスタイルやレジスターの違い）に留まるものではなく，原形の「これは／それは／あれ

は」とは異なる意味機能を持つ点を指摘している．さらに 「こりゃ／そりゃ／ありゃ」が述部の表す事態の参与者

になる用法（補足語用法）では，その原形とは異なり，述部に話者の評価の表出が必要であるという制約が課され，

縮約により意味の主観化が見られる さらに この補足諾用法の他に，述部の表す事態の参与者になっていない用

法（談話標識の用法）が「そりゃ」にのみ観察されている．本章では，この「そりゃ」の談話標識の用法に焦点を

当てて詳細な分析を行った結果 「そりゃ」は，その後続内容が「そりゃ」の発話時点で既に存在する想定と一致す

ることを聞き手に伝えると同時に，その後続内容が当然帰結されるような根拠の存在を喚起する機能がある点を明

らかにしている また本章では この談話標識の用法は，話し手の態度や視点を表示する表現であり，補足語用法

と比べてより主観的な表現であることを指摘している．

第 8主主では，理論・実証の双方の観点から見た本研究の意義と今後の指示詞の研究の一般的な展望について論じ

ている
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本論文は，認知言語学の枠組みに基づき 7 日本語複合動詞の評価的意味を分析した実証的研究である 全体は 7

章から成る 本論文は，次の 2点の考察を主眼としている まず， l点目は，認知言語学の枠組みに基づく複合動詞

の語形成に関する理論的な分析である これまでの複合動詞の理論的な分析としては，モジュール形態論に基づく

複合動詞の研究が注目される 本論文では，認知言語学の観点から，モジュール形態論に基づく複合動認の研究を

検討し，モジュール形態論に基づくアプローチの分析の妥当性を批判的に考察している 本論文の 2点目の課題は，

複合動詞の意味拡張の用法に関する分析である 従来の複合動詞の研究は，個々の複合動詞の語形成に関わる形式

的操作と複合動認の基本的な意味の分析に偏っており！複合動詞の創造的な意味拡張の多様性に関する記述と分析

は体系的にはなされていない 本論文では，複合動認のこの種の意味拡張のケース・スタディとして 7 特に評価的

意味に関わる日本語複合動詞の用j去に関し，体系的な記述と分析を試みている

第 l章では，本論文の構成，研究対象，分析の背景となる認知言語学の基本概念とE里論的な枠組みを概説してい

る

第2章では，第 5主主と第 6章の複合動詞の記述と分析で用いる「アプレイザル王監論」（Martin& White 2005）と

「修辞構造理論」（Mann& Thompson 1987）の基本的な枠組みを紹介している

第3章では，モジュール形態論のアブローチに基づく複合動詞の研究を，認知言語学の観点から批判的に検討し

ている 複合動詞の語形成には根源的に認知主体による概念化のプロセスが反映されている 本章では，語形成

の操作によって規定される複合動詞の意味は，イメージ形成，イメージスキーマ形成τ ゲシュタルト変換，等が関

わる動的な認知プロセスによって特徴づけられる点を明らかにしている．本章では，この事実を明らかにする手JI［~

として，次の規定を試みている：（i）分析の対象となる複合動詞がどの種類の概念原型やイメージスキーマと関

わっているかを縫認・整理する (ii）概念原型を構成するイメージスキーマがゲシュタルト的にどのように連携し

合っているかを検討する (iii）概念原型とイメージスキーマが語形成や意味拡張のプロセスにどのように貢献し

そのプロセスをどのように制限しているかを観察－検討する (iv）分析対象の複合動詞が具体的にどのような文脈

で用いられているかを，複合動詞が表現する運動，行為，等に関わる事態把握の観点から分析する 本章では！ ι
仁の手］I［買に基づき 7 モジュール形態論のアプローチに基づく意味規定では予測できない，複合動詞のゲシュタルト

的意味の一般的な規定を試みている

第4章では？複合動詞の主観的意味（特に？評価的意味を表す複合動詞の主観的意味）の分析を試みている 本

章では，この種の複合動詞の意味を アプレイザル理論で提案されている態度の選択体系に碁づいて具体的に分析

している 特に，評価的意味を表す 450余りの複合動詞（「誘い込む‘J，「51き立てる」，「入り乱れるJ，「込み入る」！

「行き過ぎるj，「はみ出すj，等）の用法色情：意，社会的判断，認識の 3つのカテゴリーに分けて体系的に分析し

ている さらに本章では，複合動詞を構成する前項動詞と後項動詞の主観的な意味の遠いを綿密に検討し前項動

詞と後項動詞の主観的な意味の性質に）芯じて，両者の位置にくる動詞のタイプの生起関係に一定の傾向（例えば，

前項動詞に具体的な行為，後項動詞には行為の方向性に関わる動詞が生起する傾向）が認められる事実を明らかに

している

ここまでの考察では，主に複合動詞の具体的な用法乞前項動詞と後項動詞から成る複合動詞それ自体の合成的

な意味の観点から考察している しかし 複合動詞によっては 3 その主観的な意味が使用文脈から独立しては一律

に予測できない例が存在する この点を考慮し，第 5章では，アプレイザル理論に基づき，評価i的意味を表す複合

動詞（「飾り立てる」，「まくし立てるj，等のタイプの複合動詞）が生起する文脈の特徴づけを試みている．分析の

結果，この程の複合動詞の意味は，主観的な評価性という側面において文脈と密接に関わっている事実を明らかに

している 例えば！「飾り立てる」という複合動詞の意味には，単に「飾る」と「立てる」の合成的な意味が関わる

だけでなく，その行為が肯定的に評価されるか否定的に評価されるかという，情意的，社会的な判断に基づく主観

的な意味が関わっている 本章では，アプレイサ、ル理論に基づき，この種の複合動詞の肯定的意味と否定的意味が？
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具体的な談話・テクストの文脈（問題の行為に関する社会的評価（socialesteem），社会的制裁（socialsanction），等

の観点からジャンル分けされた具体的な談話・テクストの文脈）において誘引されるプロセスを綿密に分析してい

る

第 6章では，さらに複合動詞の主観的な意味を，パラグラフ構造（段頭・段中・段末？等の構造）を分析する修

辞構造理論に基づいて考察している．前章の考察から明らかなように，評価，判断，等に関わる複合動詞の主観的

な意味は 2 文脈から孤立して理解されるのではなく，問題の動詞が生起する文脈の中で相対的に規定される 特に

本章ではこの点を考慮し複合動詞の主観的意味を総称文から成る文脈において綿密に分析している ケース ス

タディとして本意では，複合動詞（「付き纏う」のタイプ）を述部とする総称文が，テクストの中でどのような意味

機能を担っているかを考察している。分析の結果，この種の複合動詞を含む総称文は，その生起する位置（段頭・

段中・段末）によって異なる意味機能を担う事実を明らかにしている 特に， j段末に複合動詞を含む総称文が生起

する場合，その大部分が主題的関係を示すという事実と，この種の複合!ilJJ詞を含む総称文は段中では非常に少ない

点を明らかにしている. ）：）、ヒの考察に基づき本章では，複合動詞の評価的意味を適切に分析していくためには，問

題の複合動詞の生起する文とテクス卜のパラグラフ構造をも考慮した意味分析が重要な役割を担う点を指摘してい

ペ〉

約7'i＼ぷでは，理論・実証の双方の観点からみた本研究の意義と今後の展望について論じている
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第 l章では，本研究の目的と言語学の研究における知覚表現の分析の位置づけ，この分析から得られる言語学的

知見の文法論，意味論の研究における位置づけ，本研究で分析の対象とする知覚に関わる言語現象の位置づけがな

されている

第2章では，本論文の知覚表現の具体的な分析の前提となる認知言語学の枠組みを概観している 本章では主に，

本研究の知覚表現の分析の背景となる理論的な枠組みとして，ラネカーの認知文法， レイコフの認知意味論，タル

ミーの虚構移動理論に関する基本概念を整理し認知言語学の研究分野においてこれらの枠組みが担う理論的役割

を明らかにしている

第3章では，まず本論文で分析の対象とする知覚表現として，視覚？聴覚，嘆覚，味覚，触覚に関わる日本語の

知覚表現（特に知覚動詞とこれに関連する複合的知覚表現）の基本的特徴を，次の視点から体系的に分析している

(i）問題の知覚が一方向的な知覚か全方位的な知覚か，（ii）問題の知覚がi霊感覚か近感覚か，（iii）問題の知覚が意

図的，能動的になされるか非意図的，受動的になされるか（iv）問題の知覚表現が単一の動詞で表現されるか複合

表現の形で表現されるか，（v）問題の知覚表現が文の統語フレームにおいていくつの項（1項， 2司王i，等）をとるか。

本草：で、は，以上の視点から，従来の知覚表現の研究では意味的，統諾的な対応づけが明示的になされていなかった

知覚動詞と知覚の複合表現の関係を体系的に明らかにしている 特に注目すべき事実としては 7 次の事実が挙げら

れる (i）萎本的な五感の他動詞（「見る」？「聴くJ，「嘆くもJ，「味わう」，「触る」）のうち，味覚の他動詞だけは自

動詞との交替が認められない (ii）第六感の感覚に関わる動詞の場合には，逆に自動詞は存在するがこれに対応す

る他動詞は存在しない (iii）聴覚，嘆覚，触覚，第六感に関わる自動詞（「聴こえるJ，「匂うJ，「感じる 1」，「感じ

る2」）と味覚の他動詞（「味わう」）には，知覚の複合表現（「音がするJ，「匂いがする」，「味がする」，「感じがす

るJ，「気がする」）が存在するがτ 視覚に関わる自動認（［見える］）にはこれに対応する知覚の複合表現が存在しな

い 本意のま目覚表現の感覚モードに関する諸特徴とこれらの知覚表現の表層レベルの分布関係に関する体系的な考

察は，本論文における次章以降の知覚に関わる言語現象の分析の背景となる

第4章では？遠感覚の知覚の他動詞，自動詞の構文が関わる態の対立の問題を考察している 態の対立に関し，

日本語では，視覚と聴覚の他動詞には形態的には派生の関係にある自発形が存在する（「；ζ郎は富士山を見た」／

「（太郎には）富士山が見えた」，「太郎は笛の音を聞いたJ／「（太郎には）筒の音が聞こえた」） これに対し同じ

遠感覚の嘆覚の動詞の「嘆くつには派生形「喫げる」はなく，自動詞の「におうJ，「呑る」が存在する（「太郎はパ

ラを嘆いだ」／「＊（太郎には）パラの匂いが喋げたJ／「パラが｜匂う／香る［」） 本章では，この種の態の対立に

関わる知覚同士の分布関係を綿密に分析している 従来の日本語の文法研究では，感覚動詞以外の他動詞と自動詞

の対応は広範に研究されているが，本章で考祭している知覚動詞の他動詞と自動詞の統語的な分布関係は明らかに

されていない 次に本章では，五！惑に関わる知覚動詞を特徴づける認知プロセスを分析し基本的な感覚モードが

異なる知覚表現の問に， A.＜知覚者から知覚対象への認知プロセス〉と B.（知覚対象刺激の発生源から知覚者へ

の認知プロセス〉という双方向性が存在する事実を 日本語と英語の視覚聴覚，等に関わる言語事例に基づいて

検証している (Aのタイプ。「富士山に目をやった」／“Iturned my eyes to Mt. Fuji.", Bのタイプ。「富士山が自に

飛び込んで、来たJI“Mt. Fuji came into view.”） 

第5寧では，五感のま日覚動詞のメタファー的な意味拡張のメカニズムの解明を試みている 本章では，視覚！聴

覚，嘆覚， Pjfミ覚の知覚モードの違いが7 それぞれの五感の基本的な意味から，思考－推論・判断，等の抽象的な意

味にメタファー的に拡張される事例を綿密に分析し視覚から聴覚聴覚から嘆覚，唄覚から味覚に行くに従って，

問題の五感の基本的な意味から思考－推論・判断，等の抽象的な意味へのメタファー的な拡張の可能性が低くなる

事実を検証している 本章では，五感の知覚動詞の意味拡張の以上の制約を確認しさらに各五感に関わる知覚動

詞の意味拡張の制約も明らかにしている 例えば，慌覚動詞は概念操作である思考へ拡張する傾向がある これは
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嘆覚動詞でも認められるが！後者の場合には概念的な〈気づき〉のような概念操作に拡張する傾向がある 一方で、’

聴覚動詞は，基本的には聴覚↑青報，言語情報に関する行動のスクリプトに沿った拡張をする傾向がある。本章では，

J;）、上のような各五感のモード固有の意味拡張の個別的な制約を明らかにしている

第 6章では，前章までの基本的な知覚動詞と相補的に使用される五感の複合動詞の体系的な記述を試みている

本章では？前項が知覚動詞である複合動詞をコーパスに基づいて広範に収集し後項動詞が前項の意味をどのよう

に詳述するかという観点で複合動詞を分析している。また，知覚動詞を前項に持つ複合動詞の生産性を観察すると

ともに，知覚動詞の「見る」，「聞くJ，「嘆くや」の感覚モダリティの違いに注目しこれらの動詞を含む複合動詞の

後項の分布をコーパスから抽出している さらにこの分布に基づき，この種の知覚動詞を特徴づける感覚モダリ

テイの違いが，知覚の複合動詞の生産性に与える認知的制約を明らかにしている

第 7章は，前章までに考察されなかった基本的な接触動詞の対（「さわる」／「ふれる」）の他動性の違いと，こ

の種の知覚動詞と他の知覚動詞の意味拡張の生産性の違いについて考察しているー本章では，これらの二種の動詞

が生起する言語文脈を広範な具体事例に基づいて分析し基本的に「さわる」の方が「ふれる」より他動性が高い

点 両者のメタファー的な意味拡張（特に，心理的，感情的な意味のドメインへのメタファー的な意味拡張）の方

向性の違いが認められる点を検証している これまでの五感の知覚動詞の研究では，「さわるJ／「ふれるJに代表

さjLる動詞は，触覚動詞の一種と見なされている これに対し本章では この種の知覚動詞乞接触動詞の一種と

して円規定している 本章ではその証拠として，この種の動詞は，その主語に来る名詞の種類が視覚？穂覚，等に

代•£｛＇リ［る他の知覚動詞とは異なる事実

(I守ーがと追わるj，「肌がふれる」のように動作主以外の無生物名詞も主請にif：起するとド実を指摘している 本章で

は，この艇の事実に基づ、き，味覚等の触覚知覚と体感に基づ、く接触知覚を体系nsに区分している

lf!j sーや，：・ci±，理論 実訟｜ーの双j子の観点から見た本研究の:Jf2、義と今後の !it ＇~：について論じている
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論文要旨

本学位申請論文は第二次世界大戦後τ 特に過去四半世紀を中心に 英語圏の政策意図として「言語帝国主義」と

呼ぶものの存在と展開を，イギリス，アメリカ合衆国，オーストラリアの各国別に分析し，企画する側からの浬論

的根拠がいかなるものであったかを解明し，文明論的な意義を論じて概観しようとするものである

論文は序論と三章から構成されている 序論では，検証すべき対象として英語圏諸国の，対外政策の一つである

パブリック・デイプロマシー（公共外交）を取り上げ？そこで英語普及政策が重要な役割を果たしてきた事実を指

摘している そしてその目的が従来の政治宣伝「プロパガンダjに類し英語の普及自体が！母語話者にとって政

治的な宣伝効果を持つものとして遂行され，同時に他国の消費者動向を左右しようとする戦略であって！「公共外

交」の進行は英語という媒体をさらに利権と複合させ，非中立的なものにするという仮説を提起している

第一章「白昼の言語戦略」は三節に分かれ，各説でイギリス，アメリカ合衆国 オーストラリア三国をそれぞ、れ

扱い7 各国の対外言語政策を歴史的に叙述しさらに政策発祥の思想的背景を論じている 第一節では1 第二次｜』：

界大戦後のイギリスの「海外情報サービス」，すなわちブリティシュ・カウンシルや BBCの英語の放送や教授を担

う組織，外務連邦省，教育省，シンクタンクなど英語普及関連組織の白書報告書，関係者の公的発言などをもとに，

今世紀に至るまでの対外言語政策路線をたどる チャーチルの BASICEnglish構想、に始まり， 1960～70年代に，英

詩の経済的役割への認識が英指導層の聞で広まり＇ 90年代には英国経済が英語のおかげで飛躍的な発展を遂げたこ

と， 21世紀に入るとブレア政権のもとで，アフガニスタンやイラク戦争にみられる反英感情への対処策として，中

東における英語教育政策が展開されたことが叙述される

第二節「アメリカJでは， USIA（合衆国情報局） 国務省，国際開発庁 国防省 中央情報局の文献や公共外交

政策担当者の議会証言，最高裁判所のレポートなどから，政府によって，英語の海攻卜普及が心理作戦の一部として

一貫して把握されてきたことが実証される アメリカ合衆国は マスメディアと連動した英語の普及戦略を推し進

めるだけではなく，メディアを通じた「発話行為論」的な効果や，「意味論の巧妙な利用」によって，語黍の意味を

も操ろうとする政策があることを明らかにしている 冷戦期のアイゼンハワー，ケネデイ，ブッシュ（父）政権以

降も，クリントン政権時のクリントン・ドクトリンと英語普及の関係，プッシュ（子）政権時の対テロ政策として

の英語教育普及，さらにオパマ政権のソーシャル・メディアの活郎など，公共外交としての言語政策は！現在もi主

主売している点を指摘している

第一章第三節「オーストラリアjでは，以上を踏まえて英米との相乗効果によって国力以上に影響力を行使する

ことを，政策の特徴と捉える

第二章「サイパネテイクスとしての英語教育Jでは，英語の世界的受容と定着が将来イ可を意味するかを大局的に

聞い，英語に関して一般的に容認される定説 たとえばパイリンガリズム達成の容易さや英語公用語論が吹聴され

ることも，言語帝国主義の徴候として論じている 第一節「無視され続ける初等英語教育の実態」は，世界中の教

育現場からの研究例や第二言語習得に関する学説をとりあげ，言語聞のコード・スウイツチング現象や，語学以外

の学習分野との発達関係，全般的な認知発達に貢献する母国語能力への影響など英語の早期導入の問題点を指摘

し政府や教育界の言説の流れがいわば英語利権の静かなる圧力によって，学問や教育政策におけるしかるべき議

論を妨げ正常に機能していないとして，これに対｜時することが急務であると提唱する．

第二節「言語ブランド志向から見た公用語論Jでは 「プレース・ブランドjから推論される「言語ブランドJと

いう概念を提起し公共外交においてそれが，会計学でいう「グッドウィルjや「のれん価値」と類似性を有して

いることを例証しこうした見解に基づいて第二公用語論を考察すれば，それがいかに非経済的で，合理性も欠け，

英語圏諸国のみが優先されているかを論じている

第三節「言語のサイパネテイクスJは以上を理論的に敷桁し，マーシャル マクルーハンの論説やウイルダー

ペンフィールドの研究などを取り挙げながら τ 言語を一種のテクノロジーとして捉え ノーパート・ウィーナーの
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サイパネティクスの基本概念と言語とを比較する サイパネティクスでいう信号やフィードパックなどが言語の性

質と類似しているため，言語もサイパネティク・コントロールのメカニズムとして分析可能であると論じている

またそれに関連し 19世紀から，たとえばイギリスの宣教活動やアメリカ西部のインデイアン教育においても？担

当者が英語そのものを一種の説得手段として認識してきたことを例証している

第三章「これからの語学教育」は，これまでに得た教訓を認識したよで＼外国語教育と国語教育の両方について

の提案を行う 第一節「これからの外国語教育政策」では，義務教育における外国語の意義を「実用性jと「教養

明」の観点から考察している 「実用性」に関しては，投資分散，比較優位，限界効用逓i成相乗効巣の経済的視座

から検討すべきこと，「教養性」に関しては，多数の外国語からの選択を認める教育システムの構築を模索し，政策

としての機械翻訳プロジェクトの推進や，言語についての内政不干渉の確認を提唱している

第二節「外国語教育に伴う国語政策Jでは，外国語教育において英語の圧倒的な存在感が，客観性を喪失させ，

「言語神格化」の現象を引き起こしていると捉えている 英語の単語や文法が，最も普遍的な言語形態で＼重要視さ

れるべき概念を備えているといった思い込みや，学術上の概念の正当性と意義を英語の表現に求めようとするのも

その一例として挙げている

最後に「引用文献についてjは，結論の役割を果たしている 本論文に関わる引用文献のおかれている状況や？

これまでの日本における英書翻訳の問題を取り挙げて，そこに現れる翻訳者や出版社の英語への過剰な気遣いが，

虚構をもたらすとしている さらに英語圏における英語の推進機構が，英語教授によって直接的に言語を普及させ

るだけでなく，他言語で著される論評や出版を還して英語の拡張に対する一般論にまで関与していることを指摘す

る 以上の議論に基づきは，序論に危慎された認知的均質化と英語の全体的な性質に対抗することがますます因

事Itになると主張している
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本博士学位申請論文は，南太平洋のトンガ王国一村落における通算約 15ヶ月のフィールドワークに基づいて，村

の日常生活の隅々にまでi参透する贈与実践の諸相を人びとのふるまいと相互行為場面の観察から明らかにするもの

である．

全体は 3つの音ISに分かれ，各部がそれそ、れ3章ずつを含む，全9章の構成である．

第 I部「相互行為としての贈与」では！ トンガ村落の生活世界の概略を描く。

第 l章では，モースが提起した「全体的社会的事実としての贈与」という思想、を？ トンガ的な日常生活の民族誌

記述によって再考するという本論の目的を明らかにしたあと，文化人類学における贈与をめぐる先行研究を検討し

ている まず，経済人類学における贈与論の流れを概観し本論文はポランニーが提唱した「社会に埋めこまれた

経済」を重視する「実体主義jの立場をとることを明らかにする 次に，オセアニアにおける贈与研究で展開され

てきた互酬性・競覇性・再分配の議論を検討し現代の社会的文脈ではキリスト教も再分配の重要な装置になって

いることを指摘する さらに 従来の贈与研究が伝統財や儀礼を偏重してきたことを批判し貨幣を含む多様なモ

ノが贈与－分自己される相互行為の過程を分析することが不可欠であるとする。

第 2章では，調査地の概要を明らかにし， トンガ村落の生活世界の特徴を概括する 村の典型的な－［！の様子を

記述したのちに！国王を頂点に戴き王族－貴族－平民が分化した階層構造に基づいて固有の土地制度が確立されて

いることを指摘する つぎに調査村を構成する世帯間の系諮問係とキリスト教会5宗派の｜世帯比率を分析する さ

らに，日曜礼拝をはじめとするキリスト教の諸制度が村人の生活を深く規定していることを強調する 最後に，調

査期間と調査方法を明らかにし行動の直接観察と経済的データから贈与をめぐる人びとの実践を描き出すという

方法論を明示している

第 3章では， トンガ社会に満ちる多様な贈与の機会と頻繁な物資の往来を記述する まず，王侯儀礼，冠婚葬祭．

教会行事のそれぞ、れについて観察事例を提示する なかでも，本論文は，先行研究が等閑視してきた！貨幣の贈与

を中心とした平民の問の笑践という領域に注目することを指針に掲げる 村落生活のなかで突出した頻度を示すの

が教会関連行事であることを指摘し 頻発する饗宴に投入される準備の労力，ふるまわれる物資の景，饗宴終了後

の贈与と分配のプロセスを 具体的な事例に則して記述する さらに，こうした行事以外にも，世帯問を物資が恒

常的に往き来していることを明らかにする 最後に 調査者が寄寓した世帯の女性たちのふるまいが，贈与を促す

明確な規範に従っているように見える一方で，他者のまなざしの網の日を逃れうる機会には物資の隠匿をためらわ

ない，という矛盾した傾向を照らしだしている

第E部「贈与が演じられる場」は本論文の核心部であり，教会への献金行事および寄付行事の参与観察に基づき，

贈与の場で、展開する相互行為の微視的分析を行っている

第 4章では，教会への献金行事ミシナレ（即日間le）に焦点を合わせる 調査村の教会のうち自由ウェスレアン教

会（FWC), トンガ・ホウェイキ教会，カトリック教会の 3つが2006年の献金行事で集めた金額（総計 T$63,895. 

7; T$1三二￥56）を確定したあと，最高額T$48,508. 7を集めた FWCに注目し，信者組織に立脚した精綾な集金の機

構を明らかにする ついで，集められた献金の用途を分析し全体の 84%が村の教会に保持されたことを明らかに

する これらの資金はおもに学校教育へ還元され信者たちに再分配されるマさらに， 2005～2009年の 5年間にわた

る7つの信者グループ別の献金額の推移を分析し 教会本部の「希望金額」をはるかに上まわる「目標金額」がグ

ループごとに設定される仕組みを照らしだす 最後に 現行の制度が確立された歴史的経緯を検討し 19世紀半ば

を境にして，信者から寄付されたヤシ油を宣教師が換金する取引法から，商人が未収穫ヤシを担保に現金を信者に

信用貸しするシステムへの転換がなされたことを明らかにし献金制度は教会によって精巧に組織された政治経済

的な装置であると結論づける
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第5主主は，寄付世帯成員の踊りを軸にする寄付行事コニセティ（此0n田 ti）の分析に集中する．とくに，観衆が踊

り手の体に紙幣を貼り付けるブアカパレ (fakαipale）に注目しそれを受ける頻度と正規の寄付金額が相関すること，

贈与者のなかに他教会の信者が多く含まれることを明らかにし競合を超えた関係性の確認という動機づけを強調

する さらに，歴史資料の検討によって， 20世紀初頭までファカパレは布を踊り手の手首に結びつける行為であっ

たことを明らかにし贈与におけるモノと貨幣の連続性を示唆している

Di:S 6章では，前の 2つの章で分析した献金行事と寄付行事の相互行為場面を参与者の道化的ふるまいという角度

から検討しなおす 道化的ふるまいは，立場上不適切とされる行為や，社会的弱者を支える行為として現出する

こうしたふるまいは，規範の一時的な侵犯を通して達成感を共有することを促していると論じられる

第］［［部「贈与と折りあう術」では，贈与の圧倒的な価値を共有しながらも？家族の豊かさを追求し，個人的な利

得を確保しようとする，実践の諸相を解明する

第7京では，現金や食物を即時的に消費する生活スタイルが個人所有や蓄財に対する批判意識に裏打ちされてい

ることを多数の事例記述を積み重ねることによって明らかにする そのうえで，女性たちの貯蓄組合と男性たちの

カヴァ飲み集会を対比して分析する 前者は「子どもの学費積み立て」の名目によって蓄財を可能にする回路を確

保し後者は村の全世帯の子どもたちに文具を配ることに寄与する。さらに？掛け売り代金を回収できず閉店した

商店と，顧客に支払いを迫って悪評を蒙った商店の事例を対照させ？「耳GJの感覚を基底とするトンガ的な価値基準

を照射している

第8章では，海外移住者からの送金がトンガ経済の基盤を支えていることを確認したうえで，ニュージーランド

での季節労働の現場に密着し トンガ的経済と西欧的なそれとの接合面に光をあてる。フルーツ出荷工場で働く調

査村出身の労働者の生活！工場労働の笑態？高額な収入の用途を分析したのちに，彼らと長期移住者との交際に焦

点、書あて，そこでも「トンカ、らしいj附与が期待されることに注目している

おリ本l土ザ~·~誌と結論 i:Jc c i"バLる 各章の議論合長理しなおし， トンガ社会がいかに贈与実践のなかに埋めこま

れ式場とあるかを線認する 経済的デ＼タと個々人のふるまいのあいだに相関が見出されたことや，贈与笑践が宗

次・組依・移民といった領域を横断して展開される i二とから，京；！膏性をおびた「贈与の全体性」が明らかになった

と結論JパTる また，モノや貨幣を伴ったふるまいとして｝！目与を再検討することによって，競覇性の概念を再考し

λiことを大きな達成としてみずから位置づけている
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人博第 652号
きく ち ひろ き

氏名菊地大樹

平成 25年3月25日

共生文明学専攻松井 章

中国先秦時代馬の動物考古学的研究

〔主査〕松井 章（奈良文化財研究所）

〔副査〕小浮 毅（奈良文化財研究所）？岡村秀典

本論文は，古代東アジアの罵文化の基点である，中国先秦時代の馬の飼養管理から利用にいたるまでの体系化を

めざし従来，中国考古学で研究の対象となることの少なかった，先秦時代の遺跡、出土の馬骨の動物考古学的研究

を中心に，馬政史？養馬史など潟文化を復元しようとする実証的な研究である 本論は馬とそれを利用した人々と

の関係に主眼をおき，出土した馬骨を基軸にすえ，その生物学的研究だけでなく，馬意匠の考古遺物，『周干し』・『礼

記』などの古典籍τ 甲骨文字や金石文などの出土文字資料を援用しつつ，人類学や畜産学の家畜管理法などの研究

成果を統合させている

第 1章では？中国先秦時代の中原を駆け巡った馬がどのような形質・形態であったのか，これまで報告されてき

た出土馬骨の測定値や体高復元の成果を紹介しつつ，同時代の馬を意匠とする考古遺物を比較検討して図像学的な

視点からも分析をすすめた。このような視点からの分析によって，これまで馬車（車馬）や馬具に偏重してきた先

秦時代の馬の具体像について，蒙古馬系統に属すという可能性を：再確認した さらに！東居時代に馬意匠の表現に

変化がみられ， r'l:I土馬の形質や系統にみる大形化の画期に連動していることを指摘した

第2主きでは，馬を犠牲に捧げ，馬車と共に副葬した車馬坑に焦点をあて？馬を生重量とする「馬牲」の出現とその

展開を発掘例に基づいて，その考古学的な検討？および犠牲にされた馬の動物考古学的な検討とから論じた 考古

学的な検討によって，黄河流域を中心に展開した殿・周王朝の馬牲と北方草原地帯に広がる局牲を，時間的 空

間的に比較検討した その結果，中国古典に記される六畜（牛，馬，羊，家，犬，鶏）を犠牲獣とする段周王朝

では，車馬坑と馬坑とが発掘され，「農耕型jに分類されるが，原則として犠牲馬の全身を埋納するものであり，そ

れに対して北方草原地帯では，家と鶏を伴わず，烏の頭骨と指骨のみを墓に副葬するが，車馬坑をともなわない

「牧畜型Jに分類可能であることを明らかにした そのなかで戦国時代になると，農耕型と牧畜型が接する甘粛省東

部の秦国領域内において，馬の~j骨犠牲に馬車がともなう折衷裂の馬牲が出現することを指摘した

動物考古学的視点からは，特に段代後期から東居時代にかけての犠牲馬の年齢構成が！家畜馬が導入されて問が

ない段代後期には，若齢から壮齢馬に集中するのに対し，時代が下るにしたがって徐々に年齢が低化し戦国時代

になると， l歳以下の幼馬が犠牲にされ，犠牲馬として特別に飼養されたと推定できたその年齢構成の変遷から，

馬が役畜として役目を果たした後に犠牲にされただけではなく，生まれた時より犠牲馬として育てられたと推定し

それを可能とした社会背景について，家畜管理論の視点、から考察し国家的な養馬体市ljの確立を明らかにした

第3章では，筆者自身が現地で調査した出土馬骨の動物考古学的分析の成果を報告する．対象とする資料は j 股
代後期の都と考えられる河南省安陽市段；嘘遺跡1 商周時代のi決西省西安市少陵原商周墓地遺跡と春秋時代の山商省

太原市普国越日目II墓車馬坑出土馬骨である 欧米や日本で確立された動物考古学の研究i去を軸として7 体高推定，年

齢推定，性差，使役痕（骨病変）などの分析をおこない1 従来，記載されることの少なかった形態学的な情報を含

めて報告する さらにそれらの分析結果をもとに，飼養体系や馬の利用について検証をおこない，これまで歴史学

や考古学だけからは復元が困難であった馬の繁殖 養馬技術の実態など新たな馬を巡る文化史を明らかにできた。

第4主主では，第 l章と第 3章であきらかとなった先秦時代馬の形態学的デ←タをもとにτ さらに馬利用の実態に

せまるべく，資産学的な方法を応用して先秦時代馬の畜力を復元することを試みた，まず車馬坑出土の馬車の大き

さや重さについて検証し，馬の体格と その牽引した馬車との対比、関係について考察をおこなった その結果，馬

の富力について， 1日に牽引可能な距離7 牽引可能な積載量と！その速度や移動距離との関係や 2頭， 4頭など複

数頭数で馬車を牽引した場合の効率性乞比較，推測したまた，馬車の構造が，時代が新しくなるにつれ，安定

性や強度など乗り手に対する改良は加えられるが，逆にそれを牽引する馬の負担が増すという変還をとらえた そ

して？部材の樹種同定結果から，車体重量を推算し先秦時代の馬車は索引効率が悪く，馬の動力を充分に引き出

すことができなかったため 馬車の発達を阻害し 後の時代に騎馬や新たな構造の馬車が出現する要閣のひとつ

となったと考えた

第5章では，段・周代に確立したと見られる古代国家による養馬体制を解明するため， f周ネLj.『礼記』を中心と

する出典籍や？甲骨文字や金石文などの出土文字資料をもちいつつ，馬の飼養にかかわる官職や，それぞれの職掌，

養馬にかかわる行事，季節性を取りあげ動物学や安定同位体による食性分析も援用し家畜管理令技法の視点から

その妥当性を検証した それらの結論として，のちの秦漢王朝に受け継がれ，古代東アジア全域へと展開する養馬

体制が，西周時代中期にその基盤を確立する萌芽が見られた可能性が高いことを明らかにした
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共生文明学専攻川島昭夫

液状化する社会における言語多様性継承一一比較コミュニ

ケーション論からの可能性模索

〔主査〕川島昭夫

〔部査）合田昌史，三谷恵子，ヨリッセン，エンゲルベルト

本博士学位申請論文は，言語の多様性，とりわけ少数者の使用する「少数言語」の保存，継承の現状と問題を分

析し，それを可能にするための提案を行ったものである 論文は，申請者が行ったイベリア半島の各地や F 南米ボ

リビアにおけるフィールドワークに基づき，それらの地域の少数言語の言語学上の特徴を論じ，かつ現状において

をれらの話者が置かれている状況を分析した事例研究の箇所と，「近代」という社会が，その社会に適合的なものと

してっくりだした言語様態のなかで少数言語が置かれてきた位置や，世界が一体化し移動の速度と範囲が著しく拡

大する（液状化する）なかで，言語が，これまで存立碁盤とされてきた「領域性」を失っても，なお継承される可

能性を論じた論考部分とによって構成されている

iW 1 本｜ミラン夕、語Jでは ポルトガjレのスペインとの国境に近い狭小範囲で使用されているミランダの言葉

いラン ＇f'＇＇ーシュ）がとりあげられる ミランデーシコは＇ 19世紀末にヴァスコンセロスによって「発見」されL，そ

の・ff(E ;) : )JJ紋入社会および言問伊界に報告された 小請者は，その後のミランデーシュのポルトガル文学における

受’U－＼＇句開放的（帝国主義的）ナショナリズムを l喧伝する素材としてのその称揚などの日正史をたどり，隣接するス

ベイシのサヤ地方のことば「サヤケーゼ」とも近縁関係にあるミランデ」シュが，「言語格」をあたえられ， 1999年

の「ミブンダ語言語法」が施行され保全がはかられたことは ポルトガル人が生来的に「多様性を認める開放的国

民tlJをもっとする「ボルトガル熱’府主義｜のfめの，政策的利用であったとする

第2：単「アラゴン諮Jで扱われるアラゴン請は スペインの北部 ピレネー山脈商麓の渓谷地帯で、話されている

少数百五音で、ある。かつてイベリア半比にアラゴン王国が存在した時代には王室のことばであり！公式の言語として

丈告が作成され文学作品も制作されるなど，いわゆる国家語としての地位にあったが，アラゴン王国とカスティー

リヤニ｜二国の併合後，カスティーリャ詩（スペイン語）の攻勢でいちじるしく衰微した 王国の旧領土にあたるアラ

ゴン自治ナト｜内でさえ，話者の数は，隣接するカタルーニャ地方との州境地帯に存在するカタルーニャ語話者にも及

ばない。言語学界においても，スペイン諾方言としての地位しかあたえられていない 申請者は現地における調査

を実施し？とりわけ東西に細長くのびるアラゴン語使用地域の，東西の両端において アラゴン語が周辺の諸言語，

カタルーニャ語，バスク語，さらにはビレネ一以北のオック語などの影響を受けて，変異が大きいことを確認する

また使用地域の生活圏が各渓谷ごとに分断されているため，規範性のある言語として切取ることが困難で、あること

を指摘する。伝統文化継承を目的とした保全のための動きはあるが，ポルトガルのミランデーシュの場合と同じよ

うに1 過疎化による人口減少と， EU諸国の金融不安による財政危機があいまって，状況は困難であるとする。

第 3章「少数言語保全と言語多様性保全との相克jでは，まず欧州議会と EUの言語政策をとりあげ，それらが

少数言語の権利を称揚しながら，ヨーロッパ＝キリスト教世界としてブロック化し，ヨーロッパ固有の文化要素に

限定して保全をはかつていることを批判しいっぽうで，域内の移動の自由化によるモピリテイの増大仁領域性

に根ざした言語保存政策との矛盾が現われていることを指摘する さらに申請者が行った南米ボリビアにおける言

語調査に基づき， 2009年に発効したボリビア多民族国憲法を根拠に推進されている「本来言語教育」というものが，

政治的中心であり人口規模のある西部高地地方の「伝統的地域言語」であるケチユア語，アイマラ詩を「言語Jと

して切取るいっぽうで，東部低地の先住民言語やす少数派の移民言語は閑却されるという点で，ヨ←ロッパの少数

言語教育の弊を，形式的にくりかえすにすぎないとして批判する 本章ではまた領域性の壁が消失することに

よって生じる言語上の変化，ピジンとクレオールの問題を論じている 外来者との意思疎通のために生じた媒介語

としてのピジンと？媒介言語から離れ？地域共同体の共通語としてその地域の母語となったクレオールが，グロー

パル化する世界で今後再び発生することはなく ステイグマが色濃く残る両者は 存在し続けることも困難な言語

文化であるとする

第4章「言語多様性は継承できるか」は，ラテン語£）、来の表音文字とことばの関係の樫桔のもとにおかれた，西

洋に起源をもっ言語多様性の継承のための運動に，東アジア世界における言語文化が貢献しうる可能性を探る 申
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請者は，ポルトガル在住の中国人が，彼らの集団の間でも，故国との商業上の関係においても，中国語のきわめて

多い地域語の一つである印刷、卜l語」で連絡をとりあっている現状を調査している こうした東アジアの言語には，

穴言語内の「言語」として認識されるケースのあることを示し，大言語内のヒエラルキーを構築することに他なら

ないと申請者が批判する複言語主義との差異を明らかにして，フラットな関係性における多言語主義の可能性を提

示する また漢字文化，とくに日本語における書記法の不定性にふれ！「声」と「文字」の一体性という西欧的な幻

想、から解放される可能性についても示唆する また？少数言語保全のために欧州評議会が採用している言語教育評

価制度の「欧州言語共通参照枠」が，東アジアの言語多様性保全のために有効かどうかを検証したあとで，むしろ

言語多様性非干渉型の（漢字を利用した）コミュニケーションの可能性を強調し，東アジア地域における漢字文化

の復活と地域外への漢字の普及を提唱する

第 5章「液状化社会における言語多様性の可能性会」は，申請者のいう「液状化」によって消滅してゆく「領域性」

を復活するための試論である 特に申請者が育ち「母語Jを獲得した兵庫県西部？いわゆる播州地方を考察の対象

としている 旧播磨国は，畿内から外れ，また瀬戸内海に面した山陽道においても周縁に置かれる その地方言語

が，「汚い」言語としてのステイグマを帯びたことを 7 たとえば『方言矯正方案』などの資来｜から明らかにする こ

のような状況下にある当該地域に，申請者は人間や社会のつごうによって変化することのない，自然に決定される

「領域」として河川流域（加古川流域）というものを設定し現在では分断された源流域と河口地域との一体性をと

りもどすことの提言を行っている これを「定型自然領域Jとし いっぽうで SNSに代表されるような「非定型社

会領域」との，異なる「領域性jの二律的な緊張感の中で，言語多様性の継承が可能ではないかと結論する


